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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く

残 されています。それ らは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文

化、伝統を正 しく理解するのに欠 くことのできない歴史資料です。同時に、それ らは県民

のみならず国民的財産であり、将来にわたって大切に保存 し、活用を図らなければなりま

せん。

一方、豊かな県土づ くりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それ らの開発にあ

たっては、環境 との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文

化財保護 との調和も求められるところです。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導 と調整のもとに、

開発事業によつてやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存

する措置をとってまい りました。

本報告書は、大船渡広田陸前高田線緊急地方道路整備事業に関連 して平成16年度に発掘

調査された陸前高田市松山前遺跡の調査成果をまとめたものです。今回の調査では、奈良

時代の堅穴住居跡群が見つかつたことから、当時の集落の一部であったことが明らかにな

りました。本県沿岸南部ではこれまでこの時期の調査例は少なく、地域の歴史に新たな一

ページを書き加えることができました。本書が広 く活用 され、埋蔵文化財についての関心

や理解につながると同時に、その保護や活用、学術研究、教育活動などに役立てられれば

幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあた り、ご理解 とご協力をいただき

ました岩手県大船渡地方振興局土本部、陸前高田市教育委員会をはじめとする関係各位に

対 し、深 く感謝の意を表 します。

平成18年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長  合 田   武



例   言

1 本報告書は岩手県陸前高田市小友町密荷12辟2～西ノ坊121ほかに所在する松山前遺跡発掘調査

結果を収録 したものである。

2 本遺跡の発掘調査は、大船渡広田陸前高田線緊急地方道路整備工事関連事業に伴い、岩手県教育

委員会生涯学習文化課・岩手県大船渡地方振興局土木部の協議を経て、 (財)岩手県文化振興事業団

埋蔵文化財センター (以下埋文センターと略称)が記録保存を目的として実施 した緊急発掘調査であ

る。

3 今回の発掘調査による成果は平成16年度の岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第469集

「平成16年度発掘調査報告書」・現地説明会 (平成16年 8月 28日 )にて公表 している。上記の刊行物

との違いがある場合は、本書が優先する。

4 岩手県遺跡登録台帳番号と調査時の遺跡略号は、以下のとお りである。

遺跡登録台帳番号……・N F68-2270    遺跡略号………………………MYM-04

5 野外の調査期間 。調査面積 と調査担当者は、以下のとお りである。

調査期間 平成16年 4月 13日 ～ 9月 3日  調査面積 6,640ポ

担当者  島原弘征 。菅野 梢

6 調査の室内整理期間と整理担当者は、以下のとお りである。

整理期間 平成16年 11月 1日 ～平成17年 3月 31日 担当者 島原弘征

平成17年 1月 4日 ～ 3月 31日     担当者 菅野 梢

7 本報告書の原稿執筆は Iを岩手県大船渡地方振興局土本部、Ⅵを分析担当者、他を島原が行つた。

編集は島原が行つた。

8 座標原点の測量および空中写真撮影は、次の機関に委託 した。

座標原ッ点の測量……………………中井測量設計

空中写真………………………………東邦航空爛

9 自然科学関連の分析鑑定は、次の機関に委託 した。

石質鑑定…………………………………花南岩研究会

炭化材同定……………………………岩手県木炭協会

種子同定・樹種同定……………パ リノ・サーヴェイ

炭化材同定……………………………古環境研究所

10 本報告書の作成にあたり、次の方々ならびに機関からご指導とご協力をいただいた。 (敬称略・

順不同)

浅田智晴、宇部朱則、大田代一彦、葛城和穂、工藤雅樹、熊谷賢、小針大志、佐藤敏幸、佐藤正彦、

佐藤良和、新海和広、鈴木琢也、高橋誠明、丹治篤嘉、遠野いずみ、陸前高田市教育委員会

H 野外調査では、陸前高田市の作業員27名 にご協力をいただいた。

室内整理作業は、当埋文センター期限付職員 2名 で行つた。

12 土層観察の上色は、『新版標準土色帳』 (小山正忠・竹原秀雄 :1992)に よつた。

13 本報告書で使用した地形図は、国土地理院発行のものであり、図中に図幅名 と縮尺を記している。

14 本遺跡から出土の遺物および調査に関わる資料は、岩手県立埋蔵文化財センターに保管・管理 し

ている。
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例凡

断面実測の位置
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貝占床範囲

  □  
骨糸田片範囲



I 調査に至る経緯

調査に至る経緯

小友地区道路改良事業は、陸前高田市米崎町の国道45号から同市小友町宇雲南地内の主要地方道大

船広田陸前高田線へ接続する道路改良工事であり、既存の県道は、幅員狭小のため車両のすれ違いが

困難なこと、歩道も未設置のため歩行者等の通行に危険なこと、及び高潮等に対する防災機能、広 田

半島など観光や レクジエーション施設へのアクセス向上のため、平成 9年度から着手 している事業

(H9～地方特定道路整備事業、Hll緊急地方道路整備事業)である。

これにかかる埋蔵文化財包蔵地の取 り扱いについては、岩手県大船渡地方振興局と岩手県教育委員

会 との間で協議がなされた。協議の経緯は、平成 10年 8月 6日 付 「大地上第881号」により岩手県大

船渡地方振興局長から岩手県教育委員会文化課長あて当該道路計画にかかる遺跡の分布調査について

依頼があり、岩手県教育委員会は平成10年 9月 18日 に分布調査を実施 し、当該計画地内には 5箇所の

埋蔵文化財包蔵地が存在することが判明した。

岩手県教育委員会では、岩手県大船渡地方振興局からの試掘調査依頼を受け、平成13年 2月 16日 、

同H月 16～ 17日 、同12月 13日 に4箇所について試掘調査を実施 したが、 3箇所については発掘調査が

必要である旨回答 し協議を重ねた。この遺跡については、陸前高田市教育委員会において平成14年度

及び平成 15年度発掘調査実施中である。

その後、平成15年 6月 26日 付 「大地土第475号」により岩手県大船渡地方振興局長から岩手県教育

委員会生涯学習文化課長あて当該遺跡の試掘調査について依頼があり、岩手県教育委員会は平成15年

7月 80日 に試掘調査を実施 し、平成15年 8月 12日 付 「荻生第809号」により岩手県大船渡地方振興局

に対 して松山前遺跡の発掘調査が必要である旨回答 し協議を重ねた。

その結果、松山前遺跡の調査は岩手県文化振興事業団の受託事業とした。

(岩手県大船渡地方振興局土本部 )

Ⅱ 遺跡の位置と環境

1 遺跡 の位 置 と立 地

(1)遺 跡 の 位 置

松山前遺跡は、岩手県陸前高田市小友町著荷1282～ 西ノ坊121ほかに所在する。 JR大船渡線河ヽ

友駅の北西約 2km、 北緯39度 00分02～ 03秒、東経141度41分22～25秒付近に位置する。

本遺跡の所在する陸前高田市は岩手県の東南部、太平洋岸の最南端に位置する。北は気仙郡住田町、

東は大船渡市、南は東磐井郡室根村 (現一関市)、 宮城県気仙沼市、宮城県本吉郡唐桑町、西は東磐井

郡大東町 (現一関市)と 接 している。面積は232.23平方km、 人 口は25,726人である(平成17年 6月 末現

在 )。 市域の大半が山地で、北上山地の縁辺部が海岸まで広がっている。市の北には氷上山(874,7m)、

東には箱根山 (446.8m)、 南東には仁田山(254m)、 西は小坪山 (679.4m)、 天南山 (456。 9m)が広が り

市域を囲んでいる。

遺跡が所在する陸前高田市小友町は市の東側に位置する。北は箱根山、東は門之浜湾、南は広田半

島、西は小友浦が広が り、箱根山と広田半島に挟まされた氾濫平野上にある。その箱根山から南東側

には傾斜の緩やかな丘陵が広がってお り、遺跡はその丘陵縁辺部に位置する。標高は61～ 71m前後を

―
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1 遺跡の位置と立地

測 る。調査前現況は畑で、約20年前までは果樹園 として土地利用 されていた。

(2)地 形 。 地 質

四国四県に匹敵する広大な面積を有する岩手県は、東に北上山地、西に奥羽脊梁山脈が南北に延び

ている。高清水山(1,013.9m)に端を発する気仙川は南西流 しながら桧山川、火の上川、大股川をあ

わせて住田町の中心部を南流 し、陸前高田市域に入る。陸前高田市内では氷上山(874.7m)の西側山

麓縁辺部を南流 し、広田湾にて太平洋に注ぐ。気仙川は延長44km、 流域面積520平方kmの二級河川で

ある。

北上山地東側は河川の流路が短い上に、その河川が中・古生代の堅い硬岩を浸食 している影響で、

排出される土砂量が少なく、一般的に平野の発達は不良である。それでも比較的流域面積の大きい川

が流れる久慈・宮古 。大船渡 。広田・気仙沼湾には小規模な沖積平野が発達する。比較的湾の幅が広

い広田湾 (幅約3.5km)の奥には陸前高田平野が発達 し、現在市街地となっている。その陸前高田平

野の北側には氷上山がある。山頂から南側に広がる斜面は標高200m以 上では急峻であるが、200m以

下では傾斜が緩くなっている。氷上山の南東尾根沿いには箱根山(446.8m)が ある。その南側斜面に

は傾斜の緩やかな丘陵が広がる。南西側丘陵の一部 (米崎町付近)は海岸線まで到達し、米ヶ崎を形成

している。南東側丘陵は小友町付近の氾濫平野と接 している。市の (南 )東部、箱根山の南側に位置す

る広田半島は太平洋に射 して南東に突出している。半島の付け根には西から小友浦が入 り込み、標高

10m以下の氾濫平野が広がる。縄文海進期にはこの部分は海 となり広田半島は島となっていたものと

思われる。
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第 1図 岩手県全図



Ⅱ 遺跡の位置と環境

25,000分 の 1 大船渡・陸前高田

第 2図 遺跡の位置図



1 遺跡の位置と立地

第 3図 周辺の地形と調査範囲



Ⅱ 遺跡の位置と環境

第 4図 地形分類図



2 周辺の遺跡

2周 辺 の 遺 跡

『岩手県埋蔵文化財包蔵地一覧』によると、陸前高田市内で255ヶ 所、大船渡市内で180ヶ 所の遺跡

が確認されている。このうち第 5図には過去に調査例のある遺跡と古代～近世の遺跡を中心に陸前高

田市46ヶ 所、大船渡市 2ヶ 所図示した。陸前高田市内では古くから貝塚が分布していることが知られ

ていた。貝塚からは良好な状態で人骨が出上したことから、研究者に注目され、人種・民俗学的観点

からの調査が数多く行われた。戦後は分布調査や個人住宅建設にかかる緊急調査や学術調査等が行わ

れているが、立地 。地形による影響からか縄文期の遺跡の調査が多く行われている。そのため、陸前

高田市内における古代 (奈良 。平安時代)の遺跡の本調査は相川 I、 友沼Ⅲ、貝畑貝塚、牧田貝塚、小泉

遺跡等を数えるのみで、多いとはいえない。しかも、報告を見てみると平安時代の調査事例が多く、奈

良時代は少ない。わずかに相川 I遺跡で竪穴住居跡 1棟 (陸前高田市教育委員会2002)、 貝畑貝塚 (佐

藤正彦氏のご教示による)で竪穴住居跡 2棟を検出、小泉遺跡で土師器の出上を数えるのみである。

ここでは松山前遺跡と関連のある古代の遺跡を中心に概観する。本地域の縄文時代については村上

拓が『牧田貝塚発掘調査報告書』 (岩埋文1996)内 で貝塚を中心に概説しているので、それを参照して

いただきたい (註 1)。

(1)過 去 の調査 について

松山前遺跡における過去の調査は平成14年に試掘調査が行われたのみである。その際に竪穴住居跡

50,000分 の 1 盛・気仙沼
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Ⅱ 遺跡の位置と環境

が検出され、土師器が出上 している。今回の調査は遺跡範囲の中央 よ り北側 に位置 している。調査前

現況は畑で。地元の古老の話によると約20年前までは果樹園として土地利用 されていた とい う。なお、

元地権者である山田定雄氏が昭和40年代後半 ごろ撮影 された調査区付近の航空写真 を所蔵 していた。

ご厚意により見せていただいたが、確かに調査区付近は リンゴない しモモの木が整然 と並ぶ果樹園が

広がっていた。

なお、『陸前高田市史』において松山前遺跡は、同一遺跡コー ドは松山Ⅱ遺跡、今回の調査区付近

は松山 I遺跡 と記載 とされている。ちなみに松山 I遺跡の詳細は調査が行われていないため不明。松

山Ⅱ遺跡は土師器が出上していることから、古代の集落跡 として認識 されていた。

(2)周 辺 の 遺 跡

本地区の古代の主な遺跡 としては小泉 (1)、 岩井沢Ⅱ(5)遺跡、図中に含まれていないが相川 I遺

跡、貝畑貝塚、友沼Ⅲ遺跡等がある。

<小泉遺跡 >陸前高田市 (以下省略)高 田町字法量地内に位置する。平成11年 に調査が行われた。調査

面積は42♂ と小規模であつたため、遺構は確認 されなかったが、土器がコンテナ19箱分出土している。

「厨」字を含む墨書土器がH2点が出上した。「厨」字を含む墨書土器は官衡・寺院遺跡に多く出土す

ることから、気仙郡術が小泉遺跡周辺に存在する可能性が指摘されている (註 2)。

<貝畑貝塚 >高 田町宇中和野地内に位置する。昭和58・ 59、 平成 9年に発掘調査が行われた。調査の

結果、縄文時代の竪穴住居跡24棟、古代の竪穴住居跡10棟、住居状遺構 1棟、配石 2基、ピット約 13

0基、炉跡 2基、工房跡 2基が検出された。古代の竪穴住居跡の時期は大部分が平安期 (9世紀後半～ 1

0世紀前半)で あるが、 2棟ほど奈良時代の住居がある(法政大学国際日本学研究センター2003)。

<友沼Ⅲ遺跡 >横田町宇友沼地内、氾濫原に面した傾斜地に位置する。平成元年に発掘調査が行われ、

古代 (9世紀後半～10世紀前半)の竪穴住居跡 6棟が検出された (陸前高田市教育委員会 1990)。

<相川 I遺跡 >竹駒町字相川地内、氷上山から南西に延びる尾根の先端部に位置する。古代 (奈 良時

代)の 竪穴住居 1棟、縄文期の竪穴住居跡 1棟、同竪穴状を 2棟、時期不明の掘立柱建物跡 1棟、土

坑 9基が検出された (陸前高田市教育委員会2002)。

<牧田貝塚 >気仙町字牧田地内に位置する。縄文時代前期の竪穴住居跡 3棟、土坑20基が検出された。

岩手県内では資料の少ない大木 3～ 5式の上器がまとまって出土していることで知 られているが、平

安期の上師器が遺構外から出上している (岩手埋文1996)。

<館貝塚 >米崎町字館、米ヶ崎の先端部に位置する。古代の貝塚 ?。 製塩土器片が出上している (陸

前高田市1994)。

<大陽里遺跡 >広田町大陽里地内、仁田山から南西に延びる丘陵上に位置する。古代の製塩遺跡か ?

(陸前高田市1994)。

<岩井沢Ⅱ遺跡 >小友町宇岩井沢地内、箱根山から南に広がる丘陵上に位置する。松山前遺跡から西

に約600mの 離れた場所に位置する。昭和36年、台地の開墾中に蕨手刀が出土 した。なお、市内では

このほかに三本松遺跡、愛宕下遺跡から蕨手刀が各 1振ずつ出上している。工事中の出上のものが多

く出土状況の詳細は不粥である(陸前高田市1994)。

<釘の子遺跡 >横田町字釘の子地内に位置する。昭和57年に発掘調査が行われた。報告書が未刊行の

ため、詳細は不明であるが、『陸前高田市史』第二巻 (陸前高田市1994)に よると縄文 。平安期の竪穴

住居跡が各 1棟検出された。
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2 周辺の遺跡

註

1 岩手埋文1996を 参照。なお、縄文・中世・近世期の調査された遺跡では、山崎遺跡 (陸前高田市教委1984)、 門前貝塚 (陸

前高田市毅委1992)、 願沢貝塚 (陸前高田市教委1977)、 中沢浜貝塚 (陸前高田市教委2000ほ か)、 大陽台貝塚 (陸前高田市教委19

79)、 袖野 I遺跡 (陸前高田市1994)、 川内遺跡 (岩埋文1984)、 打越遺跡・東角地遺跡 。古館跡 (岩埋文1988)、 寺前 I・ Π遺跡、

片地家館 (岩埋文1989)が ある。前述した各遺跡の概要は『陸前高田市史』第二巻に佐藤正彦が概説している(陸前高田市1994)。

2 詳細は法政大学国際日本学サテライ トシンポジウム『海の蝦夷―小泉遺跡が語りかけるもの一』資料集を参照していただ

きたい。資料集は『法政大学国際日本学研究所研究報告』第 4集  (法政大学国際日本学研究センター2003)|こ 収録されている。

参考文献 (岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターを岩埋文と表記する)

陸前高田市1994『 陸前高田市史』第二巻

陸前高田市教育委員会1977『鞭沢貝塚』

同

同

同

同

同

同

同

同

1979『大陽台貝塚』

1984『山崎遺跡発掘調査報告書』

1990『友沼Ⅲ遺跡』陸前高田市文化財調査報告第14集

1992『門前貝塚』陸前高田市文化財調査報告第16集

1999『堂の前貝塚発掘調査報告書』陸前高田市文化財調査報告第21集

2000『 陸前高田市内遺跡発掘調査報告書―中沢浜貝塚―』陸前高田市文化財調査報告第22集

2002『相川 I遺跡発掘調査報告書』陸前高田市文化財調査報告第24集

2003『陸前高田市小友町雲南遺跡』第30回岩手考古学会研究大会資料

岩埋文1984『川内遺跡発掘調査報告書』岩手県立埋蔵文化財センター埋蔵文化財調査報告書第82集

1988『打越 。東角地遺跡・古館跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第131集

1989『寺前 I・ Ⅱ遺跡・片地家館跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第140集

1996『牧田貝塚遺跡発据調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第241集

春日真実2003「越後出上の円筒形土製品・板状土製品について」『蜃気楼』富山大学考古学研究室論集

人戸市教育委員会2001『酒美平遺跡Ⅱ』人戸市埋蔵文化財調査報告書第88集

福島県教育委員会2002『 阿武隈川右岸築堤遺跡発掘調査報告 2』 福島県文化財調査報告書第401集

矢本町教育委員会2001『赤井遺跡 I』 矢本町文化財調査報告書第14集

Ⅲ 調査の概要と整理方法

調 査 経 過

野外調査は 4月 13日 から9月 3日 まで行つた。 4月 13日 午後に機材を搬入 し担当者 2名 、作業員25

名で作業を開始。 4月 19日 重機を投入し表土除去 と遺構検出を開始する(土捨の関係でB区から)。 5

月 6日 B区の表土除去が終了する。引き続きA区の表土除去を行 う。 5月 12日 ようやくB区の検出が

終了する。 5月 13日 A区の検出を開始 したが、同日には重機の表土除去は終了した。 5月 17日 基準点

設置。 5月 下旬に検出が終了し遺構数が確定したので、B区より精査を開始する。 6月 3日 当埋文セ

ンター合田理事長の現地視察が行われる。 6月 23日 北上市埋文職員30名 現場見学。 7月 中旬になると

B区は竪穴住居 と近世墓を除き精査が終了したのでA区の精査を開始する。 8月 28日 現地説明会開催

(参加者182名 )。 9月 1日 に終了確認が行われる。 9月 3日 に機材を搬出して撤収 した。

野外調査の方法

(1)グ リン ドの設定

調査区のグリンドは調査区域ならびに遺跡範囲全体をカバーできるように世界座標に合わせて、座

-8-一



Ⅲ 調査の概要と整理方法

標設定及びグリッド設定を行 うこととした。

遺跡の北西隅に位置するX=110100.000、 Y=73800.000を 起点とし、50× 50mの 大グリッドを設

定し、さらに大グリンドの一辺を10等分 して 5× 5mの小グリッドを設定 した。大グリンドは西か ら

東に向かつてA、 B、 Cと アルファベ ットの大文字と、北から南に向かって I、 Ⅱ、Ⅲとローマ数字

を組み合わせて IAの ように表記 した。小グリッドは西から東に a～ jと アルファベット小文字 と、

北から南に 1～ 10と アラビア数字を組み合わせで laの ように表記 した。作業を行 う際にはグリッ ド

の北西隅の杭にグリッド名を記入 し、 IAlaグ リッドとい うような表記をした。

調査区が複数にかつ広範にわたっていたので、基準点は業者に委託して打設 した。調査時にはその

基準点を使用 して調査区の区割 り。グリッド設定を行った。各地区で使用 した基準点の座標値は下の

通 りである。

(2)調 査 区割 につ い て

今回の調査区は、林道松山線が調査区中央を縦断しているため、調査区が大きく東西 2箇所に分か

れていたことから、林道松山線より西側をA区 (西側調査区)、 東側をB区 (東側調査区)と 命名 し調査

を行 うこととした。

(3)粗 掘 と 精 査

<粗堀>平成 15年度に行われた試掘結果をもとに、試掘 トレンチの再掘ならびに新規に試掘 トレンチ

を設定し、その上層断面を観察 し層序の把握に努めた。その結果、遺物がほとんど見られない I・ Ⅱ

層に関しては重機を使用 して除去 した。

<精査>基本的には竪穴住居・竪穴状遺構は4分法、土坑等は 2分法による埋上の観察を行つた。堀・

溝に関しては適時ベル トを設定し埋上の観察を行った。竪穴住居跡はカマ ド以外の部分の完掘を優先

し、カマ ド検出状況写真を撮影後にカマ ド・床面施設 (柱穴等)の精査を行つている。カマ ドは基本的

に燃焼部は4分法、煙道部は 2分法による埋上の観察を行った。なお、焼失住居であるS106Aに関

しては、炭化材検出状況の記録を行つてから床面を検出した。また、作業の都合上柱穴状土坑に関し

ては埋上の堆積状況をパターン化 し、各類の代表のみ断面記録を取った。

<遺物の取 り上げ>遺構内に関しては遺構名と埋土層位を、遺構外に関してはグリッド名を袋に記入

してから取 り上げた。ただし、グリッド設定以前の遺構外出土遺物は調査区内のおおよその位置を袋

に記入 してから取 り上げた。出土地点を実測した遺物に関しては取 り上げ番号を記入 した。

<種実 。樹種同定について>竪穴住居跡内カマ ド燃焼部直上の 5 cIIlの上を全て採取している。採取 し

た土は乾燥後、水を入れたバケツに入れてかき混ぜ、浮いてきた炭化物・種実を茶こしフルイと 1・

3・ 5 11BIlメ ッシュを使用 して採取した。この採取した炭化物・種実の樹種を特定し、食性・生業復元

のための基礎資料蓄積を目的として分析を依頼 した。その結果はⅥを参照 していただきたい。

X(世界測地系 ) Y(世界測地系 ) X(日 本測地系) Y(日 本浪J地系 ) 標 一局 (In) グ リ ツ ド名

基 1 ―-110250.000 73854.000 ―-110558.1314 74154.8346 67.466

基 2 ―-110250,000 73890.000 ―-110558.1313 74190.8349 67.805 Ⅳ Bli

補 1 -110250.000 73870.000 ―-110558.1316 74170.8348 66.550 Ⅳ Ble

補 2 ―-110280.000 73890.000 -110588.1319 74190.8357 64.988 Ⅳ B7i

補 3 -110250.000 73930.000 -110558.1315 74230.8354 65.876 Ⅳ Clg



２

３

４

野外調査の方法
整理経過
室内整理の方法

(4)遺 構 名 につ い て

遺構種類の略号はSA:柱 穴列、SD:溝 跡、 SI:竪 穴住居跡、SK:土 坑 。墓崚、 SKI:竪

穴状遺構、SN:炉 跡である。この遺構略号に 2桁の数字を組み合わせて遺構名 とした。

<重複遺構の遺構名について>精査の過程で住居等の拡幅 。建て替え等で重複が確認された場合には

新 しい方からA、 B、 Cと 登録することにした。

<遺構名の変更>精査の過程ならびに室内整理段階で遺構の性格が当初想定 していたものと異なった

場合には、掲載時に遺構名を変更している。そのため、遺構名を変更した遺構の旧番号や、登録抹消

した遺構の番号を詰めなかったので、連番になってない。

(5)遺構の記録

遺構の記録は実測図と写真撮影により、図面で表現できない所はデジタルカメラとフィール ドカー

ドに記録 している。

<図面>遺構の平面形や焼土範囲、遺物出土状況を記録 した平面図、ならびに遺構の断面形 。埋上の

堆積状況を記録 した断面図を作成 した。エ レベーション図は必要に応 じて作成 している。作図は簡易

遣 り方測量を準用 し、精査途中で随時作図記録 している。縮尺は基本的には 1/20を原則 としたが、

カマ ド・焼土などの微細図が必要な図面に関しては 1/10で、遺構が長大なために遣 り方測量をする

には困難な堀・溝に関しては周辺地形が平坦な所は平板測量で、斜面部は光波 トランシン トを利用 し

た平板測量で 1/50で作図した。

<写真 >遺構検出状況、埋土堆積状況、遺物出土状況、完掘状況といつた具合に精査の各段階毎に必

要に応 じて撮影を行つている。フィルムは3511url判のモノクロとリバーサル、モノクロに関 しては 6×

7 cIIl版 も使用 している。また、状況に応 じてデジタルカメラを使用 してメモ的写真を撮影 している。

遺跡遠景と調査終了全景はセスナ機による空中撮影にて行つた。

3整 理 経 過

11月 1日 担当者 1名 (島原)、 期限付職員 1名 で室内整理開始。当面は土器の洗い 。注記・接合・復

元を行 う。同時に調査員が土器以外の遺物仕分けを行う。11月 下旬には土器接合が終了。おおよその

登録点数が確定したので、実測を開始する。 1月 4日 、別の遺跡の整理をしていた担当者 1名 (菅野)、

期限付職員 1名 が合流し、担当者 2名・期限付職員 2名体制となる。 1月 下旬、実測が終了。遺構 ト

レースを開始する。2月 下旬、遺構 トレースが終了。遺物 トレースを開始する。 3月 中旬、 トレース

が終了。図版組を開始した。 3月 31日 に整理作業の一切が終了した。

4 室 内整理 の方法

図面点検・遺物の洗浄・写真整理は原則として現場で行うこととしたが、期間の後半は調査に追わ

れ、一部は野外調査終了後に行つている。

(1)遺 構 図 面

遺構図面は点検後、第二原図を作成しトレースを行つた。挿図中の縮尺は竪穴住居・竪穴状遺構・

-10-



Ⅲ 調査の概要と整理方法

掘立柱建物跡は1/60、 カマ ドは1/20、 土坑は1/40、 堀・溝・柱穴状土坑の平面図は1/100、 竪穴住居

の床面施設・堀・溝 。柱穴状土坑の断面図は1/40を原則 とした。任意縮尺に関しては脇にスケールを

つけている。

(2)遺  物

遺物は洗浄後、出土遺物の全てをJ点検 し、遺構内外 と遺物の種別毎に仕分けを行つた。仕分け後、

注記・接合・復元と作業をすすめ、実測・採拓が必要なものを選んで登録した。登録後は実測・ トレー

ス・写真撮影 。図版作成 と作業を進めた。実際の作業は調査員が仕事の計画と指示・点検を、作業員

が実際の仕事を行 うといつた具合に分担 している。

掲載基準

<土器 >完形品と接合復元 したものの中で器形がおおよそ分かるものは全て掲載 した。遺構内から出

土した遺物が少ない遺構の上器に関しては口縁部・底部破片を選択 した。類似 した器形を持つ ものに

関しては床面・底面出上のものを優先 して饗択 した。

<石器 >点数が少ないこともあり、出上したもの全点を登録 。掲載 した。

<石製品>形状が分かるものを中心に登録・掲載 した。カマ ドの芯材に用いた礫は遺物からの転用も

しくは使用痕があるものを除き、石質鑑定用サンプルを抽出した後、現場で遺棄 している。墓墳から

出上した礫も同様である。

<金属製品>煙管・毛抜・鋏・銭貨、釘などがある。すべて近世遺物である。煙管・毛抜・鋏に関し

ては形状が分かるものを中心にできうる限り登録・掲載するように努めた。銭貨は全点登録 したが、

材質により掲載方法が若千異なる。銅銭 と銭名が分かる鉄銭に関しては全点掲載 し、銭名の分からな

い鉄銭に関してはサシは重量計測の後写真掲載、それ以外は重量計測のみ行つた。釘は全点登録 した

が、形状が類似 しているものが多く認められ、全点掲載する意味が無いと考え、本文中で出土地点毎

の重量を示 し、一部を写真掲載 し対応することにした。

<陶器・陶磁器 >所属時期が近世のものがほとんどである。接合・復元したもののうち器形がおおよ

そ分かるものと、器形・染付がある程度わかる破片資料は掲載 した。

<木製品>大半が近世墓の棺材である。全点登録 し、形状な良好なものを写真掲載 した。一部は樹種

同定を行つた。

挿図中の縮尺

土器・陶器・陶磁器は1/3、 鉄製品 ,金属製品・石器 。石製品は1/2、 銭貨は原寸を原則 とした。こ

れ らの原則 と異なる縮尺の図面には脇にスケールをつけた。

(3)写    真

野外調査中に撮影 した写真は、モノクロはネガアルバム、ジバーサルはスライ ドファイルに撮影順

に整理 して台帳に記入 した。

遺物は当埋文センターの写真技師が登録 した遺物を3511ull判 フィルムで撮影 した。現像終了後、種別

毎に整理を行つた。

(4)凡    例

本書で使用したスクリーントーンの種類は凡例に示したとおりである。また、土器実測図の上に記

した▽は断面実測の位置を示したものである。



4 室内整理の方法

観察表中で使用 している法量の推定値は ( )、 残存値は [ ]、 計測値はcmで表示 している。住居

の床面積はプラニメーターで住居下場のラインを 3回計測 した値の平均値を示 した。

調整技法の表現について

土器の調整を以下の基準で分類 し、実測 した。なお、分類の際には「細谷地遺跡第 8次発掘調査報

告書」 (岩埋文2004)を 参考にした。

ハケメ  :不 定方向で断続的な細かい条線をもつもの。

ヘラナデ

ヘラケズリ

ヘラミガキ

ヨコナデ

不定方向で断続的な明瞭な条線を持たないもの。弱い 。細かいハケメ。

不定方向で断続的な砂粒の動きが認められるもの。

断続的に光沢のある細い単位の筋。

横方向の連続的な粘上の動き。

実際にはこの分類に当てはまらないものもあるが、それに関しては観察表中に詳細な観察結果を記

載することで補 うこととした。調整の実測範囲は内外面ともに中央から半分にとどめたものが多い。

中 目 垂 色5本

層 序

 獅 _禽

A区北半の一部では上位面で礫の人為堆積を施 し、  7● 000-

平坦部を形成 している。

I′ 層 盛土層 (黒色土)              7α
000-

Ⅱ層起源の人為堆積土。A区の各地に見 られる。   6儀 000-

Ⅱ層 旧表土層 (黒色)

開拓以前の旧表土層。A区南や B区南 。東で部分的  6&000~

に確認。基本的には畑造成時の削平で消失。斜面上位

から流れ込んだ遺物を包含。              6■ 000-

Ⅲ層 自然堆積層 (暗褐色上)

A区南やB区南 。東で部分的に確認。古代の遺構検  6α
000-

出面。大半が畑造成時の削平で消失。
65000 -

Ⅳ層 基盤層 (褐色土)

部分的ににぶい黄褐色土粒を含み中にはφl～ 5 cll1  6■ 000-

大のものもある。本層より上位層が畑造成時の削平で

消失 している。A区北やB区北 。中央・西などの遺構   6缶 000-

検出面。

②岡

③円

61000 -―

60.000 -

④需

0              2m
十

一

①～④は第 7図 に紺応

第 6図 基本土層柱状図

-12-
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1 概要
2 古代の遺構

V 検出遺構 と出土遺物

1 概 要

今回の調査では古代 (奈良時代)の竪穴住居跡 8棟、近世の墓破18基、時期不明の竪穴状遺構 5棟・

柱穴列 3列 。炭窯 2基・土坑39基 。時期不明の溝跡15条・柱穴状土坑206個等を検出した。

検出された遺構の時期は奈良時代、近世、時期不明の 3時期に分けられる。奈良時代はA・ B区の

標高64～71m付近、近世はB区中央付近、時期不明は調査区のほぼ全域に分布する様相を呈する。

本報告では、時期 。遺構種別毎に記述を進める。遺物の記述に関しては出土量や出土地点等の記述

にとどめ、詳糸田はⅦでまとめて述べる。

2古 代 の 遺 構

(1)竪 穴 住 居 跡

S101竪穴住居跡

遺 構 (第 8・ 9図、写真図版 3・ 4)

<位置・検出状況>B区西、ⅣB7hグ ジッドに位置する。検出面は標高64.4～ 64.7mのⅢ層上面で、

床面付近でⅢ～Ⅳ層の漸移層に移行する。本遺構の周辺は北から南へ下る緩斜面であるが、ここより

市東側斜面下は傾斜が急になつている。重複する遺構はない。東北東約7.5mに S K12、 北西約0.6m

に S K09、 北西約5.2mに S K05が位置する。

S101
1 10VR1 7/1黒 褐色 しまりやや有 粘性有

10Y R5ん 粒含 炭少量 ゎ3～5cmの 凝灰岩含
2 10Y R2/1黒色 しまり少 し有 粘性有

10Y R5/6粒 含

札

A    L=64800m                           ズ

o                     2m
(1/60)
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第 8図  S101竪穴住居跡 (1)



V 検出遺構と出土遺物

地床炉

a    L=64500m     ざ

S101カ マド
1 10YR1 7/1黒色 しまり少し有 粘性やや有 10Y R5/6粒少量 炭微量
彦 10Y R2/2黒 褐色 しま り有 粘性少 し有 10Y R5/6粒少量 炭微量
3 10V R2/1黒 色 しま り有 粘性少 し有 10Y R5お粒・焼土少量 炭微量
4 10Y R3/3暗 褐色 しま り少 し有 粘性有 10YR4/4・ 10Y R2/1混 入
5 10Y R3/4暗 褐色 しま りやや有 粘性やや有

焼土・炭含 10Y R5/6プ ロック少量

6 5Y R4/6赤 褐色焼土 (燃焼部焼土 )

7 5Y R4/6赤 褐色焼土 袖上の被熱部分
8 10Y R2/2黒 褐色 しま り有 粘性無 10Y R5/6混入

S101地床炉
1 5Y R4/6赤 褐色焼土

第 9図  S101竪穴住居跡 (2)

0          50cm
(1/20)

<平面形・規模 >北壁が中央に設置されているカマ ドの影響で歪んでいるが、概ね隅丸方形状を呈す

る。規模は北壁長3.39m、 東壁長2.92m、 南壁長3.25m、 西壁長2.85mを測る。検出面からの深 さは

最大26clllを 測る。

<主軸方向・床面積 >東壁を基準とした主軸方向はN-14° 一W、 床面積はH。 17ピ を測る。

<埋土>黒褐色土単層の自然堆積を呈する。

<壁 >概ねⅢ層を壁としているが、掘 り込み面がⅢ～Ⅳ層へ移行する漸移層であるために一様でなく、

Ⅳ層を壁 としているところもある。床面から外傾 して立ち上がる。壁高は北壁20～ 26cm、 南壁 2～ 7

cIIlを 測 り、北・南壁は西に、東 。西壁は南に向か うにつれて低くなっていく。

<床面>概ね平坦で、Ⅲ・Ⅳ層を掘 り込み床面としている。床面標高は64.3～ 64.5m。

<床面施設 >北東コーナー付近から地床炉 1基、北西・北東コーナーより中央に60～ 70cIIl程内側から

柱穴を各 1基 (Pl・ 2)検出した。地床炉は長軸41cIIl、 短軸26clllの 不整形状を呈 し、厚 さ 2 clllの 赤褐

色焼上が形成されている。 Pl・ 2は位置的に主柱穴になるものと思われる。
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2 古代の遺構

■――――――――――トーーーーーーーーーニ1(1′ 31

第10園 S191堅穴注居出土遺物

<カマド>北壁中央で検出された。煙道方向はN-3年 一W。 本体部の残1存状況は比較的良好である。

袖は大部分をW層上を削り出し、南側 (手前側)を鱒 礫―とⅣ層起源の暗褐色上で構築している。本体

部内からは礫・土器が少量出上している。出土状況から36は天丼石.S7は右袖のな材に用いられ

たのが崩落した可能性が考えられる.。 燃焼部は長軸40clll、 短軸30clllの楕円形状を皇する、深さ2 cmの

掘り込みの底部を中心に、径16X17cmの 円形状を皇する、厚さ2cmO赤褐色焼上が形成されている。

-10-



V 検出遺構と出土遺物

その奥に亜角礫が 2個据えられてお り、位置関係から見て支脚 として使用された可能性が高い。煙道

部は上半部が削平されているため、掘 り込み式か今」り抜き式かははっきりしない。長さ1.20m、 幅20

～28cIIlを 測 り、上 り勾配で煙出し部へ続いている。中央付近で亜角操が 1個 (Sl)直立状態で出上し

ている。断面図は石の主軸からはずれているためはっきりしないが、床面から若干浮いた状態で出土

した。出土状況から煙道の天丼を支える支柱的な性格があると思われる。煙道部 と煙出し部との境界

が明瞭でないために、煙出し部の規模ははつきりしないが、断面観察からみて径24cIIl前 後、深 さ13cIIl

を測る。

遺 物 (第 10図、写真図版41)

カマ ド・床面 。埋土から縄文土器22g、 土師器 1,123g、 磨石 3点 (1,057g)、 鉄洋 ?8gが 出上し

た。土師器の器種は全て甕で、郷類は含まれていない。埋土上位から出上した鉄滓 ?は、新しい時期

のものであると思われる。このうち 1～ 3の上師器密、4～ 6磨石 3点を掲載 した。

<土師器甕>3点 ともG類である。調整技法は 1は外面ヘラミガキ、内面ヘラナデ。 2は内外面ハケ

メ。 3は内外面ヘラミガキとバラエティに富んでいる。

<磨石>3点 ともにほぼ全面を磨られている。石質は4はひん岩、 5は疑灰岩、 6はハンレイ岩 と様々

である。

S102
1 10Y R2/2黒 褐色 しま り ,粘性

やや有
10YR5ん粒含 炭少量

2 10Y R3/3暗 掲色 しま り ,粘性

やや有 焼土含 炭少量
3 10Y R3/3暗 褐色 しま りやや有

粘性少 し有
10Y R5/6粒 ・10YR2/2含

∞ |

A    L=67 100m                                   N

0                    2m
トーーーーーーーーーーーーーーー=「――――――――――一――――J (1/60)

第11図  S102堅穴住居跡 (1)
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2 古代の遺構

S102堅穴住居跡

遺 構 (第 11・ 12図、写真図版 5。 6)

<位置 。検出状況>B区中央、ⅣB2iグ ジッドに位置する。本遺構の周辺は北西から南東に下る緩

斜面を呈する。検出面は標高66.7～67.Omの Ⅳ層上面である。重複する遺構はない。北約3.lmに S

K68、 北東約 5mに S N01、 北東約15mに S104、 南約2.3mに S D23、 西南西約8.6mに S K15、 北

西約2.5mに S K17が位置する。畑造成時の削平と住居西側・カマ ド煙道部にある撹乱 (植栽痕)に加

え、斜面の崩落によって住居の南半分が消失 し、全体的に残存状況は不良である。カマ ドと北 。東壁、

北・西 。東壁際の周溝の残存状況から堅穴住居であると判断した。

<平面形・規模 >撹乱によつて西壁が、斜面の崩落によって南壁が消失 しているためはっきりしない。

北壁は4.40m遺存、東壁は2.54m、 西壁は0.53m残存していることから一辺 4～ 5m前後の隅丸方形

状を呈すると思われる。検出面からの深 さは最大 8 cmを 測る。

<主軸方向 。床面積 >東壁を基準とした主軸方向はN-16° 一W、 床面積は残存部分で6.58だを測る。

<埋土>上位は黒褐色土 (1層 )、 下位は暗褐色土 (2・ 3層)に大別 される自然堆積を呈し、 3層 に細

S102カ マ ド
1 10YR3/3暗 禍色 しまり,粘性やや有

焼土含 炭少量
2 10Y R3/3暗 褐色 しまり有 粘性無

10Y R5ん粒・炭・焼上粒含
3 10Y R3/8暗 褐色 しまり有 粘性やや有

炭少量
4 2 5YR4/6赤 褐色焼土
5 10Y R3/3暗 褐色 しまり有 粘性少 し有

10Y R4/4混入 iOY R5/6粒含

焼土 炭少量

ドし‐67000m

0            50cm

(1/20)

-18-
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V 検出遺構と出土遺物

〆幹

篭

胃 Zヾ
0                           10Cm

(1/3)

第13図  S102竪穴住居跡出土遺物

分 した。

<壁 >概ねⅣ層を壁 としている。床面から外傾 して立ち上がる。壁高は北壁 3～ 8 cIIl、 東壁 4 cm、 西

壁 4 cmを 測る。

<床 >概ね平坦で、Ⅳ層を掘 り込み床面としている。標高は66.7～ 66.9mを測る。

<床面施設 >カマ ドが設置されている中央付近を除く北壁際から周溝を検出した。便宜的にカマ ドよ

り西を周溝 1、 東を周溝 2と する。周溝 1は北西コーナーから南が撹乱によつて消失 し、全容は不明

だが、全長1,76m、 幅22～ 26clll、 深 さ2～ 7 clllを測る。周溝 2は全長1.78m、 幅22～ 42clll、 深さ3～

4 cmを沢1る 。

<カ マ ド>北壁中央で検出した。煙道方向はN-21° 一W。 前述のような検出状況のため、本体部の

残存状況は不良である。袖は土器を芯材 として暗褐色粘土で構築されている。燃焼部は径65× 63cmの

-19-



2 古代の遺構

精円形状を呈する、深 さ3 cmの掘 り込みの底部を中心に、径39× 35cmの精円形状を呈する、厚さ 5 clll

の焼上が形成されている。その奥から径24× 16clllの楕円形状を呈する、深さ6 cmの ピット1基を検出

した。支脚の抜き取 り穴の可能性も考えたが、位置関係から見てその可能性は低いと思われる。煙道

部は上半部が削平され、撹乱によつて寸断されているために、掘 り込み式か今Jり 抜き式かは判然とし

ない。残存部分から長 さ1.08m、 幅36cmを沢」り、上 り勾配で煙出し部へ続いていると思われる。煙出

し部は32× 27cmの精円形を呈 し、深 さ10cmを 測る。

遺 物 (第 13図、写真図版41)

カマ ド・床面・埋土から土師器1,672gが出上した。カマ ド・床面からの出上が大半を占める。ま

た、本遺構は埋土が非常に薄 く、埋土出土としたものも限 りなく床面に近い部分からの出土となる。

このうち 7～ 14の上師器甕を掲載 した。

<土師器 >郵は無く、甕のみの出上である。器種構成はC類 3点、D類 1点、F類 1点、 I類 2点で

ある。D類の10が カマ ド右袖、F類の11が カマ ド左袖の芯材に転用されていたことをあわせると、C。

D・ I類が主体 といえる。調整技法は外面ハケメもしくはヘラケズ ジ、内面ヘラナデもしくはハケメ

調整のものが主体を占めている。また、 I類の胎土は他の種類の胎土に比べ緻密で雲母が含まれてい

る傾向がある。

S103竪穴住居跡

遺 構 (第 14図、写真図版 6)

<位置 。検出状況>B区西、ⅣB6fグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北西から南東に下る緩斜
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型 S103
1 10Y R2/2黒 褐色 しまり有 粘性無

iOY R5/6粒合 焼土粒 炭微量
2 10Y R2/3黒 褐色 しまり有 粘性無

10Y R5/6粒含 焼土粒 炭少量

S103カ マ ド
1 10Y R2/1黒 色 しまり有 粘性少 し有

10Y R5/6粒含
2 10YR2/2黒褐色 しまり有 粘性少し有

IOY R4/6混入 10YR5/6粒 含 炭微量
3 5Y R4/6赤 褐色焼土

A     L=65400m A 。
|

0                      2m

― ―

                (1/60)

第14図  S103堅 穴住居跡、出土遺物

O    a― a´     50c n

― ―

             (1/20)
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V 検出遺構と出土遺物

面を呈する。検出面は標高65,0～ 65。 2mのⅣ層上面である。重複する遺構はない。東約4.8mに SK
05、 西約2.8mに S K01、 北西約2.8mに S D07が位置する。住居南西壁、南東部を撹乱に切 られ、畑

造成時の削平で全体的に残存状況は不良である。

<平面形・規模 >撹乱によって南西壁が消失 し、はっきりしない。規模は北東壁は1.91m遺存、南東

壁は2.04m、 北西壁は1.67m残存していることから一辺 2m前後。平面形は各辺が直線的とい うより

は中央部分が多少ふくらむ弧状ではあるが、概ね隅九方形状を呈するものと思われる。検出面からの

深さは最大14cmを測る。         ´

<主軸方向・床面積 >北東壁を基準とした主軸方向はN-45° 一W、 床面積は残存部分で3.07ポ を測

る。

<埋土>黒褐色土主体の自然堆積を呈し、 2層に細分した。

<壁>概ねⅢ層を壁 としているが、掘 り込み面がⅢ～Ⅳ層へ移行する漸移層であるため一様でなく、

Ⅳ層を壁 としているところもある。床面から外傾 して立ち上がる。壁高は北東壁 9～ 14cIIl、 南東壁 8

～14cm、 北西壁 6～ 10cIIlを 決Jり 、北東壁は東に、南東 。北西壁は南に向かうにつれて低くなっていく。

<床 >概ね平坦で、Ⅲ・Ⅳ層を掘 り込み床面としている。標高は64.9～ 65。 lmを預↓る。

<カ マ ド>北西壁中央で検出された。煙道方向はN-43° 一W。 本体部の残存状況は不良で、わずか

に燃焼部焼土、支脚の可能性のある亜角礫が残るのみである。燃焼部は径26× 15cmの精円形状を呈す

る赤褐色焼上が形成されている。厚さ2 cmを 測 り、下位のⅣ層に漸移的に移行する。その奥に径13cm

の亜角礫を検出した。位置的に支脚の可能性がある。また燃焼部焼土上から長軸35clll、 短軸 13clllの角

礫を検出した。位置的に天丼石の可能性も考えたが、焼土面から浮いていることや本体部の残存状況

が不良であることを勘案 し、斜面上位から流れ込んだカマ ド構築材 と判断した。煙道部は大半が削平

されているため、底部付近のみを検出した。そのため掘 り込み式か今」り抜き式かは判然としない。長

さ1.05m、 幅24～ 28cmを測 り、上 り勾配で煙出し部へ続いている。煙出し部の状況は残存状況が不良

のため不明である。

遺 物 (第 14図、写真図版41)

カマ ド・埋土から土師器3.71g、 不定形石器 1点 (50.07g)が 出土 した。このうち15の不定形石器

を掲載 した。

S104竪穴住居跡

遺 構 (第 15。 16図、写真図版 7・ 8)

<位置・検出状況>B区中央、ШC10b。 10cグ リッドに位置する。本遺構の周辺は北北西から南南

東に下る緩斜面を呈する。本遺構より斜面下は畑造成時に大幅に削平されてお り崖状を呈する。検出

面は標高67.1～ 67.6mのⅢ層上面である。床面に向か うにつれてⅣ層に移行する。北約1.2mに S D4

3、 北東約1.8mに S K26、 南西約15mに S102、 北西約3.9mに S K35、 西約10.lmに S N01、 東側

に墓墳群が位置する。斜面の崩落で住居の南半分が消失 している。

<重複 >住居東側をS K36A・ Bに切 られている。

<平面形 。規模 >斜面の崩落で南壁が消失 し、平面形・規模ははつきりしない。規模は北壁が5.21m

遺存、東壁は2.37m、 西壁は4.57m残存 していることから、一辺が 5m前後。平面形は各辺が中央付

近が外側に膨 らむ弧状を呈し、住居コーナーが角張らず、なで肩状を呈するためはっきりしないが、

概ね隅丸方形状を呈するものと思われる。検出面からの深さは最大39cmを測る。

<主軸方向・床面積 >東壁を基準とした主軸方向はN-6° 一E、 床面積は14.63だを測る。



2 古代の遺構

A     レ 67700m

S104
1 10Y R2/2黒 褐色 しまり有 粘性少し有

10Y R5/6粒・ 10Y R4/6プ ロック少量

o                      2m
(1/60)

<埋土>黒褐色土単層の自然堆積を呈する。

<壁>概ねⅣ層を壁としているが、掘 り込み面がⅢ～Ⅳ層へ移行する漸移層であるために一様でなく、

Ⅲ層を壁 としているところもある。床面から鋭角的に立ち上がる。壁高は北壁28～ 39clll、 東壁は最大

28clll、 西壁は最大39clllを測る。北壁は東に、東・西壁は南に向かうにつれて低くなつていく。

<床 >概ね平坦で、Ⅲ・Ⅳ層を掘 り込み、Ⅳ層起源の褐色上が混入 したⅢ層起源の暗褐色上を貼束

(掘 り方埋土)に して床面としている。標高は67.1～67.3mを測る。

<床面施設>住居各コーナーより中央に約1.1～ 1.2m内側の場所から柱穴を計 5基 (Pl～ 5)、 各壁

の壁際から周溝を検出した。柱穴Pl～ P4は位置的に主柱穴になるものと思われる。周溝は幅16～

56cIIl、 深 さ4～20cIIlを 測 り、カマ ドを含む各辺を巡つている。カマ ド付近に関しては後述するが、削

り出しの袖部分は トンネルを掘 り(写真図版 8)、 燃焼部付近は板状の花蘭閃緑岩で蓋をして暗渠を構

築し、両脇の周溝に直結 している。周溝の底面レベルはおおよそ標高67.1～67,3mで、北壁中央のカ

マ ド付近が最も標高が高く、斜面下方に向かうにつれて低くなつていく。比高差は25cIIlを測る。以上

の状況から見て周溝は排水溝的な性格を持つものと思われる。

<カ マ ド>北壁中央で検出された。煙道方位はN-4° 一E。 本体部の残存状況は比較的良好である。

袖は大部分をⅣ層土を削り出して構築し、南側 (手前側)は亜角傑 とⅣ層起源の暗褐色上で構築してい

る。天丼の架構には板状土製品と花南閃緑岩が各 1個づつ用いられている。壁側には土製品、手前側

第15図  S104竪穴住居跡 (1)
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0            50卿
トーーーーーーーーーーー十一――――――――――→ (1/20)

B′

rrll

S104カ マ ド

1 10Y R2/2黒 褐色 しま り有 粘性少 し有
10Y R4/4・ 焼土ブロック含

2 10Y R2/2黒 褐色 しま り有 粘性無

焼土微量

3 10Y R2/3黒 褐色 しま り有 粘性やや有

10Y R4/4・ 焼土粒少量

4 10YR3/4暗褐色 しま り有 粘性少 し有
10Y R4/6含 炭少量

5 10Y R3/3暗 褐色 しま り有 粘性少 し有

10Y R5/6混入 5Y R4/6ブ ロック・炭含
6 10YR3/4暗 褐色 しま り有 粘性少 し有

5Y R4/6焼 土ブロック含 炭少量

7 5Y R4/6赤 褐色焼土

し=67700m

第16図  S104竪 穴住居跡 (2)
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2 古代の遺構

0                            10Cm
(1/3)
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第17図  S104竪穴住居跡、出土遺物 (1)



V 検出遺構と出土遺物

には花聞閃緑岩が架けられている。ただし、支脚 との位置関係から両者 とも埋没・堆積中に流入 した

土砂の影響で、斜面下方にずれて現位置は保っていないものと思われる。本体部内からは礫・土器片

が多数出上している。状況から見て大半のものがカマ ド構築部材に使用されたものと思われる。また、

天丼石 S3は人為的に平らに加工された痕跡が認められる。燃焼部は調査時の不手際で掘 り込みの範

囲を取 り損みているが、断面から長軸35clll、 短軸3 1clll、 深さ 2 cIIlの精円もしくは不整形状を呈するも

のと思われる。掘 り込みの中心には長軸35cm、 短軸33clllの不整形状を呈する赤褐色焼上が形成されて

いる。厚 さ4 clllを 測 り、下位のⅣ層に漸移的に移行する。焼上の北に隣接する扁平な花蘭閃緑岩 (S

8)も被熱 しており若千赤化している。その奥には土師器甕の底部が 2個逆さまに据えられている(26・

29)。 状況から見て支脚に転用されたと思われる。支脚から煙道部入 り日までは概ね平坦で、長さ12～

0         30       10cm
L三三三三三三と=====」  (1/4)

第18図  S104竪穴住居跡、出土遺物 (2)

― ―

                 (1/3)



2 古代の遺構

27cmの薄い板状の花蘭閃緑岩を底面に敷いている(S5)。 この花蘭閃緑岩は前述 したが、幅23cm前後、

深 さ4 cmほ どの溝を覆 うように置かれていた。覆われていない部分は暗褐色系粘土を用いて貼床にし

ていた。この溝は両袖下に トンネルを掘 り込み周溝と直結している (写真図版 8)。 煙道部が上 り勾配

で雨水の流入を止める施設がないこと、周溝の標高はカマ ド付近が一番高いことからみて、この燃焼

部付近の溝はつF水溝的性格をもつものではないかと思われる。

煙道部は上半部が削平されているために、掘 り込み式か今」り抜き式かは判然としない。長さ1,05m、

幅25～ 30cIIlを測 り、上り勾配で煙出し部へ続いている。煙道と煙出し部との境界が明瞭でないために、

煙出し部の規模ははっきりしない。断面からみて径35clll前後、深さ15cmを 測る。

遺 物 (第 17・ 18図、写真図版42)

カマ ド・床面・埋土から土師器4,461g、 石器 1l g、 板状土製品 1点 (2,3388)が 出土した。大半が

カマ ドから出上している。このうち16～29の 上師器甕、30の板状土製品を掲載 した。

<土師器 >イはなく、甕のみの出土である。器種構成はA類 4点、C・ I類各 3点である。調整技法

は I類が外面ヘラミガキ、内面ヘラナデ調整が施されているのを除くと、外面ハケメもしくはヘラケ

ズリ、内面ヘラナデ調整が施 されている。また、 I類の胎土は他の種類の胎土に比べ緻密で雲母が含

まれている傾向がある。

<板状土製品>カマ ド燃焼部に架構されていたものである。全体的に被熱による摩耗が著しく、調整

技法は不明だがヘラナデ 。指オサエの痕跡が確認できた。断面形状は角の取れた方形状を呈し、粘土

が巻かれている状態が看取される。おそらく、板状の粘上を巻いて棒状に加工したものと推察される。

角はナデで面取 りされている。この板状土製品に類似 した上製品は人戸市酒美平遺跡で出土している。

同遺跡出土例はカマ ド袖の芯材 として使用したようである。また、福島県本宮町高木遺跡では 3本の

粘土紐を束にして、ナデ調整で板状に成形 した板状土製品が出上している。この上製品もカマ ド構築

材 として使用 した可能性が指摘されている。類例は少ないが、本遺跡出土土製品は当初からカマ ド芯

材 (構築部材)にするために製作した可能性が想定される。

s106A・ B堅穴住居跡

A区北、ⅢB2e～ 4eグ リッドに位置する。本遺構の周辺は北東から南西に下る緩斜面を呈して

お り、ここから斜面下はより傾斜が急 となる。検出面はおおよそ標高70。 4～70,7m付近のⅣ層上面で

ある。南東約7.lmに S K70、 南約0.5mに S K61、 南西約4.3mに S K69、 西約1.2mに S D48、 北西

約 0.5mに S K72が 位置する。畑造成時の削平で残存状況は不良である。斜面の崩落で南半部は消失

している。検出当初は 1棟の竪穴住居跡 として精査を開始したが、同床面精査中に壁から0.2～ 1.Om

程内側で周溝プランを検出し、断面観察・炭化材 との切 り合い関係からみて、 2棟の竪穴住居跡が重

複 しているものと判断し、新 しい方をA、 古い方をBと した。 S106A・ B双方の主軸線が同じであ

ることや遺物から見て、Aと Bは時間差があまり無く、Bを廃絶 しA建て替えた可能性も考えられる。

S106A

遺 構 (第 19。 20図 、写真図版 9～ 11)

<位置 。検出状況>上記の通 り。

<重複>S106Bよ り新しい。他の遺構 との重複はない。

<平面形・規模 >斜面の崩落で南半部が消失しているため平面形 。規模ははつきりしない。北東壁は

4.66m遺存、南東壁は3.09m、 北西壁は2.31m残存 していることと貼床の残存状況から、一辺が4.5

―-26-―
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第19図  S106A・ B(1)堅穴住居跡

～ 5m前後。平面形は各辺が中央付近が若干外側に膨 らむ緩い弧状を呈し、住居コーナーが角張らず、

なで肩状を呈するためはっきりしないが、概ね隅丸方形状を呈するものと思われる。検出面からの深

さは最大13clllを測る。

106Aカ マド
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第20図 S106A堅 穴住居跡出土遺物



V 検出遺構と出土遺物

<主軸方向・床面積 >東壁を基準とした主軸方向はN-45° 一E、 床面積は残存部分で13.16ポを測る。

<埋土>埋土は 5層 に細分され、上位は 1層の暗褐色上、下位は 2～ 5層 の黒褐色上を主体とした自

然堆積を呈する。住居北半を中心に多くの炭化材・炭・焼上が出土してお り、状況から見て焼失住居

であると思われる。炭化材は 2・ 4層下位で多く検出され、 3層は炭の層である。 5層 は住居中央か

ら北東にかけて部分的に認められる。 5層は焼土 。炭が混入 し、住居中央付近のみに層の広がりが限

定されている。よつて、 5層 は住居消失時に真っ先に落ちた住居上屋中央付近の部材で、 2～ 4層は

5層 より縁辺部の部材で中央より後の時間帯に焼け落ちた可能性が考えられる。 4層からは土器・礫

が比較的多く出上している。検出した炭化材の樹種は大半がクリ材で、一部ケヤキ (1)、 ナラ(17・ 49)、

コナラ属クヌギ節 (20)、 ハンノキ属 (39)が含まれる。クリ材以外の種類の炭化材は概ね小さな炭化材

のため、上屋の部位 と樹種の対応関係は確認できなかった。また、住居の残存状況が不良のため、炭

化材の配置から上屋材構造まで復元できる情報は得 られなかった。

<壁>概ねⅣ層を壁 としている。床面から鋭角的、もしくは外傾 して立ち上がる。壁高は北東壁 8～

13cm、 南東壁は最大 9 cm、 北西壁は最大12cmを 測る。北東壁は東に、南東・北西壁は南に向かうにつ

れて低くなっていく。

<床 >概ね平坦で、Ⅳ層を掘 り込み、Ⅳ層起源の掲色上が混入 したШ層起源の黒褐色土を貼床 (掘 り

方埋土)に して床面としている。貼床は全面に広がる。標高は70,4～ 70.6mを測る。

<床面施設>各壁際から周溝を検出した。周溝は幅18～ 35cm、 深さ3～ 7 clllを測 り、カマ ドを除く壁

際を全周 している。

<カ マ ド>北西壁中央で検出された。煙道方位はN-45° 一W。 本体部の残存状況は不良で、僅かに

燃焼部焼上が残存している。燃焼部は径42× 38cmの楕円形状を呈する赤褐色焼土が形成されている。

厚さ 3 clllを測 り、下位のⅣ層に漸移的に移行する。煙道都は上半部が削平された上に、斜面の崩落で

煙道南西部が消失し、掘 り込み式か今」り抜き式かは判然としない。長さ1.36mを 測 り、幅は32cm残存

し、燃焼部から下り勾配で煙出し部へ続く。煙出し部は46× 33cmの楕円形を呈し、深さ10cIIlを測る。

遺 物 (第 20図 、写真図版43)

床面・埋土から土師器 1,760g、 石製品425gが 出上した。大半が床面からの出上である。このうち

31～ 33の 土師器不、34～43の 上師器密を掲載 した。

<土師器 >器種構成は不はB・ E・ F類が各 lJ点、甕はB類 2点、E・ F・ H・ I。 」類各 1′点とバ

ラエティに富んでいる。調整技法は外面ヘラケズリ、内面ヘラナデが主体を占める。

S106B

遺 構 (第 19。 21図 、写真図版 12)

<位置・検出状況>上記の通 り。

<重複>S106Aに 切 られている。

<平面形・規模 >斜面の崩落で南半部が消失 し、平面形・規模ははつきりしない。規模は北東壁は

4。 14m遺存、南東壁は1,60m、 北西壁は1.32m残 存 していることと貼床の残存状況から、一辺が4m

前後。平面形は各辺が中央付近が若千外側に膨 らむ緩い弧状を呈し、住居コーナーが角張らず、なで

肩状を呈することから、概ね隅丸方形状。検出面からの深さは最大 7 cmを測る。

<主軸方向・床面積 >東壁を基準とした主軸方向はN-41° 一E、 床面積は残存部分で8.40ピを測る。

<埋土>2層に細分され、黒褐色土を主体とした人為堆積を呈する。

<壁>概ねⅣ層を壁 としている。床面から外傾 して立ち上がる。壁高は北東壁 5～ 7 cm、 南東壁は最
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6 iOY R2/3黒 褐色 しまり有 粘性有 10Y R4/6粒・炭 (S I06A貼床)

7 10Y R2/2黒 褐色 しまりやや有 粘性少 し有 焼土粒・炭含
10Y R4/6粒少量 (S I06A周溝埋上)
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0                      2m
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第21図  S106B堅穴住居跡(2)、 出土遺物

大 4 clll、 北西壁は最大 6 cmを 測る。北東壁は東に、南東・北西壁は南に向かうにつれて低くなる。

<床 >概ね平坦で、Ⅳ層を掘 り込み、Ⅳ層起源の褐色上が混入 したⅢ層起源の暗褐色上を貼床 (掘 り

方埋土)に して床面としている。貼床は住居東部に広がる。標高は70.3～70.5mを測る。

<床面施設 >各壁際から周溝を検出した。周溝は幅18～ 35cIIl、 深さ3～ 7 cIIlを測る。

<カ マ ド>検出されなかつた。

遺 物 (第 21図 、写真図版43)

床面 。埋土から土師器236gが 出上した。このうち44の 上師器不、45。 46の 上師器密を掲載 した。

<土師器 >器種構成は不A類 1点、甕C・ F類各 lヶ点である。不の底部はヘラケズリ調整が施されて

いる。密の外面はヘラケズリ、内面はヘラナデ調整が施されている。

S107堅穴住居跡

遺 構 (第 22図 、写真図版 13)

<位置 。検出状況>A区南、Ⅲ B10c・ d、 ⅣBlc・ ldグ リッドに位置する。本遺構の周辺は畑

造成時の削平で概ね平坦であるが、本来は北東から南西に下る緩斜面を呈していたと思われる。検出

面は標高66.8～67.2mのⅢ層上面である。床面に向かうにつれてⅣ層に移行する。重複する遺構はな
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第22図  S107竪穴住居跡、出土遺物

い。南南西約1.8mに S K81、 北西約1.8mに SKIHが 位置する。畑造成時の削平で全林的に残存状

況は不良で住居の南半分が消失 している。僅かにカマ ドと北 。東壁の一部が残存 していることから竪

穴住居であると判断した。

<平面形・規模 >削平で南半部が消失 しているため、平面形・規模ははっきりしない。規模は北壁は

3.14m、 西壁は3.13m残存 していることと床の残存状況から、一辺が4m前後。平面形は北壁がカマ

ド付近が若干外側に膨 らむ緩い弧状を呈し、住居コーナーが角張っていないためはっきりしないが、

概ね隅丸方形状を呈する。検出面からの深さは最大 9 cmを 測る。

<主軸方向 。床面積 >西壁を基準とした主軸方向はN-1° ―W、 床面積は残存部分で9.Hピ を測る。

<埋土>黒褐色土単層の自然堆積を呈する。カマ ド燃焼焼上の周辺を中心に長さ10～ 20clllの 炭化材の

広がりが若干認められることから、焼失住居の可能性も考えられる。なお、炭化材の樹種は全てクジ

であつた(RCl～ 3)。

<壁 >概ねⅣ層を壁としているが、掘 り込み面がⅢ～Ⅳ層へ移行する漸移層であるために一様でなく、

Ⅲ層を壁 としているところもある。床面から外傾 して立ち上がる。壁高は北壁で最大 9 cm、 西壁では

最大 8 clllを 測る。北壁は東に、西壁は南に向か うにつれて低くなっていく。

<床 >概ね平坦で、Ⅲ・Ⅳ層を掘 り込み床面としている。標高は66.8～67.2mを測る。

<床面施設 >住居中央付近から、地床炉を 1基検出した。地床炉は40× 38cmの精円形状を呈する、厚

さ4 clllの 暗赤褐色焼土が形成されている。

<カマ ド>カ マ ドは北壁中央で検出した。煙道方位はN-1° ―W。 本体部の残存状況は不良で、僅

かに燃焼部焼上が残存するのみである。燃焼部には49× 46cIIlの楕円形状を呈する赤褐色焼上が形成さ

れている。厚 さ7 cmを 沢Jり 、下位のⅣ層に漸移的に移行する。煙道部は畑造成時の削平の影響が著 し

判Ｏ
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く、僅かに煙出し部が残存するのみである。そのため、煙道部は掘 り込み式か李Jり 抜き式かは判然 と

しない。煙出し部は燃焼部焼土から北に約1.02mに位置する。52× 40clllの精円形を呈し、深さ10cmを

浪Jる。

遺 物 (第22図、写真図版43)

床面・埋土から縄文土器 119g、 土師器189g出 上した。縄文土器は全て埋土上位からの出上である。

土師器は床面・埋土から半数ずつ出上している。このうち47の土師器甕を掲載 した。

S l10竪穴住居跡

遺 構 (第 23図、写真図版 13)

<位置・検出状況>A区南、ⅣB3dグ リッドに位置する。本遺構の周辺は畑造成時の削平で概ね平

坦であるが、本来は北東から南西に下る緩斜面を呈していたと思われる。検出面は標高66.Om前後の

Ⅲ層上面である。重複する遺構はない。西南西約1.4mに S K82、 北北西約1.3mに S K80が 位置する。

検出当初は溝跡の可能性も考え精査を開始 したが、形状・埋上の状況がカマ ド煙道部の状況に類似 し

ていることから、竪穴住居跡のカマ ド煙道部であると判断した。東側の林道松山前線 (調査区外)に住

居本体があつたものと思われる。

<平面形・規模 >調査区外にあるため不明 (以下不明と略)。 <主軸方向・床面積 >不明。<埋土>不

明。<壁 >不明。<床 >不明。<床面施設 >不明。

<カマ ド>煙道方位はW一 〇
°

一N。 本体部の残存状況は不明である。煙道部は上半部が削平されて

いることと本体部が調査区外にあるために、掘 り込み式か今Jり 抜き式かは判然 としない。残存部分で

長 さ56cIIl、 幅26cmを測 り、下り勾配で煙出し部へ続いている。煙出し部は42× 54clllの精円形を呈 し、

深 さ39cIIlを測る。

遺 物

埋土から土師器21gが出土した。

A    F66 700m        ズ

S110
1 10Y R2/3黒 褐色 しま り有 粘性少 し有

10Y R5/6・ 炭・焼土少量

0                 1m
l―

―――――――――――Ⅲ……………………………1 (1/40)

B
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第23図  S110竪穴住居跡



V 検出遺構と出土遺物

(2)炉 跡

S N01炉跡

遺 構 (第 24図、写真図版 14)

<位置・検出状況>B区中央、ⅣBljグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北西から南東に下る緩

斜面を呈する。平成 15年 に県教委生涯学習文化課が行つた試掘調査のTlト レンチで検出した土坑で

ある可能性が高い。検出面は標高69.0～ 69.lmのⅣ層上面である。重複する遺構はない。北約5.5m

に S K27、 東約10.lmに S104、 南西約 5mに S102、 西約4.2mに S K86、 北西約5.5mに S K28が

位置する。

<平面形 。規模 >開 口部は東西約 1,24m、 南北方向1.00mの 楕円形状を呈する。深さ12cmを測る。壁

は外傾 している。底部は東西方向1.14m、 南北方向0。 84mを測る。

<埋土>黒褐色土を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>Ⅳ層面を掘 り込み底面としている。中央付近に径56× 45cmの 精円形状を呈する赤褐色焼上が

形成されている。厚 さは 6 cmを測 り、下位のⅣ層に漸移的に移行する。標高は69.Om前後を測る。

遺 物 (第 24図 、写真図版43)

検出面・埋土から土師器 144gが 出土した。このうち48,49の 上師器不 と50～ 52の上師器甕を掲載

した。

<土師器 >器種構成は郷はC・ F類各 1点、甕は 3点出土しているが胴・底部破片のみで分類不能で

ある。イは外面がヘラナデ調整が施されている。甕は50の胴部破片は外面ハケメ調整、51・ 52は 内外

面ヘラナデ調整が施されている。

1 10Y R2/8黒 褐色 しまり有 粘性少 し有
焼土・炭含 10Y R5/6少量

1 2 5YR4/6赤褐色焼土

0                 1m
~~            (1/40)

0                               10cm

(1/3)

５０

捌

第24図  S N01炉 跡、出土遺物
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3 近世の遺構

3近 世 の 遺 構

(1)墓   墳

B区中央、ⅢC9d・ 10c・ 10dグ リッドを中心に18基検出した。この区域は地目が墓地となって

いた。元地権者の山田氏に伺ったところ、江戸時代から明治初期頃の山田家の墓地があったとのこと

だつた。今回の調査に先立ち、墓標等で地表面から認識できる墓に関しては移転を行ったが、場所が

分からず移転できなかった墓もあるとのことだった。

墓噴の周辺は北から南に下る緩斜面を呈するが、畑造成時の削平で斜面下方は崖状を呈している。

S K29・ 49墓境

検出当初は単独の墓墳であると判断し精査を開始したが、S K29の東壁部分を精査中に遺構のプラ

ンを確認した。周辺を再検出したところ、地山に類似した埋上をもつ墓墳(S K49)を 検出した。問題

は新旧関係であるが、 S K29の 東壁付近を精査中にS K49の埋上を確認 していないことから、 S K29

は S K49よ り新 しいと思われる。

S K29墓境

遺 構 (第27図 、写真図版 15)

<位置 。検出状況>B区中央、ⅢC10cグ リンドに位置する。検出面は標高67.2～67.5mのⅣ層上面

である。北東約 2mに S K47、 東北東約2.6mに S K48D、 東南東約 3mに S K48A、 西約 0。 8mに S

104・ S K36が位置する。

<重複関係 >S K49を 切つている。

<平面形・規模 >開 口部径 1.30× 0.96mの楕円形状を呈する。深さ1,04mを 測る。底部径0.90× 0,80

mを測る。

<壁 >上位が崩落の影響で外反 しているが、概ね鉛直気味に立ち上がる。Ⅳ層を壁 としている。

<埋土>黒褐色上を主体とした単層の人為堆積を呈す。上位に 7～26cmの礫を含む。

<底面>概ね平坦であるが、中央付近が周辺より4 clll程 低くなり、北側では若干段差をもつ。棺桶の

据え方が反映されたのだろうか ?。 Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は66.5m付近である。

遺 物 (第27図 、写真図版44)

<出土状況>底面から寛永通費 6枚 と頭蓋骨の一部が出土した。寛永通費は頭蓋骨の下から重なって

出土した。このうち53～ 58の寛永通費を掲載 した。

<寛永通費 >右表の通 り。

<人骨 >頭蓋骨の一部 (頭頂部 ?)であると思われる。

古寛永 文 銭 新寛永

3 2 1

S K49墓墳

遺 構 (第 27図 、写真図版 15)

<位置 。検出状況>B区中央、Ⅲ C10dグ リンドに位置する。検出面は標高67.2～ 67.4mのⅣ層上面

である。北東約0.8mに S K47、 東約1.4mに S K48D、 東南東約 2mに S K48Aが位置する。

<重複関係 >S K29に 切 られている。

<平面形・規模 >西側をS K29に切 られているためはっきりしない。開口部は長軸1.18m残存、短軸

1.04m遺存 していることから、径 1.4× 1.2mの精円形状を呈すると思われる。深さ46cmを測る。

―-36-―
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V 検出遺構と出土遺物

C

1 10Y R2/2黒 褐色 しま り有 粘性無 10YR5/6ブ ロンク含

φ10～20cm前後の礫を上位に含

S K49

8      L=67 700m                   Bイ

C     L=67600m C

10Y R2/2黒褐色 しま り有 粘性無 10Y R5/6ブ ロック含
ゅ7～ 26cm前後の礫を上位 に含

0                  1m

(1/40)

0                     50cm

~~            (1/20)

第27図  S K29・ 49墓壌、出土遺物

<壁 >底面から外傾 して立ち上がる。底部は長軸0。 94m残存、短軸0。 92m遺存。Ⅳ層を壁 としている。

<埋土>黒褐色上を主体とした単層の人為堆積を呈し、上位に10～ 20clll前 後の礫を少量含む。

<底面>南壁に向か うにつれて緩やかに下 り、比高差 8 cmを 測る。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。

標高は67.Om付近である。

遺 物

出土 しなかった。

―-37-―



3 近世の遺構

S K37墓嬢

遺 構 (第 28図、写真図版 16)

<位置・検出状況>B区中央、ШC9eグ リッドに位置する。検出面は標高67.3～ 67.4mの Ⅲ～Ⅳ層

にかけての漸移層で、底面に向かうにつれてⅣ層に移行する。西南西約0.2mに S K38、 西約0.7mに

S K39が位置する。重複する遺構はない。

<平面形・規模 >南東側が斜面の崩落で消失 しはつきりしない。開口部は長軸77clll遺 存、短軸 48clll残

存 していることから、長軸80cIIl前 後、短軸60cm前後の楕円形状を呈していたと思われる。深 さ14cmを

浪Jる。底部は長軸67cm遺存、短軸41clll残 存 している。

<壁>底面から外傾 して立ち上がる。上位はⅢ層からⅣ層の漸移層、下位はⅣ層を壁 としている。

<埋土>暗褐色上を主体とした単層の人為堆積を呈し、礫を少量含む。また、人骨細片と灰が多く含

まれている。

<底面>南壁に向かうにつれて若干上る。比高差は最大 6 cmを 測る。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。

標高は67.3m前後である。

遺 物 (第 28図、写真図版44)

<出土状況 >埋土から陶磁器片 4g、 寛永通費 8枚、金属製品 (鋏 )66g、 人骨片が出上 した。 このう

ち59の鋏 と差 し状に出土した60～ 64の寛永通費を掲載 した。

<寛永通賓>右表の通 り。

<鋏 >59は長 さ14.4cIIl、 幅2.lclll、 厚さ最大 311111、 重 さ65,78gを測る。

<人骨>形状から四肢骨の一部と思われる骨 2本、部位不明の骨と細片を検出した。前者は長 さ12cm、

幅1.5～ 3.3cmを 測る。後者は図化可能な骨は示 したが、細片は範囲のみを示した。

まとめ

本遺構は埋上に灰 と被熱 した骨片・寛永通費が含まれることから、火葬もしくは再葬の可能性もあ

ると思われる。

0    微細図    50m
トーーーーーーーーーーー十一――――――――――→ (1/20)
O    全体図     lm

(1/40)

第28図  S K37墓墳、出土遺物

S K38墓境

遺 構 (第 29図 、写真図版 16)

<位置 。検出状況>B区中央、ⅢC9eグ リッドに位置する。検出面は標高67.3～67.4mのⅢ層から

Ⅳ層にかけての漸移層で、底面に向か うにつれてⅣ層に移行する。東北東約0.2mに S K37、 西南西

約0.8mに S K40Bが位置する。

古寛永 新寛永 不 明

1

汁

生

汁

逍

　

６７ ６００ｍ

生

轟

生

鮪
鵜
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V 検出遺構と出土遺物

<重複関係 >S K39を切 り、 S K45に切 られる。

<平面形・規模 >南側をS K45に切 られ、はつきりしない。開口部は長軸70cm遺存、短軸38cm残存 し

ていることから、長軸70cm前後の精円形状を呈 していたと思われる。深さ10cmを 測る。底部は長軸60

cIIl遺存、短軸33clll残 存 している。

<壁>底面から外傾 して立ち上がる。上位はⅢ層からⅣ層の漸移層、下位はⅣ層を壁 としている。

<埋土>暗褐色土を主体とした単層の人為堆積を呈し、礫を少量含む。また、人骨細片と灰が比較的

多く含まれる。

<底面>中央が若干窪むが、概ね平坦である。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高67.3m付近を測

る。

遺 物 (写真図版44)

<出土状況 >埋土から土師器片 9g、 鉄釘31g、 ガラス20g、 人骨が出土した。このうち65・ 66の釘

2ザ点を掲載 した。

<釘 >65は長さ 9 cm、 釘頭 1.2× 0。 5cmの長方形、断面形は0.5× 0.4cmの方形を呈している。66は長 さ

9.2clll、 釘頭 1,0× 0.5cmの長方形、断面形は0.5× 0.4clllの方形を呈 している。

<人骨>部位不明の骨 と細片を検出した。図化可能な骨は示 したが、細片は範囲のみを示 した。

A    L=67 600m     N

第29図  S K38墓 境

部は長軸84cm、 短軸83cm残存 していることから、長軸85cm以 上の楕円形状を呈していたと思われる。

深さ21cmを測る。底部は長軸72clll、 短軸51cm残存 している。

<壁>底面から外傾 して立ち上がる。上位はⅢ～Ⅳ層の漸移層、下位はⅣ層を壁 としている。

<埋土>暗褐色上を主体とした単層の人為堆積を呈し、礫を少量含む。また、人骨細片と灰が多く含

まれる。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は67.4m付近である。

遺 物 (写真図版44)

<出土状況>埋土から寛永通費15枚、鉄釘 2g、 人骨が出土 した。このうち67～ 81の寛永通費と82の

鉄釘を掲載 した。

<寛永通費>右表の通 り。

<釘 >82は長さ 4 cIIl、 釘頭0.75× 0.4cIIlの長方形、

型 綸 黎 N

S K39墓境

遺 構 (第 30図、写真図版 16)

<位置 。検出状況>B区中央、ⅢC
9eグ リッドに位置する。検出面は

標高67.4～ 67.6mのⅢ～Ⅳ層にかけ

ての漸移層で、底面に向か うにつれ

てⅣ層に移行する。東北東約0.2m

に S K37、 南西約 0。 9mに S K43、

南南西約1.lmに S K41が位置する。

<重複関係 >S K38・ 40A。 40B・

45に切 られている。

<平面形・規模 >上記の遺構に切 ら

れているためはっきりしない。開口

古寛永 新寛永 不 明

1

O    微細図    50cn

― ―

            (1/20)

0    全体図     lm

― ―

            (1/40)

断面形は0。 3XO.3cmの 方形 を呈 している。
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キ

0                       50cm

(1/20)

第30図  S K39墓墳、出土遺物

<人骨 >部位不明の骨と細片を検出した。図化可能な骨は示 したが、細片は範囲のみを示 した。

まとめ

本遺構は埋上に灰 と被熱 した骨片・寛永通費が含まれていることから、現時点では火葬 もしくは再

葬の可能性もあると思われる。

S K40A

遺 構 (第 31図 、写真図版 16)

<位置 。検出状況>B区中央、ⅢC9eグ リンドに位置する。検出面は標高67.5～ 67.6mの Ⅲ～Ⅳ層

にかけての漸移層で、底面に向か うにつれてⅣ層に移行する。検出時から長 さ約 70clll、 幅約50clll、 厚

さ10cm前後の礫が露出していた。南東約0.3mに S K45、 南約0.8mに S K41、 南西約0.2mに S K43

が位置する。野外調査時には単独の遺構 として精査を開始 したが、室内整理段階で 2つの遺構が重複

していることを確認 したので、新 しい方をA、 古い方をBと した。



V 検出遺構と出土遺物

<重複関係 >S K40Bを切つている。

<平面形・規模 >断面観察等の状況から見て開日部径1.4mの楕円形状を呈すると思われる。深 さ28

cIIlを測る。底部径1.13mを 測る。

<壁 >底面から外傾 して立ち上がる。Ⅲ～Ⅳ層の漸移層を壁 としている。

<埋土>2層に細分 した。 2はⅢ層起源の暗褐色上である。骨片を多く含み、 3～ 20clllの礫も含む。

1はⅢ層起源の黒褐色上である。上位を中心に10～ 50cmの礫を含む。

<底面>南壁に向かうにつれて若千下る。比高差は最大14clllを測る。Ⅲ～Ⅳ層の漸移層を掘 り込み底

面としている。標高は67.3～67.4m付近である。

遺 物 (第 31図 、写真図版44)

S K40Bに一括記載。

S K40B

遺 構 (第 31図 、写真図版 16)

<位置・検出状況>S K40Aと 同じ。

<重複関係 >S K40Aに 切られている。

<平面形 。規模 >開 口部径64× 48clll楕 円形状を呈する。深さ20cmを測る。底部径48× 28cIIlを 測る。

<壁 >底面から外傾 して立ち上がる。上位はⅢ～Ⅳ層の漸移層、下位はⅣ層を壁 としている。

<埋土>3はⅢ層起源の暗褐色土である。骨片を多く含む。

<底面 >凹凸である。また、南壁に向かうにつれて若干下る。比高差は最大 5 clllを測る。Ⅳ層を掘 り

毀 東 Im

動
」型

0                1m
~~    (1/40)

0            50cln
「―――――――――――キーーーーーーーーーーー→(1/20)

S K40A
l 10Y R3/2黒 褐色 しまり有 粘性少し有 上位中心にゅ10～ 50cmの 礫少量
2 10Y R3/4暗 褐色 しまりやや有 粘性少 し有 骨片多く合、ゅ3～ 20cmの 礫合
S K40B
3 10Y R3/3暗 褐色 しまりやや有 粘性少し有 骨片多く含

S K40墓竣、出土遺物

0        83・ 34         5 cm

トーーーーーーーーーーーキーーーーーーーーーーーJ (1/2)

第31図
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込み底面 としている。標高は67.2～ 67.3m付近である。

遺 物 (第 31図 、写真図版44)

<出土状況>埋土から寛永通費 3枚、金属製品 (毛抜・鋏・釘)77,71gが 出上した。このうち83の鋏、

84の 毛抜、85～ 87の 寛永通費と88～ 91の鉄釘を掲載 した。

<鋏 >83は長さ15.OcIIl、 幅2.4clll、 厚さ 211111、 重さ30.57gを 測る。「盛町 ?」 と刻まれている。

<毛抜 >84は長さ8.2cm、 幅7.5cm、 厚さ1,25111111、 重さH.99gを測る。

<寛永通費>右表の通 り。

<釘 >88は長さ 5 cIIl、 釘頭0.9× 0.5clllの 長方形、断面形は0.4× 0.4cmの方形を呈している。89は長さ

4.9cm、 釘頭0。 9× 0.45cmの長方形、断面形は0.4× 0.3cmの方形を呈している。90は長さ4.8cm、 釘頭0.

8× 0.4cmの長方形、断面形は0.4× 0。 4cmの方形を呈している。91は長さ4.9c皿、釘頭0.8× 0。 5cmの長

方形、断面形は0.6× 0.4cmの方形を呈している。

<人骨 >部位不明の骨と細片を検出した。図化可能な骨は示 したが、細片は範囲のみを示 した。

まとめ

本遺構は埋土中に灰 と被熱 した骨片・寛永通費が含まれていることから、現時点では火葬もしくは

再葬の可能性もあると思われる。

S K41墓墳

遺 構 (第 32図 、写真図版 16)

<位置・検出状況>B区中央、Ⅲ C10eグ リンドに位置する。検出面は標高67.2～67.3mのⅣ層上面

である。北約0.6mに S K40A・ B、 北北東約0.5mに S K45、 北西約0.5mに S K43が 位置する。

<重複関係 >S K50に 切 られている。重複はしないが南西約0.2mに S K42が 近接する。

<平面形・規模 >開 口部0。 98× 0。 93mの隅九方形を呈する。深さ90cmを測る(底面標高66.3m付近)。

底部0,79 X O.76mを 測る。

<壁>底面から鉛直に立ち上がる。Ⅳ層を壁としている。北壁中位では約40cm程の礫が露出している。

<埋土>8層に細分 した。15,16層 はⅣ層起源の褐色上を主体とした掘 り方埋上である。16層は 1～

10cmの礫を含んでいる。14層は棺桶の天丼が崩落し、上方から流入 したⅣ層起源のにぶい黄褐色上で

ある。 9～ 13層は棺桶が崩落した際に流入 した掘 り方埋土起源のにぶい黄掲色系土である。なお、遺

物の大半と人骨が14層下位から出上している。 15。 16層が崩落を免れた堀片埋土である点を勘案する

と、14層の範囲は棺桶の形状 。規模を反映されたものと思われる。状況から、棺桶は長さ50cm前後で

あると思われる。

<底面>概み平坦である。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。

遺 物 (第33,34図、写真図版45。 46)

<出土状況>埋土から寛永通賓94枚、金属製品 (煙管・釘)159g、 木製品 (棺材)33gと 人骨が出土し

た。大半が14層下位から出土している。このうち92の煙管雁首、93～ 162の寛永通費、163～ 165の鉄

釘、166・ 167の棺材を掲載 した。

<煙管雁首>92は長さ4.15cm、 火皿径2.15cm、 身径0.9～ 1.lclllを 測る。火皿の大きさの割には油返し

の湾由は緩やかである。

<寛永通費>右表の通り。

古寛永 文銭 新寛永 21波 H波 鉄銭

6 2 3

<釘 >163は長さ3.7cm、 釘頭0.6× 0.4cmの長方形、断面形は0.5× 0.3cIIlの長方形を呈している。 164

は錆や棺材の一部と思われる木質が付着しているために詳細は不明である。長さは4.4cmを沢Jる 。 165

―-42-―
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0                 1m

― ―

             (1/40)

S K41
1 10Y R3/3暗 褐色 しまり有 粘性無 IOYR5/6粒 含 (人為堆積)

2 10Y R4/4褐 色 しまり有 粘性やや有 10YR5/6粒 含 10Y R3/3含 (人為堆積)

3 10Y R4/4褐 色 しまり有 粘性やや有 10Y R5/6粒含 10Y R3/3混入 (人為堆積)

S K50
4 10Y R3/2黒 褐色 しまりやや有 粘性少 し有 φ3～ 15cmの礫少量含

10Y R4/6を ブロック状に少量含 骨4fH片 を含
S K42
5 10Y R3/2黒 褐色 しまり有 粘性少し有 iOY R5/6粒 含 φ6～ 10cmの 礫少量含
6 10Y R4/3に ぶい黄褐色 しまり少 し有 粘性無 10Y R5/6粒 含 φ3～6cmの 礫少量
7 10Y R4/3に ぶい黄褐色 しまり少し有 粘性無 10Y R5/6少 量含 骨を含
8 10YR4/3にぶい黄褐色 しまり少し有 粘性無 10Y R5/6粒 含

第32図  S K41

0            50tun

― ―

            (1/20)

S K41
9 10Y R5/6黄 褐色 しまり有 粘性有 ol～ 3cmの礫含
10 10Y R4/3に ぶい黄褐色 しまり少 し有 粘性有 10Y R5/6粒含
11 10Y R4/4褐 色 しまり有 粘性やや有 10Y R5/6粒含 10Y R3/3混入
12 10Y R4/2灰 黄褐色 しまり。粘性無 炭少量
13 10Y R4/4掲 色 しまり有 粘性やや有 10Y R5/6粒含 10YR3/3混 入
14 10Y R4/3に ぶい黄褐色 しまり・粘性無
15 10Y R4/4褐 色 しまり・粘性無 IOY R5/6粒 含
16 10Y R5/4に ぶい黄褐色 しまり・粘性有 φl～3cmの 礫含

・42・ 50墓墳 (1)

は長さ3.2clll、 釘頭0.8× 0.6clllの長方形、断面形は0.6× 0.3cmの長方形を呈している。

<棺材 >166は長さ7.54cm、 幅 6 clll、 厚 さ0.65cm、 167は長さ7.56clll、 幅4.81clll、 厚 さ2.lclllの板状を

呈している。 ともに墓墳中央の底面直上から出上した。出上位置から棺桶の底板であると思われる。

また、両者 とも202と 類似 しているので、樹種はスギである可能性が高い。

<人骨>頭蓋骨の一部と四肢骨、部位不明の骨が出上した。頭蓋骨は後頭部から頸部が残存 し、頸部

S K41①
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3 近世の遺構

0       92      5cR
(1/2)
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第33図  S K41墓境出土遺物 (1)



V 検出遺構 と出土遺物

第34図  S K41墓境出土遺物 (2)



3 近世の遺構

には歯がついていた。四肢骨としたものは長 さ23cm、 幅 3 cm、 厚さ2.lcmを測る。

まとめ

本遺構は骨の出土状況から被葬者は座葬、棺桶は埋上の堆積状況から長さ50cIIl程の座棺であつたと

思われる。

S K42墓墳

遺 構 (第 32・ 35図 、写真図版 17)

<位置・検出状況>B区中央、Ⅲ C10dグ リンドに位置する。検出面は標高66.8～ 67.OmのⅣ層上面

である。検出時に長さ46cm、 幅34clll、 厚 さ10cmを 測る扁平な石が墓墳のプラン中央付近で出上した。

北約 lmに S K43、 西約0.5mに S K48Cが 位置する。

<重複関係 >S K48Eを 切 り、 S K50に 切 られている。重複はしていないが北東約0.2mに S K41が

近接する。

<平面形・規模 >開 口部0,94× 0。 92mの 隅丸方形状を呈する。深さ50cmを測る。底部0,77× 0.61mを

測る。

<壁 >底面からやや外傾 して立ち上がる。Ⅳ層を壁 としている。

<埋土>4層に細分した。 8層はⅣ層起源のにぶい黄褐色土を主体とした掘 り方埋上である。 7層は

棺桶の天丼が崩落し、上方から流入 したⅣ層起源のにぶい黄褐色上である。 5。 6層は棺桶が崩落 し

た際に流入 した掘 り方埋土起源のにぶい黄褐色系上である。遺物の大半と人骨が 7層下位から出土し

0                     50cm

(1/20)

∽
馳‐

○

‐６８
0       168・ 169      5 cm

― ―

            (1/2)

第35図  S K42墓 境 (2)、 出土遺物
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V 検出遺構と出土遺物

ている。また、遺物・骨の上位には径33× 24clllの 円礫が出上した。これは出土状況から見て棺桶の崩

落時に人骨・埋土上に崩れ落ちた蓋石と思われる。他の墓境の状況を勘案すると、 7層の範囲は棺桶

の形状・規模が反映されたものと思われる。棺桶は長さ50cm前後の方形を呈していたと推浪1さ れる。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は66.4m前後を涙1る 。

遺 物 (第 35図 、写真図版46)

<出土状況>埋土から土師器 10g、 陶磁器 7g、 寛永通費38枚、金属製品 (煙管)106g、 木製品 (棺材)

2gと 人骨が出上した。遺物の大半は 7層下位から出上した。このうち168の煙管雁首、169の煙管吸

口、170～ 178の寛永通費、179の棺材を掲載 した。

<煙管雁首>168は長さ 3 cIIl、 火皿径 1.l clll、 身径0.8～ 0.9cIIlを測る。火皿が小さく油返しの湾曲は緩

やかである。また、羅宇との接続部が大くなつている。

<煙管吸口>169は長さ4.4cm、 身径0.5～ 1.25cmを 測る。羅宇が一部残存 している。日付が玉状に膨らむ。

<寛永通費>右表の通り。

<棺材 >179は長さ2.56cm、 幅2.67cIIl、 厚さ0.20cmの板状を呈している。

墓墳中央の底面直上から出上した。出上位置から棺桶の底板であると思われる。202と 類似 している

ので、樹種はスギである可能性が高い。

<人骨 >前述の円藤に押しつぶされた状態で検出されたが、頭蓋骨・四肢骨の残存状況は良好である。

それぞれの位置関係は左大腿骨と左上腕骨は頭蓋骨北側でバラバラに検出された。 しかし、右大腿骨

と右上腕骨は上から頭蓋骨、上腕骨、大腿骨の順に重なり、右大腿骨は頭蓋骨の長軸に対して直角に、

右上腕骨は斜め45度に検出され、埋葬姿勢をある程度復元できると思われる。可能性 として座葬が一

番高いと思われる。

まとめ

本遺構は骨の出土状況から被葬者は座葬の可能性が高い。棺桶は埋上の堆積状況から長 さ50cIII前後

の座棺であると推測される。

S K43墓嬢

遺 構 (第 36図 、写真図版 17・ 18)

瓢

S K43
1 10YR3/2黒 褐色 しまり有 粘性少 し有

骨細片を少量含
2 10Y R3/4暗 褐色 しまりやや有 粘性少 し有

骨片 (細片)を多く含

0                 1m
(1/40)

第36図 S K43墓 墳

古寛永 新寛永 鉄 銭

1

0            50cm
トーーーーーーーーーーーー十一―――――――――――→ (1/20)

L=67900m
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3 近世の遺構

<位置・検出状況>B区中央、ⅢC9eグ リンドに位置する。検出面は標高67.5～67.6mのⅣ層上面

である。北東約0.2mに S K40A・ B、 東北東約0.8mに S K45、 南東約0.6mに S K41、 南南東約0,7

mに S K50、 南約 lmに S K42、 南南西約1.lmに S K48Cが位置する。重複する遺構はない。

<平面形・規模 >北側を攪乱、南側を斜面の崩落で消失し、はつきりしない。開口部は長軸77cm残存、

短軸77clll遺存していることから、長軸80cIIl前後の精円形状を呈していたと思われる。深さ19clllを 測る。

底部は長軸60cIIl残存、短軸50cm遺存 している。

<壁>概ね底面から外傾 しているが、西壁は鉛直気味に立ち上がる。Ⅳ層を壁としている。

<埋土>2層に細分 した。 2層は骨を多く含む暗褐色上である。 1層は骨を少量含む黒褐色土である。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は67.4m付近である。

遺 物 (写真図版47)

<出土状況>埋土から鉄釘27gと 人骨が出土した。このうち180。 181の鉄釘を掲載 した。

<釘 >180は長さ7.3cIIl、 釘頭 1.2× 0,7cmの長方形、断面形は0.5× 0.5cmの 方形を呈している。181は

長さ7.2cIIl、 釘頭 1.3× 0.65cmの 長方形、断面形は0.5× 0。 45clllの 長方形を呈している。いずれも「く

の字」状に折れ曲がっている。

<人骨 >部位不明の骨と細片を検出した。図化可能な骨は示 したが、細片は範囲のみを示 した。

S K45墓境

遺 構 (第 37図 、写真図版 18)

<位置 。検出状況>B区中央、ⅢC9eグ リッドに位置する。検出面は標高67.2～67.5mのⅣ層上面

である。検出時から長さ64clll、 幅62cm、 厚さ14clllを測る扁平な石が露頭 していた。南南西約0.5mに

S K41、 西南西約0.8mに S K43、 西北西約0,3mに S K40Bが位置する。

<重複関係 >北側でS K38。 39と 重複関係にあり、両者を切つている。

<平面形・規模 >開 口部1.00× 0.98mの隅丸方形を呈する。深さ80cmを沢1る 。底部0.66× 0.63mを測

る。

<壁 >概ね底面から外傾 しているが、西壁は鉛直気味に立ち上がる。Ⅳ層を壁 としている。

<埋土>3層に細分 した。 2・ 3層 はⅣ層起源の褐色土にⅢ層起源の暗褐色上が混入 した掘 り方埋土

である。また、 2層は 1層 との層界を中心に 3～ 10cmの礫を含んでいる。 1層は棺桶の天丼が崩落し、

上方から流入 したⅢ層起源の暗褐色上である。なお、遺物の大半と人骨が 1層下位から出土している。

2・ 3層 の崩落が微弱な点を勘案すると、 1層の範囲は棺桶の形状・規模が反映されたものと思われ

る。よつて、棺桶は長さ60cm前後の方形を呈していた可能性が想定される。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層を掘 りこみ底面としている。標高は66.7～66.8m前後を測る。

遺 物 (第 37図 、写真図版46)

<出土状況>埋土から土師器47g、 石器 15g、 寛永通費20枚、木製品29gと 人骨が出上した。遺物の

大半は 1層下位から出土している。このうち182～ 201の寛永通賓、202の棺材 1点 を掲載 した。

<寛永通費>右表の通 り。
古寛永 新寛永 鉄一文 鉄 銭 不 明

3 9 2 1 5

<棺材 >202は長さ9。 9cm、 幅4.5clll、 厚さ0,9cmの板状を呈している。底面直上から出上している。出

土位置から棺桶の底板であると思われる。樹種同定の結果、スギであることが判明した (Ⅵ 3参照)。

<人骨 >頭蓋骨の一部と部位不明の骨片が出上した。

まとめ

本遺構は墓域北側から密集 して検出された墓墳の中で一番新 しい。そのため、他の墓墳と比べて墓
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S K45
1 10Y R3/4暗 褐色 しまり有 粘性無

上位を中心にとOYR5/6粒を多く含
最上位には o10～60cmの礫が置かれている

2 10Y R4/6掲 色 しまりやや有 粘性少 し有
10Y R5/6粒少量 φ3～ 10cmの 礫含

3 10YR3/4暗 褐色 しまりやや有 粘性少 し有
IOYR4/6YFL入

0                1m
~~             (1/40)

V 検出遺構と出土遺物

0            50cm

― ―

            (1/20)

182～ 196原寸

第37図 S K45墓境、出土遺物

墳本体の残存状況は良好で、墓墳の形状・規模をおおよそ把握することができた。棺桶は遺物出土状

況と断面観察から、長さ60cm前後の座棺の可能性が想定される。被葬者の埋葬姿勢は人骨の残存状況

が不良のため不明である。

S K47!墓 墳

遺 構 (第 38図 、写真図版 19)

<位置 。検出状況>B区中央、Ⅲ C10dグ ジンドに位置する。検出面は標高67.4～ 67.6mのⅣ層上面

である。東約0.5mに S K48C、 南東約0.9mに S K48B、 南西約0.8mに S K49が位置する。

<重複関係 >S K48Dを 切つている。



3 近世の遺構
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S K47
1 10Y R3/4暗 褐色 しまり有 粘性無 骨片に多く含
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第38図  S K47墓 境、出土遺物

<平面形・規模 >開 口部径83× 75cIIlの 円形状を呈する。深さ30cmを測る。底部径62× 56clllを測る。

<壁 >底面から外傾 して立ち上がる。Ⅳ層を壁 としている。

<埋土>Ⅲ層起源の暗褐色上を主体とした人為堆積を呈する。骨片を多く含んでいる。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は67.3m付近である。

遺 物 (第 38図 、写真図版47)

<出土状況>埋土から金属製品 (煙管 2点)7gが出上した。このうち203・ 204の煙管吸口を掲載 した。

<煙管攻口>203は長さ6.3clll、 身径0.5～ 1.lcIIlを 測る。表面の剥落が著 しい。204は長さ3.3c皿、身径

1.lclllを 測る。羅宇の一部が残存 している。

<人骨>部位不明の骨と細片を検出した。図化できなかった細片の範囲を図示 した。

S K48A墓墳

遺 構 (第 39図 、写真図版 19)

<位置 。検出状況>B区中央、Ⅲ C10dグ リッドに位置する。検出面は標高66.9～ 67.2mのⅣ層上面

である。長さ80cm、 幅50cm、 厚 さ48cIIIを 測る石が、検出時に墓墳のプラン中央付近で検出した。この

石は当初 S K48Bに伴 うものと考えていたが、断面観察時にS K48Bを切る本遺構を認識 した。 しか

し、周辺の撹乱で大半が消失 してお り、僅かに北東壁の一部が残存 していたのを確認 した。西北西約

A        L‐ 67 000m          A

B L=67 200m         B

0                 1m
トーーーーーーーーーーーキーーーーーーーーーーー→ (1/40)

S K48A・ B墓壊 (1)、 出土遺物

S K48A
l 10YR3/3暗褐色 しま り有 粘性少 し有

ol～ 3 cllの 礫 10YR5/6粒少量 炭 ,骨微量

①逐
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2mに S K49、 北西約 lmに S K47が位置する。

<重複関係 >S K48B・ Eを切つている。

<平面形・規模 >攪乱の影響で遺構の大半を消失 しているためはつきりしない。開口部は長軸90cIIl、

短軸10cm残存 していることから、長軸90cm以 上であったと思われる。深 さ20cmを測る。

208～ 235原 寸

V 検出遺構と出土遺物

第40図  S K48B墓城、出土遺物
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3 近世の遺構

底部は長軸48cIIl、 短軸10cm残存 している。

<壁>底面からやや外傾 して立ち上がる。Ⅳ層 と他遺構の埋土を掘 り込み壁 としている。

<埋土>Ⅲ層起源の暗褐色土を主体 とした人為堆積を呈する。骨片を含む。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層 とS K48Bの 埋上を掘 り込み底面としている。標高は66.9mを測る。

遺 物 (第 39図 、写真図版47)

<出土状況>埋土から寛永通費 1枚 (205)が 出上し、掲載 した。

<寛永通費>205は新寛永通費である。

S K48B墓 壊

遺 構 (第 39,40図、写真図版 19)

<位置 。検出状況>B区中央、Ⅲ C10dグ リンドに位置する。検出面は標高66.9～67.2mのⅣ層上面

である。西北西約 2mに S K49、 北西約 lmに S K47が 位置する。

<重複関係 >S K48Dを 切 り、 S K48Aに 切 られている。

<平面形・規模 >開 口部径 1.23× 0.85mの不整な楕円形状を呈する。深 さ32cIIlを 沢1る 。底部径0,88×

0.59mを測る。

<壁>東壁は鉛直気味に、それ以外は底面から外傾 して立ち上がる。

<埋土>Ⅲ層起源の暗褐色土を主体とした人為堆積を呈する。

<底面>北側から南側にかけて緩やかに傾斜 している。比高差10cmを測る。Ⅳ層を掘 り込み底面とし

ている。標高は66.8m付近である。

遺 物 (第40図 、写真図版47)

<出土状況>埋土から寛永通費30枚が出上した。

<寛永通費>右表の通 り。

このうち206～235の寛永通費を掲載 した。

S K48C墓 境

遺 構 (第 41図 、写真図版 19)

<位置・検出状況>B区中央、ⅢC10d

グリンドに位置する。検出面は標高66.8

～67.lmのⅣ層上面である。検出時から

長さ約40cm、 厚さ13cm前後の石が露出し

ていた。西北西約 2mに S K49、 北西約

lmに S K47が位置する。

<重複関係 >S K47D o Eを切つている。

<平面形・規模 >撹乱の影響で西壁の大

半を消失 し、はつきりしない。開口部は

長軸1.04m遺存、短軸0.96m残存 してい

ることから、一辺 lm前後の隅丸方形で

あつたと思われる。深さ83飢を測る。底

部は長軸0.82m遺存、短軸0.81m残存 し

ている。

<壁 >底面から外傾 して立ち上がる。

生
轄

A     L=67600m A

(1/40)

第41図  S K48C墓 境、出土遺物

S K48C
l 10Y R3/4暗 褐色 しま り有

粘性無 φ5～40cmの 礫 と

10Y R5/6粒 多 く含 骨細片を含
2 10Y R4/6褐 色 しまり有

粘性やや有 暗褐土含 φ5～ 30cm
の礫含 炭微量

10Y R6/6ブ ロック少量

3 10Y R3/4暗 褐色 しま り有

粘性無 φ10cn前 後の礫少量

IOY R4/4含

0                 1m

古 寛 永 文 銭 新寛永
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V 検出遺構と出土遺物

<埋土>3層に細分した。 3層 は棺桶が崩落する過程で流入 したⅢ層起源の暗褐色上である。掘 り方

崩落土起源の褐色土も含まれる。 2層は掘 り方の崩壊上を起源 とする褐色上である。長さ5～ 30cIIl前

後の礫を含む。 1層はⅢ唇起源の暗褐色土を主体とした人為堆積である。長さ5～40cmの礫を含む。

<底面>中央が若干窪む。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は66.3m付近を測る。

遺 物 (写真図版48)

<出土状況>埋土から寛永通費 1枚、鉄釘25.04g、 陶磁器 3gが出上した。このうち236の新寛永通

費を掲載 した。             ´

S K48D墓墳

遺 構 (第42図 、写真図版 19・ 20)

<位置・検出状況>B区中央、Ⅲ C10dグ リッドに位置する。検出面は標高67.5～67.7mのⅣ層上面

である。埋上の大半は撹乱によつて消失。西北西約 2mに S K49、 北西約 lmに S K47が位置する。

<重複関係 >S K47・ 48B。 48Cに切 られている。

<平面形・規模 >開 口部径1.00× 0。 96mの円形状を呈する。深 さ76cmを測る。底部径0,90× 0.83mを

沢よる。

<壁 >底面から鉛直に立ち上がる。Ⅳ層を壁 としている。

<埋土>2層に細分 した。大半が撹乱によつて消失 している。 2層はⅣ層起源の褐色上を主体とした

堀片である。 1層 は棺桶の天丼が崩落し、上方から流入 したⅢ層起源の暗褐色上である。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。一部撹乱によって消失 した部分もある。

標高は66.5m付近を測る。

A    レ67 700m   B

S K48D
l 10Y R3/4暗 褐色 しま り少 し有 粘性無 骨・ 10Y R4/6含
2 10Y R4/6褐 色 しま り少 し有 粘性無 雲母含 (掘 り方 )

0                 1m

―

~             (1/40)

0            50cm
(1/20)

Xギ

第42図 S K48D墓境



3 近世の遺構

遺 物 (第 42図 、写真図版48)

<出土状況>埋土から寛永通費72g、 鉄釘 17g、 木製品lgと 人骨が出土した。このうち237の 寛永通

賓、238の棺材を掲載 した。

<寛永通費 >銅銭主体で一部鉄銭が含まれてお り、24枚程を数える。

<棺材 >238は長さ4.95clll、 幅4.55clll、 厚 さ0。 39clllの 板状を呈している。墓墳の底面直上から出土し

ている。棺桶の底板と思われる。202に類似 しているので、樹種はスギの可能性が高い。

<人骨 >四肢骨の一部と思われる骨 5点 と部位不明の骨を検出した。なかでも長さ15clll、 幅 3 cm、 厚

さ2.lcIIlと 、長さ25cm、 幅 3 cm、 厚さ 5 cmを 測る大腿骨は直立した状態で確認 した。

まとめ

本遺構は骨の出土状況から被葬者は降葬の可能性を考えたが、情報量は少なく確証はない。棺桶は

埋上の堆積状況等から長さ50～ 60clll前後の円形を呈していた可能性がある。

S K48E墓壊

遺 構 (第43図 、写真図版20)

<位置・検出状況>B区中央、ⅢC10dグ リッドに位置する。検出面は標高66.7～66.9mのⅣ層上面

である。中央付近に撹乱が入 り、埋土中位にまで及んでいる。西北西約 2mに S K49、 北西約 lmに

S K47が位置する。

<重複関係 >S K42・ 48A・ 48Cに切 られている。

<平面形・規模 >開 口部1.02× 0.80mの 長方形を呈する。深さ65cmを測る。底部0.80× 0.78mを 浪1る 。

<壁>下半は鉛直気味に、上半は外傾気味に立ち上がる。Ⅳ層を掘 り込み壁 としている。

<埋土>3層に細分した。 3層 は棺桶が崩落する過程で流入 したⅢ層起源の暗褐色土である。 2層 は

Ⅲ層起源の黒褐色土にⅣ層起源の黄褐色上が含まれた掘 り方埋上である。 1層はⅢ層起源の黒褐色土

L‐ 67200m A

0                       50cm

(1/20)

10Y R2/2黒褐色 しまりやや有 粘性少し有
10Y R2/2黒褐色 しまりやや有 粘性少し有
10YR3/4暗 褐色 しまり少し有 粘性少し有

10Y R5/6含 炭少量

iOYR5/6含 炭少量

炭微量 雲母含

0                1m
~~            (1/40)

◎~4P
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V 検出遺構と出土遺物

にⅣ層起源の黄褐色上が含まれた掘 り片埋土である。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は66.2m付近を測る。

遺 物 (第43図 、写真図版48)

<出土状況>埋土から寛永通費516g、 煙管 7g、 鉄釘118g、 本製品20g、 陶磁器10gと 人骨が出土

した。このうち239の煙管雁首、240の煙管吸口、241～245の 寛永通費、246・ 247の棺材を掲載 した。

<煙管雁首 >239は長さ4.5cIIl、 火皿径 1。 lcm、 身径0.8～ 1.Oclllを 測る。火皿が小さく油返 しの湾曲は

緩やかである。羅宇が残存 している。    ´

<煙管吸口>240は長さ6.5cm、 身径0.4～ 0.95clllを 沢1る 。日付が玉状に膨 らみ、羅宇が残存 している。

<寛永通費>サシ状に出上した。すべて鉄銭で、約200枚を数える。個別に分離せずサシの写真掲載 。

重量計測のみとした。

<棺材 >246は長さ7.15cIIl、 幅1.58cm、 厚さ1.04clll、 247は長さ7.21cIIl、 幅4.98cm、 厚さ0.68cIIlの 板状

を呈している。底面直上から出上している。出上位置から棺桶の都材 (底 ?)で あると思われる。

<人骨 >棺桶の崩落時に押しつぶされた状態で検出されたが、頭蓋骨・四肢骨の残存状況は良好であ

る。それぞれの位置関係は頭蓋骨下に四肢骨があり、四肢骨は上から概ね上腕骨、大腿骨の順に重な

り、埋葬姿勢を復元できると思われる。座葬の可能性が高いと思われる。

S K50墓壌

遺 構 (第44図 )

<位置・検出状況>B区中央、Ⅲ C10eグ リンドに位置する。検出面は標高66.9～67.2mのⅣ層上面

である。検出時に長 さ47clll、 幅30clll、 厚さ8 cmを 測る扁平な石を墓墳のプラン中央付近で確認 してい

る。北北東約1.5mに S K40B、 西南西約 lmに S K48C、 北北西約0,7mに S K43が 位置する。

<重複関係 >S K41・ 42を切つている。

<平面形 。規模 >本遺構の認識が遅れたため北西・南東壁を消失 し、はっきりしない。開口部は長軸

82cm残存、短軸58clll遺存することから、長軸80cm前後の楕円形状を呈すると思われる。深 さ44clllを 測

る。底部は長軸62cm残存、短軸38clll遺存 している。

<壁 >概ね底面から外傾 しているが、南壁は鉛直気味に立ち上がる。Ⅳ層を壁 としている。

<埋土>Ⅲ層起源の暗褐色土の単層である。Ⅳ層起源の褐色ブロックと8～ 15clllの礫 と骨片が含まれ

ている。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は66.7m付近を測る。

遺 物 (第44図 、写真図版48)

<出土状況 >埋土・撹乱から寛永通費11枚、金属製品 (煙管・釘)6gと人骨が出土した。このうち24

8の煙管雁首、249～259の寛永通費、260の鉄釘を掲載 した。

<煙管雁首>248は長さ4 clll、 火皿径 1.2cm、 身径0.85～ 1.25clllを測る。火皿が小さく油返しの湾曲は

緩やかである。

<寛永通賓 >右表の通 り。

<釘 >260は長さ4 cIIl、 釘頭0.8× 0.4cmの長方形、断面形は0.3× 0.3cmの方形を

呈している。

古寛永 新寛永 21波

1 1
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4 そ の 他 の 遺 構

(1)竪 穴 状 遺 構

S K 101堅穴状遺構

造 構 (第 45図 、写真図版21)

<位置 。検出状況>B区中央、ⅣB4

S K 101
X
亀

A    L=60 0001n                       A′

第45図

0                     2m

― ―

                 (1/60)

S K 101竪穴状遺構、出土遺物

3 近世の遺構
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第44図  S K50墓 境、出土遺物
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V 検出遺構と出土遺物

下る緩斜面を呈する。検出面は標高65。 6～65.8mのⅣ層上面でにぶい黄褐色上のプランを確認 した。

重複する遺構はない。北北西約4.7mに S D23、 東約1.6mに S K 103A、 南約 4mに S K14、 西約3.

5mに S D18が 位置する。

<平面形・規模 >開 口部は長軸2.14m、 短軸1.78mの 精円形状を呈し、深 さは18cmを 測る。底部は長

軸1.78m、 短軸1.36mを 測る。

<主軸方向・床面積 >長軸を基準とした主軸方向はN-37° 一E、 床面積は1.89ポを測る。

<埋土>にぶい黄褐色土単層の自然堆積を呈する。

<壁 >おおむねⅣ層を壁としている。床面から外傾 して立ち上がる。壁高は北東壁は13～ 19cm、 南東

壁は 8～ 13clll、 南西壁は 8～ 10cm、 北西壁は10～ 20cmを測る。北東 。南西壁は東に、南東・北西壁は

南に向かうにつれて低くなっていく。

<床 >おおむね平坦で、Ⅳ層を掘 り込み床面としている。標高は65.5～65.6m前後を浪」る。

遺 物 (第45図 、写真図版48)

<出土状況>埋土下位 。床面から縄文土器389gが 出上した。流れ込みの遺物で、遺構に伴わないと

思われる。このうち261～263の縄文土器深鉢 3′点を掲載 した。

<縄文土器 >261～ 263は深鉢の体都破片である。直線的に立ち上がり、斜縄文RLが施文されている。

SK 103A H B堅穴状遺構・ S K85土坑

B区中央、ⅣB4jグ リッドに位置する。これらの遺構の周辺は北西から南東に下る緩斜面を呈す

る。検出面は標高65,5～ 65,8mのⅣ層上面で、暗褐色上のプランを確認 した。北約0.2mに S A03、

西約1.6mに SK 101が位置する。検出当初からいびつなプランであったことから、プランの長軸に

ベル トを設定し、サブ トレンチによる断面観察を行つた。その結果、竪穴状遺構 (S K 103A)が 土坑

(S K85)を 切つている状況が確認 された。その後、竪穴状遺構の貼床を承1が した際に下に古い竪穴状

遺構があることを確認 したので、新 しい方をA、 古い方をBと した。

S K 103A

遺 構 (第46図 、写真図版22)

<位置・検出状況>前述の通 り。

<重複 >S K 103Bを埋め立てていることから、 S K 103Bよ り新 しい。

<平面形 。規模 >東壁中央付近が若千内側に、西壁中央付近が若干外側に膨らむ緩い弧状を呈し、各

コーナーが角張つていないためはっきりしない。概ね隅九方形状を呈する。規模は北壁長2.69m、 東

壁長2.51m、 南壁長2.67m、 西壁長2.57mを測る。検出面からの深 さは最大38clllを測る。

<主軸方向・床面積 >東壁を基準とした主軸方向はN-21° 一W、 床面積は4。 41ピを測る。

<埋土>4層に細分され、上位は暗褐色 (1・ 2層 )、 中位は黒褐色 (3層 )、 下位は暗褐色土 (4層 )に

大別される自然堆積を呈する。

<壁>概ねⅣ層を壁 とする。床面から外傾 して立ち上がる。壁高は北壁28～ 38clll、 東壁19～ 28cm、 南

壁19～ 25cIIl、 西壁24～ 32cmを 測る。北・南壁は東に、東 。西壁は南に向かうにつれて低くなっていく。

<床 >概ね平坦で、Ⅳ層を掘 り込み、Ⅲ層起源の暗褐色土とⅣ層起源の褐色土を貼床 (掘 り方埋土)に

して床面としている。貼床は全面に広がる。標高は65.3～ 65。 4mを沢Jる 。
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S K 103A
l 10YR3/3暗 褐色 しまり有 粘性無

10Y R2/2と iOY R5/6粒含
2 10Y R3/4暗 褐色 しまり有

粘性少し有 金雲母含
3 10Y R2/2黒 褐色 しまり有

粘性少 し有 10Y R3/3・ 金雲母含
4 10Y R3/4暗 褐色 しまり有

粘性少し有 iOY R4/4・ 金雲母含

S K 103B
5 10Y R3/4暗 褐色 しまり有 粘性無

10Y R4/4粒少量

塩     6 iI¥員 :先壕骨ま
まり有粘性有

7 10Y R3/3暗 褐色 しまり有 粘性有
10Y R4/4・ 炭少量

8 10Y R2/2黒 褐色 しまりやや有
〆
′
  10Y R4/4・ 10Y R2/1含

S K85
9 10Y R2/2黒 褐色 しまり有 粘性無

10YR5/6粒・雲母含

ｎ／

0                    2m
(1/60)

第46図  S K 103A・ B堅穴状遺構、 S K85、 出土遺物

遺 物 (第46図 、写真図版48)

<出土状況 >埋土から縄文土器700gが 出土した。流れ込みの遺物で、遺構に伴わないと思われる。

このうち264～266の縄文土器深鉢 3点を掲載 した。

<縄文土器 >264～ 266は埋土から出上した深鉢の体部破片である。264・ 266は体部が直線的に立ち上

がり、斜縄文RLが施文されている。265は貝殻条痕文が施文されている。

S K X03B

遺 構 (第46図、写真図版23)

<位置・検出状況>前述の通 り。
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V 検出遺構と出土遺物

<重複 >S K 103Aに 埋め立てられていることから、 S K 103Aよ り古い。

<平面形・規模 >東壁以外の各壁中央付近が若干外側に膨 らむ緩い弧状を呈し、各コーナーがさほど

角張らずはつきりしない。概ね隅丸方形状を呈する。規模は北壁長2.67m、 東壁長2.50m、 南壁長 2.

63m、 西壁長2.56mを測る。検出面からの深さは最大50cmを 測る。

<主軸方向・床面積 >東壁を基準とした主軸方向はN-22° ―W、 床面積は4.41ピ を測る。

<埋土>4層 に細分 され、上位は暗褐色土 (5層 )。 褐色土 (6層 )、 中位は暗褐色土 (7層 )、 下位は黒

褐色土 (8層 )に大別 される人為堆積を呈する。

<壁>概ねⅣ層を壁 としている。床面から外傾 して立ち上がる。壁高は北壁44～ 50cm、 東壁28～ 48cIIl、

南壁19～ 24cIII、 西壁 19～ 50cmを測る。北 。南壁は東に、東 。西壁は南に向か うにつれて低くなつてい

く。

<床>概ね平坦で、Ⅳ層を掘 り込み床面としている。標高はおおよそ65.2m前後を測る。

遺 物

埋土から縄文土器18gが 出土した。流れ込みの遺物で、遺構に伴わないと思われる。

S K85土坑

遺 構 (第 46図 、写真図版33)

<位置・検出状況>前述の通 り。

<重複関係 >S K 103A・ Bに切 られている。

<平面形 。規模 >西半部をS K 103A・ Bに切 られ、平面形・規模ははつきりしない。開口部は長軸

1.46m遺存、短軸0,77m残存 していることから、径1.5m前後の円形ないし精円形状を呈すると思わ

れる。深 さ30clllを 測る。壁は底面から外傾 している。底部は長軸1.10m遺存、短軸0.58m残存 してい

る。

<埋土>黒褐色上を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>概ね平坦である。標高は65.3m前後を測る。

遺 物

出上しなかつた。

S K 104竪穴状遺構

遺 構 (第 47図 、写真図版24)

<位置・検出状況>B区北、ⅢC7e・ 7f・ 8fグ リッドに位置する。南約3.5mに S K32、 南約

5mに S D44、 南西約4.3mに S K31が位置する。検出面は標高68.8～69.3mのⅣ層上面である。幅2

5～ 50clllの 溝がコの字状に東西方向約 7m、 南北方向約 4mの範囲を巡 り、その埋土から若干の上師

器が出上した。よつて畑造成時の削平で掘 り方まで消失 した竪穴状遺構であると判断した。

<重複 >位置関係からS K33や柱穴群と重複関係にあると思われるが、前述の削平で埋土を消失 し、

新旧関係の把握はできなかつた。 しかし、埋土の状況からこれらの遺構より古い可能性はある。

<平面形・規模 >周溝が東西方向6.97m、 南北方向3.72m残存 していることから、少なくとも長軸 7

m、 短軸 4m以上の隅丸長方形を呈すると思われる。

<主軸方向・床面積 >西壁を基準とした主軸方向はN-26° ―W。 床面積は範囲がはつきりしないた

め未計測。

<埋土>Ⅳ層起源の褐色土を含んだ暗褐色土単層の自然堆積を呈する。



4 その他の遺構
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第47図  S K 104堅穴状遺構、出土遺物

<壁 >残存 していないので不明。

<床 >検出した面が床面とは限らないので不明。Ⅳ層面を掘 り込んだのは確かである。

<床面施設 >北・西壁の壁際 ?か ら周溝を検出した。周溝は幅28～ 50cIIl、 深さ3～ 9 cIIIを 測 り、北壁

際のものは断続的に巡る。

遺 物 (第47図 、写真図版48)

埋土から土師器66gと 不定形石器 1点 (7g)が 出上した。流れ込みの遺物で、遺構に伴わないと思

われる。このうち267の不定形石器を掲載 した。
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V 検出遺構と出土遺物

SK 111竪穴状遺構

遺 構 (第48図、写真図版24)

<位置 。検出状況>A区南、ⅢB9b・ 9c。 10b。 10cグ リッドに位置する。検出面は標高67.0～

67.2mのⅢ層上面である。重複する遺構はない。北北東約1.7mに S K63、 南東約1.8mに S107が位

置する。幅36～ 67clllの溝が Lの字状に東西方向約3.79m、 南北方向約1,08mの範囲を巡 り、埋上に焼

土・炭が含まれ若千の上師器が出上したことから、畑造成時の削平で掘 り方まで消失 した竪穴状遺構

であると判断した。           ´

<平面形・規模 >周溝が東西方向3.79m、 南北方向1,08m残存 している。少なくとも長軸 4m、 短軸

1.lm以上の隅丸長方形状を呈すると思われる。

<主軸方向・床面積 >西側周溝を基準とした主軸方向はN-36° 一E。 床面積は範囲がはつきりしな

いため未計測。

<埋土>炭・焼上を含む黒褐色土単層の自然堆積を呈する。

<壁 >残存していないので不明。

<床 >検出した面が床面とは限らないので不明。Ⅳ層面を掘 り込んだのは確かである。

<床面施設 >北・西壁の壁際 ?か ら周溝を検出した。周溝は幅36～ 67cIIl、 深さ5～ 14clllを測る。

遺 物 (第48図、写真図版48)

<出土状況 >埋土から縄文土器15gと 土師器291gが 出上した。流れ込みの遺物で、遺構に伴わない

と思われる。このうち(268)の縄文土器を掲載 した。

<縄文土器 >268は深鉢の体部破片で、附加条縄文が施文されている。

0                            10cn

― ―

         (1/3)

SK lll(S:08)
1 10V R2/2黒 褐色 しまり有 粘性少 し有 炭・娩土少量

く|

0                     2m
~~                (1/60)

Xヾ辞

第48図 SK111竪 穴状遺構、出土遺物
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4 その他の遺構

(2)柱 穴 列

S A01柱穴列

遺 構 (第49図 )

<位置 。検出状況>B区西、ⅣB4g・ 4hグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北から南に下る緩

斜面を呈する。検出面は標高65,8～ 66.OmのⅣ層上面である。重複する遺構はない。北約3.2mに S

D18、 南東約2.9mに S D13、 南約4.7mに S D08、 南西約6.5mに S D07が 位置する。

<平面形 。規模 >西北西―東南東方向に4間 (7.6m)を測る。

<軸方向>桁行の方向はE― H° 一Sである。

<柱間寸法 >1.5～ 2.3m(5～ 7尺 7寸)を測る。

<掘 り方>平面形は円形ないし楕円形状を呈し、規模は35～ 49clll、 深さ11～ 16cIIlを演1る (底面標高65。

7～65,9m)。

遺 物

埋土から土師器6.40gが出上した。

S A02柱穴列

遺 構 (第 49図・写真図版37)

<位置 。検出状況>B区西、ⅢB91・ 10hグ リッドに位置する。本遺構の周辺は北から南に下る緩

斜面を呈する。検出面は標高67.8～ 68mのⅣ層上面である。重複する遺構はない。北北東約2.6mに

S D36、 南約5。 8mに S K86、 北西1.3mに S K20が位置する。

<平面形・規模 >北東一南西方向に 2間 (4.2m)を測る。

<軸方向>桁行の方向はN-44° 一Eである。

<柱間寸法>2,0～ 2.2m(6尺 6寸～ 7尺 3寸)を測る。

<掘 り方>平面形は精円形状を呈し、規模は40～ 75clll、 深さ10～ 15clllを 測る(底面標高67.7～67.9m)。

遺 物

出土しなかつた。

S A03柱穴列

遺 構 (第 49図 )

<位置・検出状況>B区西、ⅣB3j・ ⅣC3aグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北西から南東

に下る緩斜面を呈する。検出面は標高65.7～ 65。 8mのⅣ層上面である。重複する遺構はない。南約

0.2mに S K 103A・ Bが位置する。

<平面形・規模 >東北東一西南西方向に 2間 (3.lm)を決1る 。

<軸方向>桁行の方向はE-23° 一Nである。

<柱間寸法 >1.5～ 1,6m(5～ 5尺 2寸)を測る。

<掘 り方>平面形は精円形ないし方形状を呈し、規模は19～ 24clll、 深さ14～ 15clllを測る(底面標高65.

5～65.6m)。

遺 物

出上しなかった。
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S A01

S A01
1 10YR3/3暗 褐色 しまりやや有 粘性少 し有

V 検出遺構と出土遺物

P5  N

0                     2m
(1/60)

キNB小禅8い理い

A     L=66000m

第49図  S A01～ 03柱穴列

(3)炭    窯

S W01炭窯

遺 構 (第 50図 、写真図版25)

<位置 。検出状況>B区西、ⅣB6eグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北東から南西に下る緩斜

面を呈する。検出面は標高64.7～64.8mのⅢ層上面で、Ⅲ層起源 と思われる黒褐色上の楕円形プラン

を確認 した。底面に行 くにつれてⅢ層からⅣ層の漸移層に移行する。重複する遺構はない。北東約0.

lmに S K02、 北東約2.6mに S K01が位置する。

<平面形・規模 >開 口部は長軸方向1,18m、 短軸方向1.02mの精円形状を呈する。深さ12clllを測る。

壁は外傾 している。底部は長軸方向1.26m、 短軸方向O.82mを測る。

<埋土>下位に炭 と焼上を含む黒褐色上を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層を掘 り込み床面としている。標高は64,6m前後を測る。

遺 物 (第 50図 、写真図版48)

埋土から土師器片83gが出上した。このうち269の上師器甕片を掲載 した。

S A02



4 その他の遺構
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第50図  S W01・ 02炭窯、出土遺物

s w01
1 10Y R2/2黒 褐色 しま り少 し有 粘性有

下位に炭 と焼土粒含 褐色土少量

S W02
1 10Y R2/3黒 褐色 しま りやや有 粘性無

10Y R5/6粒合
2 10Y R3/3暗 褐色 しま り有 粘性少 し有

10Y R5/6・ 2 5YR4/8粒 含

0                 1m
(1/40)
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S W02炭窯

遺 構 (第 50図 、写真図版25)

<位置 。検出状況>B区中央、ⅣBlhグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北から南に下る緩斜面

を呈する。検出面は標高67.2～67.3m前後のⅣ層上面で、黒褐色土と炭が混入 した暗褐色上の広がり

を確認 した。重複する遺構はない。北東約2.7mに S K68、 南東約2.5mに S102、 南南西約4.2mに

S K17が位置する。

<平面形・規模 >斜面の崩落と畑造成時の削平で南半部が消失 したため、平面形・規模ははつきりし

ない。開口部は長軸方向1.86m遺存、短軸方向0.79m残存 していることから、開口部径 1.9× 1.6m前

後の隅丸精円形状を呈する。深さ8 cmを 測る。壁は外傾 している。底部は長軸方向1.73m遺存、南北

方向0。 68mを演1る 。

<埋土>2層に細分した。上位は黒褐色土主体、下位は炭が混入 した暗褐色土を主体とした自然堆積

を呈する。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層を掘 りこんでいる床面としている。標高67.2m前後を測る。

遺 物

出上しなかった。

(4)土 坑

S K01上坑

遺 構 (第 51図 、写真図版26)

<位置・検出状況>B区西、ⅣB6eグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北東から南西に下る緩斜

面を呈する。検出面は標高65.lm前後のⅢ層上面である。底面に向かうにつれてⅢ層からⅣ層の漸移

層に移行する。重複する遺構はない。北東約3.5mに S D07、 東約2.8mに S103、 南西約1.lmに S

K02、 南西約2.6mに S W01が 位置する。

<平面形・規模 >開 口部径 1.26× 1.04mの 精円形状を呈する。深さ6 cmを 測る。壁は底面から外傾 し

ている。底部径は1,07× 0.74mを測る。

<埋土>黒褐色上を主体とした単層の自然堆積を呈する。
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<底面>概ね平坦である。Ⅲ～Ⅳ層の漸移層を掘 り込み底面としている。標高は65,Om付近である。

遺 物

出上しなかった。

S K02土坑

遺 構 (第51図 、写真図版26)

<位置 。検出状況>B区西、ⅣB6eグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北東から南西に下る緩斜

面を呈する。検出面は標高64.8～ 65.OmのⅢ層上面である。底面に向か うにつれてⅢ層からⅣ層の漸

移層に移行する。重複する遺構はない。北東約1.lmに S K01、 南西約0.lmに S W01が位置する。

<平面形・規模 >開 口部径1.60× 1.32mの 楕円形状を呈する。深さ26clllを 測る。壁は底面から外傾 し

ている。底部径は1.44× 1.04mを 測る。

<埋土>黒褐色上を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>括鉢状を呈する。中央よりやや西側が最も深い。Ⅲ～Ⅳ層の漸移層を掘 り込み底面としてい

る。標高は64.7～ 64.8mを測る。

遺 物

埋土から土師器 9gが出上した。流れ込みの遺物と思われる。

S K05土坑

遺 構 (第51図 、写真図版26)

<位置・検出状況>B区西、ⅣB6gグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北西から南東に下る緩斜

面を呈する。検出面は標高65.2m前後のⅢ層からⅣ層にかけての漸移層である。底面に向か うにつれ

てⅣ層に移行する。重複する遺構はない。北約0.2mに S K06、 北東約2.2mに S K07、 南東約5.2m

に S101、 南南東約 4mに S K09、 西約4.8mに S103が位置する。

<平面形・規模 >開 口部径96× 86cmの精円形状を呈する。深 さ1 lcIIlを 測る。壁は底面から外傾 して立

ち上がる。底部径89× 62cmを測る。

<埋土>Ⅳ層起源の褐色ブロックを含む黒褐色土を主体 とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は65.lm前後を測る。

遺 物

出上しなかつた。

S K06土坑

遺 構 (第51図 、写真図版26)

<位置・検出状況>B区西、ⅣB5g～ 6hグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北西から南東に下

る緩斜面を呈する。検出面は標高65.3～65.4mのⅢ層からⅣ層にかけての漸移層である。底面に向か

うにつれてⅣ層に移行する。重複する遺構はない。北北東約0.4mに S K10、 東約0。 9mに S K07、 南

約0.2mに S K05が位置する。

<平面形・規模 >開 口部径2.06× 1.38mの楕円形状を呈する。深 さ15cIIlを測る。壁は底面から外傾 し

て立ち上がる。底部径 1,90× 1.22mを 測る。

<埋土>Ⅳ層起源の褐色ブロックを含む黒褐色土を主体 とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は65。 2m前後を測る。
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V 検出遺構と出土遺物

遺 物

出土しなかった。

S K07土坑

遺 構 (第 51図 、写真図版27)

<位置・検出状況>B区西、ⅣB5h・ 6hグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北西から南東に下

る緩斜面を呈する。検出面は標高65.3～ 65,4mのⅢ～Ⅳ層にかけての漸移層である。底面に向かうに

つれてⅣ層に移行する。重複する遺構はない。南西約2.2mに S K05、 西約 0。 9mに S K06、 北西約 1

mに S K10が位置する。

<平面形 。規模 >開 口部径1.02 X O.96mの 円形状を呈する。深さ 6 cIIIを 測る。断面形は半円状を呈す

る。底部径0.85× 0.78mを測る。

<埋土>暗褐色上を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>起伏に富んでいる。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高はおおよそ65.2mである。

遺 物

出土しなかつた。

S K09上坑

遺 構 (第 51図 、写真図版27)

<位置 。検出状況>B区西、ⅣB7hグ リッドに位置する。本遺構の周辺は北西から南東に下る緩斜

面を呈する。検出面は標高64.7～ 64.8mの Ⅲ～Ⅳ層にかけての漸移層である。底面に向か うにつれて

Ⅳ層に移行する。重複する遺構はない。南東約0.6mに S101、 北北西約 4mに S K05が位置する。

<平面形・規模 >開 口部径82× 72cIIlの 円形状を呈する。深さ20clllを 測る。壁は底面から外傾 して立ち

上がる。底部径60× 57cIIlを 測る。

<埋土>黒褐色上を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高はおおよそ64.5mで ある。

遺 物

出土しなかった。

S K10土坑

遺 構 (第 51図 、写真図版27)

<位置・検出状況>B区西、ⅣB5hグ リッドに位置する。本遺構の周辺は北西から南東に下る緩斜

面を呈する。検出面は標高65.4m前後のⅢ～Ⅳ層にかけての漸移層である。底面に向かうにつれてⅣ

層に移行する。北東4.3mに S D13、 南東 lmに S K07、 南南西約0.4mに S K06が位置する。

<重複関係 >S D08を切つている。

<平面形 。規模 >開 口部径 1.20× 1.10mの円形状を呈する。深さ13clllを測る。壁は底面から鉛直に立

ち上がる。底部径は1.07× 1.01mを測る。

<埋土>黒褐色上を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高65.3m前後を測る。

遺 物

出上しなかった。
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S K12土坑

遺 構 (第 51図、写真図版27)

<位置・検出状況>B区西、ⅣB6jグ リッドに位置する。本遺構の周辺は北西から南東に下る緩斜

面を呈する。検出面は標高64.5～ 64.7mのⅢ～Ⅳ層にかけての漸移層である。底面に向か うにつれて

Ⅳ層に移行する。重複する遺構はない。東約3.3mに S K53、 西南西約7.5mに S101、 北北西約5.7

mに S K14が 位置する。

<平面形・規模 >開 口都径1.40 X l.24mの 精円形状を呈する。深 さ 7 clllを測る。壁は底面から外傾 し

て立ち上がる。底部径 1.32× 1.18mを 測る。

<埋土>暗褐色土を主体 とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>多少凸凹がある。Ⅲ～Ⅳ層にかけての漸移層を掘 り込み底面としている。標高は64.5～64.6

mを涙1る 。

遺 物

出上しなかった。

S K14土坑

遺 構 (第 52図 、写真図版27)

<位置 。検出状況>B区西、ⅣB5iグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北西から南東に下る緩斜

面を呈する。検出面は標高65.2～ 65。 4mのⅢ層からⅣ層にかけての漸移層である。底面に向か うにつ

れてⅣ層に移行する。北約 4mに SK 101、 南南東約5,7mに S K12が位置する。

<重複関係 >S D13を切つている。

<平面形・規模 >開 口部径95× 93clllの 円形状を呈する。深さ25cmを 測る。壁は底面から外傾 して立ち

上がる。底部径78× 77clllを 測る。

<埋土>Ⅳ層起源の褐色ブロックを含む黒褐色土を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は65。 1～65,2mを測る。

遺 物 (第 55図 )

埋土から鉄釘 ?3.79gと 陶磁器 1点 (4g)が 出土した。この うち270の陶磁器碗を掲載 した。産地

は不明だが、在地の可能性がある。所属時期は19世紀代の可能性が想定される。

S K15土坑

遺 構 (第 52図 、写真図版28)

<位置・検出状況>B区中央、ⅣB2iグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北から南に下る緩斜面

を呈する。検出面は標高66.8～ 66。 9mのⅢ～Ⅳ層にかけての漸移層である。底面に向かうにつれてⅣ

層に移行する。重複する遺構はない。東南東約1.6mに S D23、 南南西5,7mに S D15が 位置する。

<平面形 。規模 >開 口部径1.H× 1,02mの 円形状を呈する。深 さ22clllを 測る。断面形は深鍋状を呈す

る。底部径1.02× 0。 98mを測る。

<埋土>Ⅳ層起源の褐色ブロックが混入 した暗褐色土を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>概み平坦である。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は66.7m前後を測る。

遺 物

埋土から鉄釘 ?4gが 出上した。
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S K17土坑

遺 構 (第 52図 、写真図版28)

<位置・検出状況>B区中央、ⅣB4g。 4hグ リッドに位置する。本遺構の周辺は北から南に下る

緩斜面を呈する。検出面は標高66m前後のⅢ層からⅣ層にかけての漸移層である。底面に向かうにつ

れてⅣ層に移行する。北北東約4.2mに S W02、 西南西約4.3mに S102が位置する。

<重複関係 >S D23を切つている。

<平面形・規模 >開 口部径 1.16× 0,98mの精円形状を呈する。深 さ21clllを 測る。壁は底面から鉛直に

立ち上がる。底部径1.03 X O.93mを 測る。

<埋土>Ⅳ層起源の褐色ブロックを含んだ暗褐色土を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は約 65。 9mを測る。

遺 物

出土しなかった。

S K20土坑

遺 構 (第 52図 、写真図版28)

<位置・検出状況>B区北、ⅢB9hグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北から南に下る緩斜面を

呈する。検出面は標高68.0～ 68。 lmのⅢ～Ⅳ層にかけての漸移層である。底面に向か うにつれてⅣ層

に移行する。重複する遺構はない。北東約4.6mに S D36、 南東約1.3mに S A02が位置する。

<平面形 。規模 >開 口部径71× 65cmの 円形状を呈する。深さは12clllを測る。断面形は半円状を呈する。

底部径54× 51cmを測る。

<埋土>暗褐色土を主体 とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>概ね平坦である。概ねⅣ層を掘 り込み底面としているが、一部Ⅲ～Ⅳ層にかけての漸移層を

底面としているところもある。標高は67.9～ 68.Omを測る。

遺 物

出土しなかった。

S K24土坑

遺 構 (第 52図 、写真図版28)

<位置 。検出状況>B区北、ⅢC9aグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北から南に下る緩斜面を

呈する。検出面は標高68.0～ 68.lmのⅣ層上面である。重複する遺構はない。南束約2.5mに S K35、

南西約 5mに S K27が位置する。

<平面形・規模 >開 口部径68× 64clllの 円形状を呈する。深さ 6 cmを 測る。壁は底面から外傾 して立ち

上がる。底部径は55× 49clllを 測る。

<埋土>暗褐色上を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>おおむね平坦である。概ねⅣ層を掘 りこんで底面としているЬ標高は68.Omを測る。

遺 物

出土しなかつた。
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S K26土坑

遺 構 (第 52図 、写真図版29)

<位置 。検出状況>B区中央、ⅢC9c・ 10cグ リッドに位置する。本遺構の周辺は北から南に下る

緩斜面を呈する。検出面は標高67.7～ 67.9mのⅢ～Ⅳ層にかけての漸移層である。底面に向かうにつ

れてⅣ層に移行する。重複する遺構はない。北東約0.8mに S D44、 南西約1.8mに S104。 S K36B、

西約0.3mに S D43が位置する。

<平面形 。規模 >開 口部径90× 89clllの精円形状を呈する。深さ10cmを測る。断面形は半円状を呈する。

底吉Б径78× 75cmを測る。

<埋土>黒褐色上を主体 とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>多少凹凸がある。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は67.7～ 67.8mを測る。

遺 物

出上しなかった。

S K27土坑

遺 構 (第 52図 、写真図版29)

<位置 。検出状況>B区北、ⅢB10jグ リッドに位置する。本遺構の周辺は北西から南東に下る緩斜

面を呈する。検出面は標高67.8m前後のⅣ層上面である。重複する遺構はない。北東約 5mに S K24、

南約 5。 2mに S N01、 西約1.9mに S K28が位置する。

<平面形・規模 >開 日部径59× 54clllの 円形状を呈する。深 さ8 cmを測る。壁は底面から外傾 して立ち

上がる。 底吉1径49× 43clllを 測る。

<埋土>暗褐色上を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は67.7mを 測る。

遺 物

出上しなかった。

S K28土坑

遺 構 (第 52図 、写真図版29)

<位置・検出状況>B区北、ⅢB10i～ 10jグ リッドに位置する。本遺構の周辺は北から南に下る緩

斜面を呈する。検出面は標高67.8m前後のШ～Ⅳ層にかけての漸移層である。重複する遺構はない。

東約 1。 9mに S K27、 南東約5.5mに S N01、 南南西約 6mに S K86が位置する。

<平面形・規模 >開 口部径68× 59cmの楕円形状を呈する。深 さ15cmを測る。断面形は半円状を呈する。

底吉Б径54× 47cmを測る。

<埋土>暗褐色土を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面 >概ね平坦である。Ⅲ～Ⅳ層の漸移層を掘 り込み底面としている。標高は67.6m前後を測る。

遺 物

出土しなかった。

S K31土坑

遺 構 (第 52図 、写真図版29)
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<位置・検出状況>B区北、ⅢC9dグ リッドに位置する。本遺構の周辺は北西から南東に下る緩斜

面を呈する。検出面は標高68.1～ 68.3mの Ⅳ層上面である。重複する遺構はない。北東約4.3mに S

K104、 東約3.5mに S K32、 南約0。 4mに S D44が位置する。斜面の崩落や畑造成時の削平によつて、

南側壁が消失 している。

<平面形・規模 >上記の理由で南壁を消失 しているため、平面形 。規模ははつきりしない。開口部は

長軸1.18m残存、短軸1.04m遺存 していることから、径 1.2× 1.Omの精円形状を呈すると思われる。

深 さ10cmを測る。壁は底面から外傾 して立ち上がる。底部は長軸約1.13m残 存、短軸 0。 93m遺存 して

ヤ`る。

<埋土>黒褐色土を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>若干凹凸がある。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は68.1～68.2mを沢Jる 。

遺 物

出上しなかった。

S K32土坑

遺 構 (第 53図、写真図版30)

<位置・検出状況>B区北、ⅢC8eグ リッドに位置する。本遺構の周辺は北西から南東に下る緩斜

面を呈し、斜面下はより傾斜が急になる。検出面は標高68.2～ 68。 4mのⅢ～Ⅳ層にかけての漸移層で

ある。底面に向かうにつれてⅣ層に移行する。重複する遺構はない。北約3.5mに S K 104、 北約4.2

mに S K33、 南約0.4mに S D44、 西約3.5mに S K31が位置する。

<平面形・規模 >開 口部径 1.07× 1.02mの 精円形状を呈する。深さ18cIIlを測る。壁は底面から外傾 し

て立ち上がる。底部径0.92× 0.85mを測る。

<埋土>黒褐色土を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>概ね平坦である。 自然礫が露出したⅣ層を掘 り込み底面としている。標高68.2～ 68.3mを 測

る。

遺 物

出土しなかった。

S K33土坑

遺 構 (第53図 、写真図版30)

<位置・検出状況>B区北、ⅢC7d・ 7eグ リッドに位置する。検出面は標高68.9～ 69.lmのⅣ層

上面である。南約4.2mに S K32が 位置する。

<重複関係 >位置関係からS K 104と 重複関係にあると思われるが、畑造成時の削平で埋上が消失 し、

新旧関係を判断することはできなかった。 しかし、埋上の状況からS K 104よ り新 しい可能J性はある

と思われる。

<平面形・規模 >開 口部径1.32 X l.12mの 精円形状を呈する。深さ44cmを測る。壁は底面か らほぼ鉛

直に立ち上がる。底部径1.00× 0.92mを測る。

<埋土>暗褐色土を主体とした単層の人為堆積を呈する。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は68.7～68.9mを測る。

遺 物

出上しなかった。
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S K35土坑

遺 構 (第 53図 、写真図版30)

<位置 。検出状況>B区北、ⅢC10a。 10bグ リッドに位置する。本遺構の周辺は北から南に下る緩

斜面を呈する。検出面は標高67.8～ 67.9mのⅣ層上面である。重複する遺構はない。南東約3.9mに

S104、 北西約2.5mに S K24が位置する。撹乱によって南半部を消失 している。

<平面形・規模 >南半部を消失 しているため平面形・規模ははつきりしない。開口部は長軸65cm遺存、

短軸52cm残存 していることから、径 1× 0.6m前後の精円形状を呈すると思われる。深さ6 cmを測る。

壁は底面から外傾 している。底部は長軸方向57cm遺存、短軸方向47clll残 存 している。

<埋土>暗褐色土を主体とした自然堆積を呈する。

<底面>若干凸凹がある。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。

遺 物

出土しなかった。

S K36A土坑

遺 構 (第 53図 、写真図版30)

<位置・検出状況>B区中央、Ⅲ C10cグ リッドに位置する。本遺構の周辺は北北西から南南西に下

る緩斜面を呈する。検出面は標高67.2m前後のⅣ層上面である。東約0.8mに S K29が 位置する。

<重複関係 >S104・ S K36Bを切つている。

<平面形・規模 >開 口部は長軸1.36m、 短軸1.03mの隅丸方形状を呈する。深さ78cmを 測る。壁は底

面から鉛直に立ち上がる。底部は長軸1.05m、 短軸0.83mを測る。

<埋土>8層 に細分 した。 1～ 3層は黒褐色上を主体 とした自然堆積、 4～ 8層は黒色土と褐色土が

互層をなし、人為堆積を呈する。本遺構の堆積状況は墓墳の堆積状況に類似 している。六道銭・副葬

品等の遺物が出上していないものの、鉄釘が出上していることから墓墳の可能性もあると思われる。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は66.5m前後を測る。

遺 物

埋土から土師器 17g、 鉄釘 5gが出土した。流れ込みの遺物と思われる。

S K36B土坑

遺 構 (第 53図 、写真図版30)

<位置・検出状況>B区中央、Ⅲ C10cグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北北西から南南西に下

る緩斜面を呈する。検出面は標高67.3～ 67.4mのⅣ層上面である。東約0.8mに S K29が位置する。

本遺構は S K36Aに よって西半部を消失 している。

<重複関係 >S104を切 り、 S K36Aに切られている。

<平面形・規模 >上記の理由で西半部を消失 しているため平面形・規模ははつきりしない。開口部は

長軸約79cm遺存、短軸86cIIl残存 していることから、径80cm前後の円形ないし精円形状を呈すると思わ

れる。深 さ28cIIlを 沢Jる 。壁は底面から鉛直に立ち上がる。底部は長軸64cm遺存、短軸34cm残存 してい

る。

<埋土>暗褐色土を主林とした自然堆積を呈している。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は67.0～ 67.lmを測る。

遺 物
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出上しなかった。

S K46土坑

遺 構 (第 53図 、写真図版31)

<位置・検出状況>B区束、ⅣC5jグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北北西から南南東に下る

緩斜面を呈する。検出面は標高61.5～ 61,7mの Ⅲ層上面である。底面に向か うにつれてⅢ層からⅣ層

の漸移層に移行する。重複する遺構はない。

<平面形・規模 >開 口部は長軸方向96cIIl、 短軸方向69clllの 精円形状を呈する。深 さ16cIIlを 測る。壁は

外傾 している。底部は東西方向73clll、 南北方向56cmを測る。

<埋土>上位は黒色上、下位は黒褐色土を主体 とした自然堆積を呈し、 2層 に細分 した。

<底面>凹凸状を呈し、起伏に富んでいる。Ⅲ～Ⅳ層にかけての漸移層を掘 り込み床面としている。

標高は61.5m前後を測る。

遺 物

埋土から土師器 8gが出土した。

S K53土 坑

遺 構 (第 53図 、写真図版31)

<位置 。検出状況>B区西、ⅣC6aグ リッドに位置する。本遺構の周辺は北西から南東に下る緩斜

面であるが、ここより南東側斜面下はより傾斜が急になる。検出面は標高64.3～ 64.5mの Ⅲ～Ⅳ層に

かけての漸移層である。底面に向かうにつれてⅣ層に移行する。重複する遺構はない。東約11.8mに

S K54、 南約6.2mに S D42、 西約3.3mに S K12が位置する。斜面の崩落や畑造成時の削平に加え植

栽痕によって東側壁の上半部が消失している。

<平面形・規模 >上記の理由で南壁を消失 しているため、平面形 。規模ははつきりしない。開口部は

長軸約78cm、 短軸74cm残存 していることから、径80cm前後の円形ないし精円形状を呈すると思われる。

深 さ32cmを測る。断面形は半円状を呈する。底部は長軸56cm、 短軸48clllを 測る。

<埋土>黒褐色土を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は64.2m前後を演1る 。

遺 物

出土しなかった。

S K54土 坑

遺 構 (第 53図 、写真図版31)

<位置・検出状況>B区南、ⅣC6aグ リッドに位置する。本遺構の周辺は北西から南東に下る緩斜

面であるが、ここより南東側斜面下はより傾斜が急になる。検出面は標高63.2～ 63.4mの Ⅲ～Ⅳ層に

かけての漸移層である。底面に向かうにつれてⅣ層に移行する。重複する遺構はない。南約5.7mに

S D42、 西約11.3mに S K53が 位置する。

<平面形・規模 >開 口部径 1.18× 1,08mの 楕円形状を呈する。深さ8 cmを 測る。壁は底面から外傾 し

て立ち上がる。底部径0.99× 0.85mを測る。

<埋土>黒褐色土を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層面を掘 り込み底面としている。標高は63.2～63.3mを測る。
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遺 物

出上しなかつた。

S K56上坑

遺 構 (第 53図 、写真図版31)

<位置・検出状況>A区北、ⅢB3iグ リッドに位置する。本遺構の周辺は北東から南西に下る緩斜

面を呈する。検出面は標高71.4～ 71.6mのⅢ層上面である。底面に向か うにつれてⅣ層に移行する。

北約2.5mに S D48が位置する。重複する遺構はない。斜面の崩落や畑造成時の削平によつて、西側

壁が消失 している。

<平面形 。規模 >上記の理由で西壁を消失 しているため、平面形・規模ははつきりしない。開口部は

長軸約1.10m残存、短軸0,92m遺存 していることから、径1.2Xlm前後の精円形状を呈するものと

思われる。深 さ21clllを 測る。壁は底面から外傾 して立ち上がる。底部は長軸方向0。 96m残存、短軸方

向0.76m残存 している。

<埋土>黒褐色上を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>起伏に富む。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は71.2～ 71.4mを測る。

遺 物

出上しなかつた。

S K61土坑

遺 構 (第 54図 、写真図版31)

<位置・検出状況>A区北、ⅢB4eグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北東から南西に下る緩斜

面を呈し、ここより斜面下はより傾斜が急になる。検出面は標高70.2m前後のⅣ層上面である。重複

する遺構はない。北約0.5mに S106A・ B、 南東約6.8mに S K70、 西約3.3mに S K69が位置する。

<平面形・規模 >開 口部は長軸方向1.71m、 短軸方向0.64mの隅丸長方形状を呈する。深 さ17cIIIを 浪1

る。壁は底面から外傾 して立ち上がる。底部は長軸方向1.67m、 短軸方向0.56mを測る。

<埋土>暗褐色土を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層面を掘 り込み底面としている。標高は70。 lm前後を測る。

遺 物

埋土からガラス3.50gが出上した。流れ込みの遺物 と思われる。

S K63土坑

遺 構 (第54図 、写真図版32)

<位置・検出状況>A区南、ⅢB9cグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北東から南西に下る緩斜

面を呈する。検出面は標高67.4～67.5mのⅢ層上面である。底面に向か うにつれてⅢ～Ⅳ層にかけて

の漸移層に移行する。重複する遺構はない。南南西約1.7mに SK 111が位置する。

<平面形・規模 >開 口部径 1.02× 0.98mの円形状を呈する。深さ13cIIlを測る。壁は外傾 して立ち上が

る。底部径0.82× 0.82mを測る。

<埋土>直径 10～ 15clllの礫を含む黒褐色上を主体 とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>多少凹凸がある。Ⅲ～Ⅳ層にかけての漸移層を掘 り込み底面としている。標高は67.3m前後

を測る。
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遺 物

埋土から縄文土器 1l gが 出上した。流れ込みの遺物で、遺構に伴わないと思われる。

S K69土坑

遺 構 (第 54図 、写真図版32)

<位置・検出状況>A区北、ⅢB4dグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北東から南西に下る斜面

を呈する。検出面は標高70.1～70.2mのⅢ～Ⅳ層にかけての漸移層である。底面に向か うにつれてⅣ

層に移行する。重複する遺構はない。北東約4.3mに S106A・ B、 東約3.3mに S K61、 西約0,9m

に S D48が位置する。

<平面形 。規模 >開 口部径 1.10× 0.84mの精円形状を呈する。深さ22cmを測る。断面形は逆台形状を

呈する。底部径0.80× 0.64mを測る。

<埋土>Ⅳ層起源の褐色ブロックを含む黒褐色土を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>多少凹凸がある。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は69。 9～ 70.Omを浪1る。

遺 物

埋土から陶磁器片 lgが出上した。流れ込みの遺物で、遺構に伴わないと思われる。

S K70土坑

遺 構 (第 54図 、写真図版32)

<位置 。検出状況>A区北、ⅢB5fグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北東から南西に下る緩斜

面を呈する。検出面は標高70.2m前後のⅢ～Ⅳ層にかけての漸移層である。底面に向か うにつれてⅣ

層に移行する。重複する遺構はない。北西約 7mに S K61、 北西約7.lmに S106A・ Bが位置する。

<平面形・規模 >開 口部径1.43 X l.34mの 楕円形状を呈する。深さ27cmを測る。断面形は逆台形状を

呈する。底部径1.14× 1.07mを 測る。

<埋土>上位はⅣ層起源の褐色ブロックを含む黒褐色上、下位は直径 1～ 3 cIIlの礫を含む黒褐色土を

主体とした自然堆積を呈し、 2層 に細分 した。

<底面>若干凹凸があるが概ね平坦である。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高69.9～ 70.Omを測

る。

遺 物

埋土から縄文土器10gが 出土した。流れ込みの遺物で、遺構に伴わないと思われる。

S K72上坑

遺 構 (第 54図 、写真図版32)

<位置・検出状況>A区北、ⅢB8eグ リッドに位置する。本遺構の周辺は北東から南西に下る緩斜

面を呈し、ここより斜面下はより傾斜が急になる。検出面は標高70.6～70.7mのⅣ層上面である。重

複する遺構はない。南東約0.5mに S106A・ B、 西約1.2mに S D48が 位置する。

<平面形・規模 >開 口部径 1.02× 0。 93mの 円形状を呈する。深さ26cmを測る。壁は底面か ら外傾 して

立ち上がる。底部径0。 70× 0。 70mを測る。

<埋土>Ⅳ層起源の黄褐色土を多く含む暗褐色土を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>凸凹である。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は70,4m前後を決1る 。
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10Y R4/4プ ロック ol～ 3 calの 礫含
2 10Y R2/3黒褐色 しまり有 粘性無

ol～ 3 cllの 礫含

Ｋ７０半
S

Ｋ７２
�

S

ドN

S K81

し=67500m

S K81
1 10Y R2/1黒 色 しま り有 粘性やや有

IOY R5κ粒少量 焼土 炭微量

S K61・ 63・ 69,70,72・ 76・ 80・ 81土坑
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V 検出遺構と出土遺物

遺 物

出上しなかった。

S K76止坑

遺 構 (第54図 )

<位置・検出状況>A区北、ⅢB8fグ リッドに位置する。本遺構の周辺は北西から南東に下る緩斜

面を呈する。検出面は標高65,8～ 66.OmのⅢ～Ⅳ層にかけての漸移層である。重複する遺構はない。

北西約9.3mに S D49が位置する。

<平面形・規模 >開 口部径 1.20× 0。 82mの楕円形状を呈する。深 さ18cmを 測る。断面形は半円状を呈

する。底部径0,80× 0.62mを測る。

<埋土>暗褐色土主体の自然堆積を呈する。

<底面>若千凸凹がある。Ⅲ～Ⅳ層の漸移層を掘 り込み底面としている。標高65.8m前後を測る。

遺 物

出土しなかつた。

S K80土坑

遺 構 (第54図 、写真図版32)

<位置・検出状況>A区南、ⅣB3dグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北東から南西に下る緩斜

面を呈する。検出面は標高66.0～ 66.lmのⅢ層上面である。底面に向かうにつれてⅢ～Ⅳ層の漸移層

に移行する。重複する遺構はない。南南東約1.3mに S110、 南南西約 2mに S K82、 北西約6,7mに

S K81が位置する。

<平面形・規模 >開 口部径68× 68cmの 円形状を呈する。深 さ26cmを測る。断面形は半円状を呈する。

底吉[径44× 33cmを測る。

<埋土>黒褐色土を主体 とした自然堆積を呈し、 2層に細分 した。

<底面>若干凸凹がある。Ⅲ～Ⅳ層の漸移層を掘 り込み底面としている。標高65.8m前後を測る。

遺 物 (第55図 、写真図版48)

埋土から土師器284gが 出上した。このうち271の 上師器甕 Cを掲載 した。

S K81土坑

遺 構 (第 54図 、写真図版32)

<位置・検出状況>A区南、ⅣB2cグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北東から南西に下る緩斜

面を呈する。検出面は標高66.2m前後のⅢ～Ⅳ層にかけての漸移層である。底面に向かうにつれてⅣ

層に移行する。重複する遺構はない。北北東約6.lmに S107、 南東約6.7mに S K80が位置する。

<平面形・規模 >開 口部径 1.20× 0.82mの精円形状を呈する。深 さ13cmを浪」る。壁は底面から外傾 し

て立ち上がる。底部径0.80× 0。 62mを測る。

<埋土>黒色上を主体 とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>起伏に富む。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は66,lm前後を測る。

遺 物

出上しなかった。



4 その他の遺構

S K82土坑

遺 構 (第 55図 、写真図版32)

<位置 。検出状況>A区南、ⅣB3dグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北東から南西に下る緩斜

面を呈する。検出面は標高65.7～ 65.9mの Ⅲ～Ⅳ層にかけての漸移層である。底面に向か うにつれて

Ⅳ層に移行する。重複する遺構はない。北北束約 2mに S K80、 東北東約1.4mに S110が位置する。

<平面形・規模 >開 口部径 1.22× 1.20mの 円形を呈する。深さ18cmを 測る。断面形は半円状を呈する。

底部径は1.11× 1.09mを 測る。

<埋土>焼上を微量含む黒褐色土を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は65.6～ 65。 9mを測る。

遺 物

埋土から土師器が1l g出上した。流れ込みの遺物で、遺構に伴わないと思われる。

S K83土坑

遺 構 (第 55図 、写真図版33)

<位置・検出状況>A区北、ⅣA6j・ ⅣB6aグ ジッドに位置する。本遺構の周辺は北東から南西

に下る斜面を呈する。検出面は標高67.6～ 67.8mのⅣ層上面である。重複する遺構はない。東約5,9

mに S D50、 南東約5.2mに S K84が位置する。

<平面形・規模 >開 口部径 1.22× 0。 99mの精円形状を呈する。深 さ9 cmを測る。壁は外傾 している。

底部径 1.10× 0.88mを測る。

<埋土>黒褐色土を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>若干凸凹がある。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は67.5～ 67.7mを測る。

遺 物

出上しなかつた。

S K84土坑

遺 構 (第 55図、写真図版33)

<位置 。検出状況>A区北、ⅣB7aグ ジンドに位置する。本遺構の周辺は北東から南西に下る斜面

を呈する。検出面は標高66.6～ 66.9mのⅣ層上面である。重複する遺構はない。東約0。 2mに S D50、

北西約 5。 2mに S K83が 位置する。

<平面形・規模 >開 口部径 1.50× 1.20mの楕円形状を呈する。深 さ27cIIIを 測る。断面形は半円状を呈

する。底部径 1.19× 0。 97mを測る。

<埋土>黒褐色土を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は66.5～ 66.7mを測る。

遺 物

埋土から土師器 3gが出上した。流れ込みの遺物で、遺構に伴わないと思われる。

S K86土坑 (S K 102)

遺 構 (第 55図、写真図版33)

<位置 。検出状況>B区中央、ⅣBliグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北北西から南南東に下

る緩斜面を呈する。検出面は標高67.2～ 67.4mのⅣ層上面である。重複する遺構はない。北約 5。 8m

に S A02、 北北東約 6mに S K28、 東約4。 2mに S N01、 南約3.lmに S104、 南西約2,7mに S W01
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V 検出遺構と出土遺物
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1 10Y R2/2黒 褐色 しまり有 粘性少 し有 焼土微量
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第55図  S K82～ 86・ 86土坑、出土遺物

が位置する。撹乱によつて南壁上半部が消失 している。

<平面形・規模 >開 口部径2.00× 1.60mの 精円形状を呈する。深さ44cIIlを 測る。断面形は半円状を呈

する。底部径は1.04× 0,94mを測る。

<埋土>黄褐色・褐色ブロックが混入 した暗褐色土を主体とした単層の人為堆積を呈する。

<底面>概ね平坦を呈する。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は66.7m前後を測る。

遺 物

出土しなかつた。

S K86(S K 102)
1 10YR3/3暗 褐色 しまり有

粘性やや有
10Y R5/6・ 10V R4/4プ ロック

混入 炭微量

L=67600m

S K80

J

ロ ジ飲 民FF:::::::::3三三三三三三三三三
:::三三言:::且且::::::::Iitア'271



4 その他の遺構

(5)溝   跡

S D07溝跡

遺 構 (第 65・ 69図 、写真図版33)

<位置・検出状況>B区西、ⅣB5fグ リッドに位置する。本遺構の周辺は北西から南東に下る緩斜

面を呈する。検出面は標高65.4～ 65.5mのⅣ層上面である。重複する遺構はない。北約6.8mに SD
15、 北東約6.5mに S A01、 東約3.8mに S D08、 南約2.8mに S103、 南西約3.5mに S K01が位置す

る。

<規模・形状 >総長2.72m、 幅0。 17～0.23mを 測る。横断面形は半円状を呈し、深さ2～ 5 clllを測る。

<方向>西北西一東南東方向 (E-13° 一S)である。

<埋土>黒褐色上を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は65,36～ 65。 42m、 高低差は 6 clllを

測 り、西に向かうにつれて低くなっていく。

遺 物

出土しなかった。

S D08溝跡

遺 構 (第 65・ 69図 、写真図版33)

<位置・検出状況>B区西、ⅣB5gグ ジッドに位置する。本遺構の周辺は北西から南東に下る緩斜

面を呈する。検出面は標高65.5m前後のⅣ層上面である。北約4.7mに S A01、 南約 lmに S K06、

西約3.8mに S D07が位置する。

<重複関係 >S K10に 切られている。

<規模・形状 >S K10に 切 られているため、はっきりしない。確認 した部分では総長3.83m、 幅0.23

～0。 30mを決1る 。横断面形は半円状を呈し、深 さは 1～ 5 clllを測る。

<方向>西北西一東南東方向 (E-12° 一S)である。

<埋土>暗褐色上を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>概ね平坦である。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は65.4～65.5m、 高低差 14cIIIを 測 り、

東に向か うにつれて低くなつていく。

遺 物

出土しなかった。

S D13溝跡

遺 構 (第 65・ 69図 、写真図版34)

<位置・検出状況>B区西、ⅣB5iグ ジッドに位置する。本遺構の周辺は北西から南東に下る緩斜

面を呈する。検出面は標高65,3～65.5mのⅣ層上面である。南西約4。 3mに S K10、 北西約2.9mに S

A01が位置する。

<重複関係 >S K14に 切 られている。

<規模・形状>東側をS K14に切 られているため、はっきりしない。確認 した部分では総長3.73m、

幅0.20～ 0.29mを測る。横断面形は半円状を呈し、深さは 6～ 9 cmを 測る。

<方向>西北西一東南東方向 (E-10° 一S)である。
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V 検出遺構と出土遺物

<埋土>黒褐色上を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>多少凹凸がある。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は65.2～ 65.4m、 高低差は21clllを 測

り、東に向か うにつれて低くなっていく。

遺 物

出土しなかつた。

S D15溝跡

遺 構 (第65・ 69図、写真図版34)

<位置 。検出状況>B区中央、ⅣB3f・ 4fグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北から南に下る

緩斜面を呈する。検出面は標高66.0～66.3mの Ⅳ層上面である。北北東約5,7mに S K15、 東北東約 5。

3m、 東約4.8mに S D18、 南約6.8mに S D07が位置する。

<規模・形状 >幅0.24～ 0.51mの溝が、長軸2.46m、 短軸2.30mの馬蹄形状に巡つている。横断面形

は逆台形状を呈し、深 さは4～40clllを 測る。

<方向>西北西―東南東方向 (E-12° ―S)である。

<埋土>黒褐色土主体を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>起伏に富んでいる。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は67.4～ 67.7m、 高低差は32cmを

測 り、南に向か うにつれて低くなつていく。

遺 物

出上しなかった。

S D18溝跡

遺 構 (第65・ 69図、写真図版34)

<位置 。検出状況>B区中央、ⅣB3g・ 3h・ 4h。 4iグ リッドに位置する。本遺構の周辺は北

から南に下る緩斜面を呈する。検出面は標高67.5～ 67.8mのⅣ層上面である。重複する遺構はない。

北約0.6mに S D19、 東約3.5mに SK 101、 南約3.2mに S A01が位置する。

<規模・形状>総長7.81m、 幅0,13～0.35mを 測る。横断面形は半円状を呈し、深さ7～ 9 clllを 測る。

<方向>西北西―東南東方向 (E-12° 一S)である。

<埋土>黒褐色上を主体とした単だの自然堆積を呈する。

<底面>起伏に富む。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は67.4～ 67.7m、 高低差は32cIIlを 測 り、

東に向か うにつれて低 くなっていく。

遺 物

出上しなかった。

S D19溝跡

遺 構 (第65・ 69図、写真図版34)

<位置 。検出状況>B区中央、ⅣB3g・ 3hグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北西から南西に

下る緩斜面を呈する。検出面は標高67.7～ 67.9mのⅣ層上面である。重複する遺構はない。北約3.6

mに S D23、 南約0.6mに S D18が位置する。

<規模・形状>総長5.37m、 幅0。 23～ 0.33mを測る。横断面形は半円状を呈し、深さは13～ 17clllを 測

る。
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<方向>西北西―東南東方向 (E-12° 一S)である。

<埋土>Ⅳ層起浜の褐色上を含む暗褐色土主体を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>多少凹凸がある。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は67.5～ 67.8m、 高低差は28cIIlを 預1

り、東に向かうにつれて低 くなっていく。

遺 物

出上しなかった。

S D23溝跡

遺 構 (第 65。 69図、写真図版35)

<位置・検出状況>B区中央、ⅣB2g・ 2h・ 3h・ 3ニ グリンドに位置する。本遺構の周辺は北

から南に下る緩斜面を皇する。検出面は標高67.9～ 68.3mのⅣ層上面である。北約2.3mに S102、

南南東約4.7mに SK 101、 南約3.6mに S D19、 西北西約1.6mに S K15が位置する。

<重複関係 >S K17に 切 られている。

<規模・形状>総長 10。 8m、 幅0.06～ 0.48mを測る。横断面形は半円状を呈し、深さは 5～ 20cIIlを 測

る。

<方向>西南西一東南東方向 (E-13° ―S)である。

<埋土>Ⅳ層起源の褐色土を含む暗褐色土主体を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>径 19～ 26cm、 深 さH～ 33cIIlの 円形を呈するピット14個 と長軸0.78～ 1.23m、 短軸0。 28～ 0.48

mの楕円形状を呈する深 さ16～ 24clllの ピット2個を検出。溝の底面とピン トはⅣ層を掘 り込み底面と

している。溝の底面はピットがあるために起伏に富んでいるが、ピッ トの底面は概ね平坦である。標

高は67,7～ 68.3m、 高低差は55,7clllを 測 り、東に向か うにつれて低 くなっていく。

遺 物

出上しなかった。

S D36溝跡

遺 構 (第 62・ 69図 、写真図版 35)

<位置・検出状況>B区北、ⅢB8i・ 9iグ ジンドに位置する。本遺構の周辺は北から南に下る緩

斜面を呈する。検出面は標高68.2～ 68.6mのⅣ層上面である。南東約3.8mに S K28、 南南西約2.6m

に S A02、 南西約4.6mに S K20が位置する。

<重複関係 >重複する遺構はないが、南側を植栽痕によって切 られている。

<規模・形状>総長4.80m、 幅0.32～ 0.48mを測る。横断面形は半円状を呈 し、深さは 5～ 20clllを 測

る。

<方向>南南西―北北東方向 (N-25° 一E)である。

<埋土>Ⅳ層起源の褐色ブロックを含んだ暗褐色土を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>起伏に富む。Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は68.2～ 68.6m、 高低差は42clllを 測 り、

南に向か うにつれて低 くなっていく。

遺 物

出土しなかつた。

―-84-―



V 検出遺構と出土遺物

S D42溝跡

遺 構 (第 67・ 69図 、写真図版35)

<位置・検出状況>B区南、ⅣC7a～ 7dグ リッドに位置する。本遺構の周辺は北から南に下る斜

面を呈する。本遺構より斜面下は傾斜が急になる。検出面は標高62.3～ 64mのⅢ～Ⅳ層面で、斜面上

位から下位に向か うにつれてⅢ～Ⅳ層へと移行する。重複する遺構はない。北約6.2mに S K53、 北

約5,7mに S K54が位置する。

<規模・形状 >東側が調査区外にのびているため、全容ははつきりしない。確認 された部分では総長

20.08m、 幅0.41～ 1.13mを 測る。横断面形は逆台形状を呈し、深 さは 4～ 26cmを 測る。

<方向>東西方向 (W-5° 一S)である。

<埋土>黒褐色土を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>凸凹である。検出面から底部に、斜面上位から下位に向か うにつれてⅢ～Ⅳ層に移行するた

め、Ⅲ～Ⅳ層を掘 り込み底面としている。標高は62.3～ 63.95m、 高低差は1.64mを測 り、東に向か

うにつれて低くなっていく。

遺 物

埋土から土師器 6gが出上した。流れ込みの遺物で、遺構に伴わないと思われる。

S D43,寺 跡

遺 構 (第 64。 69。 70図 、写真図版36)

<位置 。検出状況>B区北、ⅢC9cグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北から南に下る緩斜面を

呈する。検出面は標高67.7～ 67.8mの Ⅲ～Ⅳ層にかけての漸移層である。重複する遺構はない。東約

0.8mに S K26、 南約1.2mに S104が位置する。

<規模・形状>総長2.36m、 幅0.20～ 0.33mを測る。横断面形は半円状を呈し、深 さは 1～ 1lcmを 測

る。

<方向>西北西一東南東方向 (W-26° 一N)である。

<埋土>黒色上を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>若干凹凸はあるが概ね平坦である。Ⅲ～Ⅳ層の漸移層もしくはⅣ層を掘 り込み底面としてい

る。標高は67.6～ 67.8m、 高低差は22cmを測 り、東に向かうにつれて低 くなる。

遺 物 (第 43図 )

埋土から石器 1′点(2g)、 陶磁器碗 1′煮(2g)が出上した。このうち272の 陶磁器碗を掲載 した。

産地は不粥だが、在地の可能性がある。所属時期は18世紀代の可能性が想定される。

S D44,寺 跡

遺 構 (第 64・ 69図 、写真図版36・ 37)

<位置 。検出状況>B区北、ⅢC9d・ 9e・ 8e。 8fグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北西

から南東に下る緩斜面を呈する。本遺構の斜面下は近世墓が検出された部分以外は畑造成時の削平を

受けてお り、崖状となっている。検出面は標高67.7～68.2mのⅢ～Ⅳ層にかけての漸移層である。重

複する遺構はない。北約0,4mに S K31・ 32、 北約 5mに SK 104、 南約 1～ 2mに近世墓群、南西

約0.8mに S K26、 南西約6.2mに S D45が位置する。

<規模・形状 >総長13.52m、 幅0.58～ 1.50mを測る。横断面形は逆台形状を呈 し、深 さは 9～ 56clll

を測る。
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4 その他の遺構

<方向>西南西一東北東方向 (W-26° 一S)である。

<埋土>2層に細分 した。上位は黒褐色土、下位は暗褐色土を主林 とした自然堆積を呈する。

<底面>若千凹凸はあるが概ね平坦である。Ⅲ～Ⅳ層の漸移層もしくはⅣ層を掘 り込み底面としてい

る。標高は67.6～67.9m、 高低差は32.3cIIlを 測 り、東に向か うにつれて低 くなる。

遺 物

埋土から土師器154gが 出上 した。

S D45溝跡

遺 構 (第 64・ 69図、写真図版37)

<位置 。検出状況>B区東、ⅢC9g。 9hグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北から南に下る緩

斜面を呈する。検出面は標高66.4～66.6mのⅢ～Ⅳ層にかけての漸移層である。重複する遺構はない。

北東約6.2mに S D44が位置する。

<規模・形状>総長3.26m、 幅0.27～ 0.45mを測る。横断面形は半円状を呈し、深 さは 2～ 10cmを 測

る。

<方向>東西方向 (W-6° 一N)である。

<埋土>黒色土を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>多少凹凸がある。標高は66.3～66.6m、 高低差は29cIIlを測 り、東に向かうにつれて低くなる。

遺 物

出土しなかった。

S D48溝跡

遺 構 (第 57・ 58図 、写真図版38・ 39)

<位置・検出状況>A区、ШB2f～ 21・ 3i。 3j・ 3d。 4d・ 4c・ 5c・ 6b・ 6c・ 7

b・ 8a・ 8bに位置する。畑造成時の削平によつて、本来一連のものが二つに分かれている。便宜

的に北側 と南側 と呼ぶ。北側は北から南に下る緩斜面を呈する。検出面は標高71.2～ 72.Omの Ⅳ層上

面である。南側は北東から南西に下る緩斜面を呈する。本遺構より斜面下は傾斜がより急峻となる。

検出面は標高68.1～ 70.5mの Ⅲ～Ⅳ層にかけての漸移層である。重複する遺構はない。東約0。 9mに

S K69、 東約1.2mに S I06A・ B o SK72、 東約6.2mに S D49、 南約2.5mに S K56、 東約1.2mに

S106A・ B、 西約1.2mに S D50が位置する。

<規模・形状>北側は総長22.20m、 幅0.30～ 0.83mを測る。横断面形は半円状を呈し、深さは 3～

12cmを測る。底面標高71.1～ 72.Om、 高低差は87cmを測 り、西に向か うにつれて低 くなっていく。

南側は総長33m、 幅0.39～ 1.31mを 測る。横断面形は半円ないし逆台形状を呈し、深さは 5～ 20cmを

測る。

<方向>北側は西北西―東南東方向 (W-30° 一N)、 南側は南南西一北北東方向 (W-36° 一 S)

である。

<埋土>北側と南側の北半は暗褐色上、南側の南半は黒掲色土を主体 とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>凹凸に富む。標高は68～ 70.4m、 高低差は242cmを測 り、南に向か うにつれて低くなる。

遺 物

埋土から縄文土器 16g、 陶磁器 2gが出上した。流れ込みの遺物で、遺構に伴わないと思われる。
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L=72200m

N

S D50
1 10Y R3/4暗 褐色 しまり有 粘性無

10Y R4/6混入 炭少量

V 検出遺構と出土遺物
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2 10Y R3/3暗 褐色 しま り有 粘性少 し有

o3clの礫 10Y R5/6含
3 10Y R2/3黒 褐色 しま りやや有 粘性少 し有

φ 3～ 10側 の礫 10Y R4/6少量 炭 焼土微量
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r

第58図 S D48～ 50溝跡 (2)
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4 その他の遺構

S D49溝跡

遺 構 (第 57・ 58図、写真図版37)

<位置・検出状況>A区北、ⅢB6d。 7c,7dグ リンドに位置する。本遺構の周辺は北から南に

下る緩斜面を呈する。検出面は標高69。 2～69.4mのⅣ層上面である。重複する遺構はないが、中央付

近を攪乱によつて切 られている。南東約9.3mに S K76、 西約6.2mに S D48が位置する。

<規模・形状 >総長6.75m、 幅0.20～0.37mを測る。横断面形は逆台形状を呈し、深さは 4～ 9 cmを

測る。

<方向>西南西―東北東方向 (W-36° 一S)である。

<埋土>黒褐色土を主体とした単層の自然堆積を呈する。

<底面>凹凸である。標高は69.1～ 69。 3m、 高低差22.5cIIlを 測 り、南に向か うにつれて低くなってい

く。

遺 物

出上しなかった。

S D50溝跡

遺 構 (第 57・ 58図、写真図版39)

<位置 。検出状況>A区北、ⅢB4c。 5b・ 5c,6b・ 7a・ 7bグ リッドに位置する。本遺構

の周辺は北東から南西に下る斜面を呈する。本遺構の斜面下はより傾斜が急になる。検出面は標高

68.3～ 68.4mの Ⅳ層上面である。東約1.2mに S D48、 西約0.2mに S K84、 西約 5。 9mに S K83が位

置する。

<規模・形状 >総長19,02m、 幅0。 65～ 1.35mを測る。横断面形は半円ないし逆台形状を呈 し、深 さ

イま7～ 23cmを沢Jる 。

<方向>南南西一北北東方向 (N-26° 一E)である。

<埋土>褐色土混入 した暗褐色土を主体とする単層の自然堆積を呈する。

<底面>起伏に富む。標高は68.4～ 69。 2m、 高低差は78.9clllを 測 り、南に向かうにつれて低 くなって

ヤヽく。

遺 物

埋土から縄文土器15gが 出上した。流れ込みの遺物で、遺構に伴わないものと思われる。

柱穴状土坑

遺 構 (第 59～ 68図、第 1表 )

調査区で検出された柱穴は206基 を数え、削平が著 しいB区北と中央南を除く調査区各地から検出

された。平面形は円形 。精円形・方形・隅丸方形・不整形などがあり、規模は20～ 94cIIl、 深 さは 3～

56cmを預Jる 。掘 り方をもつた柱穴や、掘立柱建物跡を構成する柱穴は確認 されていないが、一部柱穴

列を構成する柱穴は検出された。埋土は黒褐色土～暗褐色土主体の自然堆積を呈している。

これらの柱穴からは確実に遺構に伴 うと思われる遺物は出上しなかつた。そのため、所属時期は不

明である。 (150・ 151は欠番)

遺 物

P20埋土から土師器3.37gが出土した。
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4 その他の遺構

¢
Ｅ
Ｏ

毒
鍵

ざ
　
〓◎

ぴ

‐争Ｑ

筆
０「

弊
＼

平

０ぽ患
ギ

≡０

ぴ・零

９

ぴ

導
⑥

』
０

彗
ギ

　
　
芸＠
　

　

奮
ギ

第60図 注穴状土坑 C2)

―-921-―



V 検出遺構と出土遺物
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4 その他の遺構

5 遺 構 外 出土遺 物

試掘・粗掘・検出時に調査区各地から縄文土器8,962g、 土師器1,272g、 陶磁器26g、 石器425g、

金属製品46g、 ガラスが4g出上した。 (A区からは縄文土器5,782g・ 土師器 183g・ 陶磁器57g・

石器73g・ 金属製品 9g出土。 B区からは縄文土器3,180g、 土師器1,050g、 陶磁器51g、 石器356

g、 金属製品36g、 ガラス4g出土。)

縄文土器は畑造成時の削平を比較的免れた調査区斜面下に位置するA区南・ B区東から大半が出土

している。これ らは斜面上位からの流れ込みの遺物であると考えられる。上師器はA区北・ B区西・

中央から比較的的多く出土してお り、竪穴住居跡の分布状況と対応 している状況が うかがえる。陶磁

器・金属製品・ガラスはA区南・ B区中央から出土している傾向が認められる。 B区中央は近世墓域

があることから、墓域の位置と対応 している状況がうかがえる。 しかし、A区南では攪乱から出土し

ているものがほとんどである。斜面上位の流れ込みの遺物か畑造成時に消滅 した遺構の遺物である可

能性が想定される。

なお、遺構外に出上した金属製品の中には鉄洋もあるが、近現代の遺物の可能性もあるのでここで

は取 り扱わない。

縄文土器 (第 70・ 71図、写真図版49)

<斜縄文 (LR)>273・ 276・ 287・ 288・ 292は が施文されている。275・ 288・ 292は 口縁部がやや湾曲

(外反)し て立ち上がる。胎土に繊維含。

<斜縄文 (RL)>277・ 279・ 282・ 283・ 285,293～ 295。 299～ 305。 307・ 309・ 314は斜縄文 (RL)が

施文されている。283・ 300・ 301は 口縁部直線的に立ち上がる。277は磨 り消しが施 されている。胎土

に繊維含。

<羽状縄文>284・ 286・ 287・ 289・ 290・ 291・ 292・ 315は羽状縄文である。287・ 290・ 291・ 287は R
LttR L、 非結節、菱形文である。284・ 286・ 292・ 315は LRttRL、 非結節、菱形文である。289

はR LttR L、 結節、菱形文である。

<ループ状縄文>274・ 296・ 298・ 311・ 312・ 313ループ状縄文である。 C字と逆C字のいずれも認め

らオしる。

<S字状連鎖文 >275は S宇状連鎖文である。

<単軸絡条体>278・ 310は単軸絡条体である。撚 り方は残存状況不良のため不明。
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5 遺構外出土遺物
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V 検出遺構と出土遺物
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5 遺構外出土遺物
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V 検出遺構と出土遺物
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5 遺構外出土遺物
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V 検出遺構と出土遺物
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5 遺構外出上遺物

S D07

A   L=651700m    ズ      =   L-65.71111�      」      C   L 65 600m     ヴ       G   L 68.000m

S D07

1.10YR22黒褐0しまり有 粘性無 10Y RFた 粒含

S D08
1.10YR3た暗鶴色 しまり有 粘性終 16vR5/6H■e炭少量

S D13
1 10VR3/2黒 褐色 しまり有 粘性少し有 10V R5ぬ粒含

S D08 S,13

S D43

M  L 67 800m    ∬

S D43
1.10マ R2/1黒色 しまり有 粘牲無

oこ～5れの穣少量

G′

S D15 S D15 S D15

D  L 66.500m    ゴ       E  L 66お 00聴      J       F   L 661400m       ド

S D15
1 10YRa/2黒 褐色 しまりやや有 粘性少し有 10YRν弛 含

S D23
1.10YR3/4暗 褐色 しまり有 粘性無 10Y R4/4混入 10Y RS/6粒含

S D3G

I   L報 1699■        r

S D3G
l 10YR3/3暗 褐色 しまり有 粘性少し

10YR4/4ブ ロックを含

S D42

」    L-641500m

SD“
N    L-68剖 04

S D42

丁       K  L 64 500H

SD“
Nf       o       L 68 2oon

SD射
ヴ     P       L 68 300m

で

S D42
1_10VR22黒褐色 しまり有 粘桂少 し有 10Y Rワ砂 量 下位を中心に 05-10伽の礫含

S D44

ご     R       L 68 200m だ

S D43

Q         レ 6患 =3011m

SD“

】:隅畳箭忌観をし謝驚暮鍵脇素4:認覆8餡塩報う篤繊

S D19 S D18

S D13
1,10Y R3カ暴褐色 しま りやや有 粘性少 し有 10YR5た粒含

S D19
1 10YR3/4暗 褐与 しまり有 粘性無 10YR4/4浪 入 10YR5た 粒含

S D45

S  L-66300m     ざ

S D45
■ 16YR2/1黒色 しまり有 粘性無

10YR5ん糎微量

-102-
第69図  S D07・ 08・ 13・ 18・ 19・ 23・ 36・ 43～45溝跡

0                 1m



第 1表 柱穴状上坑観察表

V 検出遺構と出土遺物

NO
グリン ド

名

径

(clll)

深 さ

(cm)

検出面
標高 (m)

底面
標高 (m)

備 考 NO
グリッド

名
径

(clll)

深さ

(clll)

検出面
標高 (m)

底面

標高 (m)
備 考

l ⅢB3質 42× 35 149 7 7 Ⅳ Blc 39× 28 55 66 65 66 59

2 ⅢB3富 35× 31 103 ⅣBlc 66〉〈61 191 66 82 66 63

3 ⅢB3真 44× 34 168 Ⅳ Bld 43× 36 66 96 66 88

4 ⅢB3h 38× 30 138 Ⅳ Bld 40× 35 23 4 66 95 66 71

5 ⅢB4d 43× 38 11 8 70 26 ⅣB2c 38× 35 119 66 34 66 22

6 ШB4f 71× 69 20 2 7 70 62 Ⅳ B2d 60〉く52 85 66 52 66 43

7 ⅢB4f 45× 38 199 70 50 Ⅳ B3c 93× 71 170 65 97 65 80

8 ⅢB41 46× 40 20 3 7 70 42 ⅢA5 70〉く65 28 8 68 49 68 20

9 ⅢB4真 67× 62 22 6 70 70 ⅢB6a 57× 55 24 8 67 97 67 72

0 ⅢB4更 26× 26 70 71 ⅢB6a 58〉く43 187 67 51 67 33

ⅢB4寅 50× 50 25 4 70 38 ⅢB9 35× 31 141 68 09 67 95

2 ⅢB5d 40× 35 109 69 62 ШB9 35× 29 110 68 00 67 89

3 ⅢB5d 58× 42 183 7 69 52 ⅢB9 63× 59 180 67 98 67 80

4 ⅢB5e 28× 24 107 70 50 69 94 ⅢB9a 31× 31 68 10 68 00

5 ⅢB5e 20× 20 110 70 50 69 85 ⅢB10h 74× 55 17 7 67 91 67 73

6 ⅢB5f 39× 30 13,9 70 50 70 17 Ⅲ C10a 40× 27 17_4 67 78 67 60

ⅢB5f 75× 52 140 70 50 70 03 皿 C7d 25〉く22 133 69 08 68 94

8 ⅢB5f 24× 21 70 50 70 23 ⅢC7e 36× 31 169 69 18 69 01

9 ⅢB5f 43× 29 108 70 50 70 35 ⅢC7e 25× 18 251 69 17 68 92

ⅢB5 49× 38 70 50 70 36 土師 器 片 出 土 ШC7e 29× 26 115 68 86 68 75

ⅢB5R 66〉く46 175 69 11 69 20 ⅢC7e 50× 44 157 68 75 68 60

ⅢB5 34× 31 70 70 00 69 66 ⅢC71 35× 26 21 1 68 33 68 12

ⅢB5宮 42× 29 79 70 00 69 58 ШC7f 35× 30 315 68 25 68 94

ⅢB5g 60× 53 20 4 70 00 69 52 ⅢC8c 22× 19 68 64 68 54

ⅢB5h 35× 27 140 70 00 69 76 ⅢC8c 26× 23 136 68 39 38 25

ⅢB5h 46× 40 139 70 00 69 71 ШC8d 39× 32 128 68 78 68 65

ⅢB6d 47× 35 117 69 47 ⅢC8d 42〉〈42 130 68 71 68 58

ⅢB6d 45× 31 68 72 68 86 ⅢC8d 56〉く47 148 68 58 68 43

ⅢB6f 63× 42 195 70 50 69 85 ⅢC8d 58× 52 164 68 42 68 26

ⅢB6f 25× 23 178 68 66 肛 C8d 33〉く23 120 68 87 38 25

ⅢB6f 40× 33 120 68 70 ⅢC8e 40× 30 318 68 54 68 23

ⅢB7f 94× 69 185 68 43 ⅢC8e 35〉〈27 142 68 37 38 23

ⅢB6真 30× 20 108 68 79 ⅢC8e 34× 31 39 1 68 24 67 85

ⅢB6 84× 64 145 69 25 ⅢC8e 47× 39 176 68 35 68 17

ⅢB6R 50× 48 26 8 68 84 ⅢC8e 22× 22 178 68 10 67 92

ⅢB6h 47× 32 170 69 69 44 ⅢC8e 27× 23 233 68 53 68 30

ⅢB6h 35× 32 137 69 44 ⅢC8 41× 37 21.4 68 44 68 23

ШB6h 53× 46 187 69 08 ⅢC8 35× 27 10,7 68 18 68 08

ⅢB7 69× 65 193 68 88 ⅢC8 27× 23 18.8 68 13 67 94

ⅢB7質 45× 42 16 1 68 83 ШC8 34× 27 11.3 68.16 68.05

ⅢB7d 42× 80 155 68 68 09 ⅢC8 39× 86 150 68,03 67.88

ⅢB7e 81× 64 196 69 02 68 21 ⅢC8 28× 21 158 67 74 67 58

ⅢB7e 76× 72 218 69 02 68 13 ⅢC8 28× 28 318 67 66 67 34

ⅢB7f 34× 32 69 01 68 67 ⅢC8 32× 30 217 67 62 67 40

ⅢB8b 91× 72 113 67 63 67 14 ШC9c 26× 24 109 68 29 68 18

ⅡB8b 72× 55 233 67 63 67 01 ⅢC9c 35× 29 68 32 68 23

ⅢB8b 43× 35 147 67 63 67 13 ⅢC9c 32× 25 124 68 19 68 07

ⅢB8d 35× 29 68 72 68 11 ⅢC9c 29× 28 163 68 21 68 05

ⅢB8d 35× 31 68 72 68 08 ⅢC9c 44〉く43 63 68 24 68 18

ⅢB8d 59× 51 7] 67 62 67 81 ⅢC9c 53× 35 68 18 68 10

ⅢB8d 71× 60 152 67 62 67 74 ⅢC9c 24× 23 136 67 97 67 83

ⅢB8d 56× 39 218 67 62 67 82 ⅢC9c 50× 40 128 67 99 67 87

ⅢB8e 66× 53 159 69 02 68 18 ⅢC9d 47× 29 156 68 35 68 19

ⅡB8e 60× 53 174 69 02 68 18 ⅢC9e 35× 25 68 21 68 14

ⅢB8f 44× 42 198 69 02 68 45 Ⅲ C10富 24× 24 66 02 65 94

ⅢB9b 39× 29 10 1 67 63 67 22 Ⅲ C10軍 22× 20 65 80 65 74

ⅢB9b 34× 31 37 0 67 63 67 02 Ⅲ C10真 32× 27 65 78 65 68

ⅢB9c 40× 34 104 67 63 67 86 ⅣB2g 48× 38 10 9 67 25 67 14

ⅢB9c 27× 23 136 67 62 67 60 ⅣB3f 47× 37 169 66.45 66 28

ⅢB9d 33× 31 132 67.63 67 48 ⅣB3h 32× 29 66.43 66 35

ⅢB9d 43× 32 104 67 62 67 53 ⅣB3 23× 19 66 26 66 22

ⅢB9f 74× 57 136 68 12 67 79 ⅣB3 24〉(22 66 26 66 19

ⅢB9f 74× 45 11 7 68 12 67 82 ⅣB4 30× 30 66 00 65 92 P16
ⅢB9f 30× 29 190 68 12 67 60 ⅣB4 20× 19 65 98 65 89 P17
Ⅲ B10a 56× 46 190 67.34 66.28 ⅣB4 37× 36 130 65 69 65 56

Ⅲ B10b 59× 57 317 68 43 66.61 ⅣBle 28× 26 160 67 09 66 93

Ⅲ B10e 31× 30 146 68 13 67 26 ⅣB5e 25× 24 25 7 65 32 65 06 Pl

Ⅲ B10f 32× 31 190 68 12 67 60 ⅣB5e 35× 27 22 1 65 30 65 08 P2

rvB l a 86× 66 184 67 34 66 01 ⅣB5e 23× 22 196 65.24 65 04 P3
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5 遺構外出土遺物

No
グリッド

名
径

(clll)

深さ

(cm)

検出面
標高 (m)

底面
標高(m)

備 考 NO
ドリッ

名

グ 径

(clll)

深 さ

(clll)

検出面
標高 (m)

底面
標高(m)

備 考

Ⅳ B5e 33〉く29 187 65 23 65 04 P4 Ⅳ C4h 33× 31 14 62 63 62 51

ⅣB5e 43× 42 112 65 19 65 19 P7 177 Ⅳ C4 46× 34 62 55 62 40

ⅣB6e 44× 37 165 65 09 64 92 P6 Ⅳ C4 46× 35 62 40 62 26

Ⅳ B6e 46× 35 15 3 65 07 64 91 Ⅳ C4 32× 25 62 15 62 01

Ⅳ B61 51× 39 231 65 18 64 95 Ⅳ C5h 53× 43 22 4 62 50 62 28

凸′B6f 22× 21 100 65 16 65 06 P 0 Ⅳ C6真 31× 27 164 61 92 61 76

Ⅳ B6富 42〉く41 65 19 65 10 P 2 Ⅳ C6更 27× 25 215 61 50

Ⅳ B6h 51× 37 13 8 65 12 64 98 P 3 Ⅳ C6真 33× 32 36 5 61 38 61 02

Ⅳ B6h 50× 39 188 64 96 64 78 P 4 Ⅳ C6h 27× 23 26 8 61 30 61 04

Ⅳ B6h 25× 25 64 95 64 38 P 5 Ⅳ C6h 27× 21 115 61 25

Ⅳ B6i 47)(38 148 64 73 64 58 Ⅳ C6h 45× 35 107 61 30

Ⅳ B7h 41× 40 187 64 79 64 61 ⅣC71 26× 26 11_6 61 34 61 22

Ⅳ C6b 70× 60 20 7 64 08 68_87 Ⅳ C7質 22× 22 140 61 34 61 20

Ⅳ C5b 53× 47 189 64 49 64 31 Ⅳ C7宮 23× 22 24 0 60 99 60 75

Ⅳ C5c 41× 34 194 65 03 64 88 Ⅳ C7真 23× 18 107 61 02 60 91

Ⅳ C5c 22× 22 22 0 64 80 64 58 ⅣC7h 42× 37 29 9 61 11 60 81

Ⅳ B6 25× 23 11 1 64 61 64 50 ⅣC2h 25× 21 82 63 78 68 69

Ⅳ B6 80× 28 180 64 56 64 38 ⅣC2h 38× 32 120 63 73 63 61

ⅣC6a 35× 31 119 64 26 64 14 ⅣC2i 36× 29 120 63 82 63 70

ⅣC6a 37× 37 16 1 64 08 63 92 ⅣC3h 29× 22 81 63 58 63 50

ⅣC6b 23× 21 142 63 66 63 51 ⅢB6R 65× 55 114 69 24 69 12

ⅣC6c 28× 22 101 64 50 64 40 ⅢC10h 75× 59 20 5 65 86 65 66

ⅣC6c 28× 22 81 64.55 64 47 ⅢC10a 52× 31 16.6 67 46 67 29

ⅣC6c 32× 31 17.7 64 39 64 21 Ⅳ Cla 32× 26 16 2 67 27 67 11

ⅣC7a 28× 26 180 64 25 64 07 Ⅳ Clb 23× 20 105 67 20 67 09

ⅣC7a 52× 40 91 64 04 63 95 Ⅳ Bl 30× 25 55 9 66 74 66 18

ⅣC7a 46× 38 102 63 92 63 82 202 Ⅳ Cla 50× 33 159 67 00 66 84

ⅣC7a 30〉〈28 105 63 84 63 74 Ⅳ Cla 42× 28 22 1 66 95 66 73

ⅣC7a 34× 33 64 08 63 99 Ⅳ Cla 32× 29 34.8 66 69 66 35

ⅣC3i 48× 42 11 7 62 96 62 84 Ⅳ Cla 26× 22 103 66 82 66 72

ⅣC3i 47× 38 62 92 62 82 Ⅳ Cla 29× 25 47 4 66 72 66 24

ⅣC3i 47× 41 167 62 76 62_59 Ⅳ B2 28× 24 333 66 58 66 25

ⅣC3i 45× 40 140 62 57 62 43 Ⅳ C2a 28× 28 112 66 52 66 40

ⅣC4h 28〉く27 13 0 62 69 62 56 Ⅳ Bl宜 41× 30 67 28 67 20
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V 検出遺構と出土遺物
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5 遺構外出土遺物

p臨縁
⌒

ψ3

_割

8

少渥遂油 ≦‖な
_割

9    ⇔  320

鰯

』

∩出田Ⅲ出出円‐―‐出‐ィ‐円出附Ｗ
３２

６
ｍ
円
――ｌ
υ

Δ

O     石器    5 cn

― ―

            (1/2)

0       土器      10cm
l                 (1/3)

か鶯@
_       324

乾 6

益

第71図 遺構外出土遺物 (2)
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V 検出遺構と出土遺物

石器 (第 71図 、写真図版49・ 50)

320は所謂凹基鏃、321は所謂平基鏃である。317～ 319。 322～329は不定形石器である。

土師器 (第 71図 、写真図版49)

B区東端より出上した316の 1点を図示 した。非ロクロ成形の丸底の不もしくは浅鉢状のものであ

る。底部から若干丸みをもつて日縁部まで立ち上がり、内面黒色処理 。
^ラ

ミガキ、外面下半はヘラ

ケズヅ、上半はヘラミガキ調整が施されている。

金属製品 (第 71図 、写真図版50)    _

330は煙管の雁首。331は煙管の吸日である。336～339は釘である。

陶器・陶磁器 (第 71図 、写真図版50)

332は近世の橋鉢の日縁部破片である。産地は不明であるが、在地ではないかと思われる。333は肥

前産の碗である。時期は19世紀前半である。355は小皿、356は碗である。

◎

留

bワ 娃フⅧ

爵

，

Ｖ

‐

３３‐

⑬

第71図 遺構外出土遺物 (3)

0    金属製品   5 cm

― ―

           (1/2)

0       陶磁器      10Cm
(1/8)
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5 遺構外出土遺物

第 2表 土器観察表
( ):推 定、[ ]残存値

区域
出難 置 属位

焼
成

図
版 版

ヨヨナア ヘラナデ/ヨ ヨナア
10YR7ね明黄愕

真 密 砂含

上 師 器
密

7 SYR7ね 橙/7 5YR7/6橙

喪
CII

7 5YPa/6浅 黄橙/

上 師 器
甕

7547/8費 構/5 YR7/8橙

喜

上 師 器
霊 土と揆合

[SO]
ナア ヘラナデ/

10YR7/6明黄褐

7 5YR7/6☆橙/
7 5YRT/6黄橙

１
八

合
小

砂

の
平面実測 埋上と按合

養
[24]

2 5YR5/6明 赤褐/

菱

16 23 煙道理上 (206) [295] ベラナア/ベラナデ (強い)

北東床面 理とと接合

甕
[172]

10YRe/4浅芸橙/
10YR3/4浅黄橙

[122]
10YR?/6明黄福

養
[77]

単位の細いハケメかベラミガキ
7 5YR7/6橙 /7 6YR76橙

上 師 器
甕

7 5YR6/6控 /7 5YR6/0橙

[112]

土 師 器
菱

7 5YR6/4に Ⅲい橙/ 反転実副。輸積痕 ,オ

土 師 器
菱

t02] JOYR6/8黄橙/10YR6/8黄糖 4 姪道埋とと狭合

と 師 器
甕

上 節 器
[42]

含

甕
ヘラナア/(ハケメ)ヘラミガ■

甕
[38] ヘラナデ/ハ ケメ ヘラケズ 10YR7/4にⅢい黄橙/ 反転実測。輪嶺底は磨滅

甕
ハクメ/ハ ケメ ベラナア 砂合、蜜母

[04]
5 YR5/8明 赤褐/

101R4/2灰黄褐/
理土按合。

整
[179]

10YR6/8明 黄桐/
JOYR6/6明 黄欄

砂粒台 反転実測。輸積疲有

甑 (養 ) (108)

[275] F/合 小石 06 87共 反HIB R P16

養

ヨナデ ヘラナデ/
10YR7ね明黄偶

抄れ含

ナデ ヘラケメリ/ IOYRC/1にホい黄IE/
7 5YR6狛 構

反転実測 媒付着

霊
:42] 。‐”慌殿地上 師 器

菱
[188] ヘラナギ/ベ ラタズツ 10YR7/6賜黄欄/

土 師 器 10YR7/0明黄樹/ 反tiN実 測。輸積痕 底蔀
木薬痕有

[72]
10YR7/4にぶい黄欄/

[405]
10YR2/1黒/

養

ヨコナデ ヘラナア/
按住 内外面剥誌著しい

範

ヨコナデ ヘラナデ/

養
ナ‐~/ヨ ヨナデ 形状か ら甕国縁 と41断 し

検出面 10YR2/1黒 /10YR?/8黄橙

上 師 器 ヘ
ア

砂台金雲母 到落 猶滅著 しく調整不

[24] 7 5YR7/8黄 糖/7 5VR7/8黄笹 砂台
調整不明。平面実測

[27]
10YR6/8明黄控/
10YR6/9明黄橙

菱
t25]

文
鉢

組
深 [95] 斜細文RL

組

深 [58]

組

深 :82〕
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図
番 醐

名
新遺構名 出上位置 属位

焼
成

分
類

図
版

写
版

内面/外面

文
鉢

縄
深 t4縄文Rを

10YR6/8にぷい黄褐/
小石 石英台

縄
深 [44]

10YR3/3にぢい黄IB/

文
鉢

誦
深 射細文R

肥

深 [49]
JOYR7/4にぶい☆橙/
10VR?/4明賞禍

菱
7 5YR7/6橙 /7 5YR7/6橙 砂 合

〔40]

組

深 t55〕
雲母含

組

深 [43]
10YR5/8にぶい黄IB/
えOYR7/4にぶい黄橙

逝れ外 麟
牌

[42] S宇状連銀文 (RL
10YRO/9にぷい黄種

遺籍外
継

深 [57] 舞租文 LR 10YR5/4にどい黄福/

避れ外
組

深 [79] 10H6/4にぷい黄橙 雲,含

遺構外
租
深 単軸籍条体 (縦位 )

10YPNe/3に ぶい黄種/ 小石 石英

10YR7/8資橙/10Y郎 /6黄桂

:42]
10YR6/4にぶい黄績/

10YR6/4にぶい黄橙/
小石 石英含

避れ外
深鉢

[57]
iOYR9/4濃黄橙/

調査区南端 顔屈
検出面

遺れ外
錦査

出
調
禁 深鉢

10YR5/3/10YR5/aに ボい貢召

調査区南端 Ⅳ層
検出面 IOY船 /4浅黄構

激構外
検出面

羽状細文 (L RttR L)。 菱形文
,5YR6/6橙/

雲母含

組文

蜜,含

遺社外
深鉢 10YRO/9によい貨橙

石英 雲母含

調査区南 n層 羽状組文 (RL十 RL。 結節 )。 菱 どOYRe/0黄橙/
10YR6/4にぷい黄橙

〔S5]
10YR?/4にぢい黄橙/
10VRGれにぶい黄橙 雲母合

調査区商 巨屈 羽状縄文 (RL
10γ R3/6黄橙

良

[41] 羽状組文 (L RttR L)。 表形文
10Y鱒 /4濃黄種/

10YR6/8明黄IB
小石 石英含

避格外
Ⅱ層

文

鮮 41組文RL 7 5YR6/6構/
小石 石茶含

文

鉢

組

深
JOYR5/4にぶい黄IB/
iOYR?/6明黄偶

石英 雲,
alT含

毯構外
撹乱

文
鉢

糾
深 [47] 7 SY硲/6橙/10YR7/4黄橙

甕
[88] ナデ/ヨ ヨナテ 7 6VR7/9資 橙/7 5YR7わ 質橙

文
鉢

純
深 :60]

10YR4/3にぷい黄褐

霞構外
文
鉢

縄
深 〔54] 41組文RL 10YR5/4にぶい黄協/

10YR5/4にぶい黄褐
石英 雲母含

文
鉢

縄
深 [52]

5 YR5/6明 赤欄/

緻
耕 10YR6/1にがい黄櫛

口縁部直立

遵確外 [44] 石英 砂含

組

深 [5G]

細文 鉢 ?
10YR4/4桐 真 石英合

毯れ外 斜熙文RL 10YR5/4にぶい欄/

10YRS/3にがい黄協

遺構外
深鉢

10YR″6明 黄欄/
石英 繊縦含

〔61]
10VR5れにぷい黄IB/
10VR6/0明黄43

石芙 雲母
親縦含

深鮮
[46]

10YR5/3にぶい貞褐/
10YR5/3にぷい女協 繊 I「含

単軸絡条体 (網立)

ルーガ氏 磨 り消 L
10YR5/4にぶい黄愕

石英 雲,
繊維含

深鮮
[28] 7 5YRC/6橙 /7 5YRS/6笹 石英 蜜,台

[93]
10YR5/4にぶい黄褐/
10VRν41こどい黄橙

石葉 蟹母
様ir含

慧構外
文

鉢 羽状縄文 (LR+RL)。 喪形文 小石 石英含

縄

深 羽状紐文 (を R tt Rを )。 菱形文
10YR4たにポい黄福/
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5 遺構外出土遺物

第 3表 金属製品観察表

第 4表 銭貨観察表

[ ]残存値

図番 登番 区域名 遺 構 名 出上位置 。層位 器 種 長 さ (clll) 幅 (clll) 厚 さ (cll) 重量 (g) 備 考 図版 写版

B区 S K37 RM2 鋏 14 4 2 1 65 78

B区 S K38 埋 土 釘 47 10 09
長さ9 clll、 径0 5clllo L字 状に折
り曲がっている

B区 S K38 埋 土 釘 10 30 長さ9 2cln、 径0 4cmo L字 状に
折り曲がっている

B区 S K39 釘 長 さ 4 clll、 径0 3cm

B区 S K40A・ B RM5 鉄 30 57

B区 S K40A・ B RM4 毛抜 75 11 99

B区 S K40A・ B RMl-3 釘 長 さ 5 cll、 径 0 4cII 44

B区 S K40A・ B RM3 釘 長 さ4 9cll、 径 0 4cm

B区 S K40A・ B 埋土 釘 長さ4 8cll、 径0 4clll

B区 S K40A・ B 埋 土 釘 長さ4 9cm、 径 0 4cII

419 B区 S K4 RM8 煙管雁 首 415] 火皿径 2 15cll、 身径 09～ 1_lcll

B区 SK RM10 釘 37 長さ3 7clll、 径 0 5cIE。 木質部付

B区 S K4 R M18 釘 長さ4 4clll、 径0 4clll。 木質部付
B区 SK 埋土 釘 32 2 48 長 さ3 2cll、 径 0 6cll。 木質部付

B区 S K42 RMl 煙管雁 首 3 001 3 55 火皿径 1 lcll、 身径08～ 0 9cm

B区 S K42 RM2 煙管吸日 身径05～ 1 25cll

B区 S K43 RMl 釘 73 13 28 長 さ7 3cm、 径 0 5cll

415 B区 S K43 RヽCl 釘 長さ7 2cm、 径0 5cll

B区 S K47 煙管吸日 [63] 身径05～ 1 lcll

B区 S K47 埋土 煙管吸 口 3 身径 1 lcll

B区 S K48E 理土 煙管雁首 E23] 271 火皿径 1 lcn、 身径08～ 10cコ

B区 S K48E 埋 土 煙管吸 口 65 4 38 身径04～ 0 95cll

416 B区 S K48E RM16 釘 47 長さ4 7cm、 径0 4clll

B区 S K50 1～ 3層 煙管雁 首 [400] 火皿径 1 2clll、 身径085～ 1 25clll

B区 S K50 1～ 3層 釦 03 2 10 長 さ 4 cll、 径 0 3clll

A区 遺構外 ⅢB10b 層 煙管雁首 [1 2 72 火皿径 1 75cll、 身径 07～ 0 8clll

A区 遺構外 Ш B10b 層 煙管吸 日 身径 0 9cln

A区 遺構外 皿B10b 層 釘 04 長 さ3 6cll、 径 0 4cll

A区 遺構外 皿 B10b 層 釘 2 07 長 さ4 2cm、 径 0 4cm

B区 遺構外 皿層 検 出面 釘 59 7 70 長 さ5 9clll、 径 0 6cm

339 B区 遺構外 ⅣB5質 グリッド 釘 62 長 さ6 2clll、 径06伽

図
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S K29 RMl-1 寛永通費 07 3 59 鋼 古寛永

S K29 Rヽ11-4 寛永通費 24 銅 古寛永

S K29 Rヽ11-6 寛永通質 銅 636 古寛永

S K29 RMl-2 寛永通費 鋼 新寛永 (文銭 )

S K29 R卜11-3 寛永通費 24 鋼 新寛永 (文銭)

S K29 Rヽ11-5 寛永通費 23 07 2 19 錮 新寛永。元禄～寛永江戸亀戸

S K37 RMl-5 寛永通費 8 45 銅 1636
熱により寛永通費 3枚が密着して剥がれない。重量以
外は一番上の寛永通賓の観察結果。一番上は古寛永

61 S K37 RMl-1 寛永通賓 銅 古寛永

S K87 RMl-3 寛永通費 鋼 1697
火を受けたため焼けただれておりはっきりしない。新
寛永と思われる

44

S K37 RMl-2 寛永通貿 ? 5 31 鋪 火 を受 けたのか焼 けただれている。詳細 は不明 44

64 S K37 RMl-4 寛永追 賓 ? 1 48 銅 火 を受 けたのか焼 けただれてい る。詳細は不明

S K39 RMl-2 寛永通費 2 25 銅 古寛永

S K39 RMl-7 寛永通誓 22 2 75 銅 新寛永。元禄～寛永江戸亀戸

S K39 RA/13 寛永通費 2 25 銅 1697 新寛永。正徳江戸亀戸所鋳銭
S K39 RMl-1 寛永通費 23 鋼 1697 新寛永。明和 5年江戸亀戸所鋳銭

71 S K39 RMl-6 寛永通管 銅 新寛永。明和5年江戸亀戸所鋳銭
S K39 RM2-5 寛永通費 07 2 92 銅 新寛永^明和 5年江戸亀戸所鋳銭

S K39 RMl-3 寛永通費 2 15 07 銅 1697
新寛永。熱によつて磨減が進行してお り、分類はでき
なかった

S K39 RMl-4 寛永通費 07 銅
新寛永。熱によつて磨滅が進行しており、分類はでき
なかった

S K39 RMl-5 寛永通費 銅
新寛永。熟によつて磨滅が進行しており、分類はでき
なかった

449 S K39 RM2-3 寛永通奮 24 銅 磨滅著 しく詳細は不明

450 S K39 Rヽ42-4 寛永通費 07 銅 磨滅著しく詳細は不明。赤味を帯びている
S K39 RM2-1 寛永通費 07 銅 1697 新寛永。赤味を帯びてい る

S K39 RM2-2 官 表桶 警 23 07 鋼 新寛永。赤味を帯びている

S K39 RMl-8 寛永通費 1 09 銅 火 を受 けたのか焼 けただれてい る^詳細は不明

S K39 RMl-9 寛永通奮 銅 火 を受 けたのか焼 けただれている。詳細 は不 明

454 S K40A・ B Rヽ11- 寛永通費 22 07 銅 新 寛 永ハ 正徳 江 戸毎 戸所鐸銭 31
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S K40A・ B RMl-2 寛永通費 23 07 1 57 銅 新寛永。赤味を帯びている

S K40A・ B 埋 土 寛永通費? 1 02 火を受けたのか焼けただれている。詳細は不明

S K41 RM15-1 寛永通費 23 06 古寛永

S K41 RM3-2 寛永通費 22 06 2 55 銅 古寛永

S K41 RM3-25 寛永通費 07 2 87 銅 古寛永

S K41 RM7-2 寛永通貨 06 古寛永

S K41 埋 土 -1 寛永通費 23 2 22 銅 古寛永

S K41 埋 土 -15 寛永通費 23 06 古寛永。

S K41 RM15-2 寛永通質 24 銅 新寛永 (文銭 )

S K41 RM4-3 寛永通費 24 3 39 銅 1668 新寛永 (文銭 )

S K41 RM3-20 寛永通費 22 鋼 1697 新寛永。元文江戸小名木所鋳銭

S K41 RM3-26 寛永通賢 22 07 銅 新寛永。元文江戸小名木所鋳銭

S K41 RM3-8 寛永通費 22 0 65 3 30 銅 新寛永。元文江戸小名木所鋳銭

S K41 RM3-1 寛永通賓 23 07 2 53 銅 新寛永。元文江戸深川平野新田所鋳銭

S K41 RM3-16 寛永通賓 23 銅 新寛永。元文江戸深川平野新 田所鋳銭

S K41 RM7-1 寛永通費 22 2 07 銅 1697 新寛永。元文江戸深川平野新 田所鋳銭

S K41 RM3-13 寛永通費 22 07 銅 新寛永。元文江戸柳島所鋳銭

S K41 RM3-15 寛永通賢 22 3 46 釦 1697 新寛永。元文江戸柳島所鋳銭

S K41 RM3-19 寛永通費 22 07 銅 1697 新寛永。元文江戸柳 島所鋳銭

S K41 RM3-21 寛永通賓 2 25 07 3 37 銅 新寛永。元文江戸柳島所鋳銭

1lI S K41 RM3-29 寛永通賓 22 07 鋼 新寛永。元文江戸柳島所鋳銭

112 S K41 R卜13-5 寛永通費 銅 新寛永。元文江戸柳島所鋳銭

113 S K41 RM4-1 寛永通費 23 07 2 43 銅 1697 新寛永。元文江戸柳島所鋳銭

114 S K41 RM3-27 寛永通費 23 2 79 新寛永。元文出羽秋田所鋳銭

S K41 RM3-14 寛永通費 新寛永。元文山城横大路所鋳銭

S K41 RM3-6 寛永通費 07 3 07 1697 新寛永。元禄～寛永江戸亀戸

117 S K41 RM3-23 寛永通費 2 25 新寛永。正徳江戸亀戸所鋳銭

S K4 RM3-3 寛永通費 22 07 新寛永。正徳江戸亀戸所鋳銭

S K41 RM4-4 寛永通費 23 0 65 2 66 銅 新寛永。正徳江戸亀戸所鋳銭

S K41 RM7-4 寛永通費 0 65 銅 1697 新寛永。正徳江戸亀戸所鋳銭

S K41 埋 土 -10 寛永通費 22 3 12 銅 新寛永。明和～応永常陸太田所鋳銭

486 S K41 RM3-12 寛永通費 2 15 3 10 銅 新寛永。明和 5年江戸亀戸所鋳銭

123 498 S K41 RM3-24 寛永通費 2 25 銅 新寛永。明和 5年江戸亀戸所鋳銭

S K41 RM3-7 寛永通費 07 2 82 銅 新寛永。明和 5年江戸亀戸所鋳銭

S K41 RM7-3 寛永通費 3 45 銅 新寛永。明和 5年江戸亀戸所鋳銭

S K41 埋土 -12 寛永通費 銅 新寛永。明和 5年江戸亀戸所鋳銭

S K41 RM3-10 寛永通質 22 2 11 銅 新寛永。摩耗の影響でそれ以上の分類はできなかつた

S K41 RM3-17 寛永通費 銅 新寛永。同上

S K41 RM3-18 寛永通費 23 0 65 鋼 新寛永。 同上

S K41 RM3-28 寛永通質 鋼 新寛永。同上

131 S K41 RM3-9 寛永通費 22 銅 新寛永。同上

SK 埋土 -8 寛永通費 22 07 銅 新寛永。 同上

S K41 RM3-22 寛永通費 2 1 07 銅 新寛永。同上

S K41 理土 -11 寛永通費 23 1 57 銅 1697 新寛永。 同上

S K41 RM4-2 寛永通貨 2 1 銅 新寛永。同上

478 S K41 RM3-4 寛永通費 2 15 0 65 2 71 銅 新寛永。 同上

S K41 RM12-8 寛永通費 22 07 1 87 銅 新寛永。 同上

S K41 埋土 -2 寛永通費 27 4 87 鋼 寛永通費四文銭 (21波 明和江戸十高坪鋳銭

S K41 埋 土 -6 寛永通費 27 07 4 79 鋼 寛永通費四文銭 (21波 明和江戸十高坪鋳銭

S K41 埋土 -7 寛永通費 27 5 13 銅 1768 寛永通費四文銭 (21波 明和江戸十高坪鋳銭

141 S K41 埋 土 -14 寛永通費 27 07 7 21 鋼
寛永通費四文銭 (H波 )。 赤味を帯びている。文政江戸
十萬坪鋳造

458 S K41 埋 土 -3 寛永通費 27 5 31 鋼
寛永通費四文銭 (H波 )。 赤味を帯びている。文政江戸
+茸 肛 儀 浩
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S K41 RM3-11 寛永通費 07 銅 新寛永。摩耗の影響でそれ以上の分類はできなかった

S K41 埋 土 -5 寛永通賓 06 銅
寛永通費四文銭 (11波 )。 赤味を帯びている。文政江戸
十高坪鋳造

S K41 R M12-1 寛永通費 07 銅 1769 寛永通費四文銭 (11波 )。 明和江戸十高坪鋳造

S K41 埋 土 -9 寛永通費 27 07 銅 1769 寛永通費四文銭 (11波 )。 朔和江戸十高坪鋳造

147 S K41 R卜112-2 寛永通費 27 0 65 銅 寛永通費四文銭 (11波 明和江戸十高坪鋳造

S K41 RM12-3 寛永通費 27 07 銅 寛永通費四文銭 (11波 )。 明和江戸十高坪鋳造

515 S K41 RM12-4 寛永通質 07 銅 寛永通費四文銭 (H波 )。 明和江戸十高坪鋳造

S K41 RM12-5 寛永通費 07 5 36 銅 寛永通費四文銭 (11波 )。 明和江戸十高坪鋳造

474 S K41 埋 土 -19 寛永通質 27 07 5 20 銅 寛永通費四文銭 (11波 明和江戸十高坪鋳造

S K41 RM12-6 寛永通費 06 5 57 銅 寛永通費四文銭 (11波 明和江戸十高坪鋳造

518 S K41 RM12-7 寛永通費 07 銅 寛永通費四文銭 (11波 )。 明和江戸十 高坪鋳造

520 S K41 RM12-9 寛永通費 27 07 4 73 銅 1769 寛永通費四文銭 (11波 明和江戸十高坪鋳造

S K41 埋 土 -16 寛永通費 27 07 銅 1769 寛永通費四文銭 (11波 )。 明和江戸十萬坪鋳造

S K41 埋 上 -4 寛永通費 27 07 1769 寛永通費四文銭 (11波 明和江戸十高坪鋳造

S K41 埋土 -17 寛永通費 07 銅 寛永通費四文銭 (11波 )。 明和江戸十高坪鋳造

S K41 埋 土 -18 寛永通費 07 5 37 鋼 寛永通費四文銭 (11波 )。 明和江戸十高坪鋳造

S K41 埋土 -13 寛永通費 27 07 銅
寛永通費四文銭 (H波 )。 赤味を帯びている。文政江戸
十高坪鋳造

S K41 RM16 寛永通費 23 06 53 49 鉄 1739- 14枚重なる

S K41 埋 土 寛永通費 23 05 13 23 鉄 1739- 4枚重なる

S K41 R M14 寛永通費 07 28 06 鉄 1739ヽヤ 9枚重なる

S K42 埋 土 寛永通費 24 3 11 古寛永

171 S K42 埋 土 寛永通費 2 15 銅 新寛永。元文江戸深川平野新田所鋳銭

532 S K42 埋 土 寛永通費 22 鋼 1697 新寛永。正徳江戸亀戸所鋳銭

S K42 埋 土 寛永通費 27 8 13 鉄 1739- 2枚重なる

S K42 埋 土 寛永通費 27 07 7 79 鉄 1739- 2枚重なる

S K42 Rヽ13 寛永通費 25 20 03 鉄 1739- 5枚重 なる

596 S K42 埋土 寛永通費 4 17 鉄 1739- 鉄銭破片

S K42 RM4 寛永通費 23 56 71 鉄 1739- 鉄銭を主体として最低12枚重なる。錆がひどくはつき
りしないが銅銭数枚混じる

S K42 RM5 寛永通費 23 51 38 鉄 1739- 錆がひ どくはつき りしないが鉄銭最低 14枚重 なる

S K45 RM3 寛永通費 24 07 銅 1636 古寛永

533 S K45 RMl-1 寛永通費 銅 1636 古寛永。熱 による損耗有

S K45 Rヽ11-2 寛永通費 24 2 84 銅 古寛永。熱 による損耗有 37

S K45 RMH 寛永通費 23 07 1 37 新寛永。摩耗の影響でそれ以上の分類はできなかった

S K45 Rヽ17-1 寛永通費 23 銅 1697 新寛永。元文江戸深川 平野新 田所鋳銭

S K45 R卜14 寛永通費 22 07 銅 新寛永。元禄～寛永江戸亀戸

S K45 RM7-4 寛永通費 銅 新寛永。元文江戸小名木所鋳銭 37

S K45 Rヽ15-1 寛永通費 07 2 25 釦 新寛永。元文江戸深川平野新田所鋳銭

S K45 RM6 寛永通費 07 銅 新寛永。摩耗の影響でそれ以上の分類はできなかった

S K45 RM7-2 寛永通費 鋼 新寛永。摩耗の影響でそれ以上の分類はできなかつた

S K45 Rヽ11-3 寛永通費 23 釦 1697 新寛永。摩耗の影響でそれ以上の分類はできなかった

S K45 RM7-3 寛永通費 1 77 銅 1697 新寛永。摩耗 の影響でそれ以上の分類 はできなかった

194 S K45 RM7-6 寛永通費 2 25 鉄 鉄一文銭

S K45 RM5-2 寛永通費 1 16 銅 磨減著しし

196 S K45 RM9 寛永通費 ? 2 89 銅 磨滅著 しし

S K45 RM10 寛永通費 鉄 1739- 鉄銭の破片

198 S K45 Rヽ17-7 寛永通費 ? 2 71 銅
火を受けたため焼けただれ、発泡している。詳細は不
明

199 549 S K45 Rヽ18 寛永通費 1 86 鉄
火を受けたため焼けただれ、発泡している。詳細は不
明だが、背面に波紋があるようにもみえる。鉄四文銭?

S K45 RM5-3 寛永通賓 ? 鉄 磨滅著 しウ

S K45 RM7-5 寛永通費 鉄 鉄一文銭

552 S K48A 埋 土 寛永通費 銅 新寛永。摩耗の影響でそれ以上の分類はできなかった

S K48B RM2 寛永通費 24 2 52 銅 古寛永

S K48B RM3-12 寛永通費 23 銅 古寛永
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S K48B RM3-9 寛永通費 銅 古寛永

S K48B RM3-17 寛永通費 24 07 銅 1636 古寛永

562 S K48B RM3-2 寛永通費 23 3 14 古寛永

S K48B RM3-5 寛永通費 23 3 21 古寛永

S K48B RMl-2 寛永通費 3 43 1668 新寛永 文銭 )

S K48B RMl-3 寛永通費 銅 新寛永 文銭 )

S K48B RMl-4 寛永通賓 25 銅 1668 新寛永 文銭 )

S K48B RMl-5 寛永通費 24 3 26 銅 新寛永 文銭 )

S K48B Rヽ11-6 寛永通費 24 3 85 銅 新寛永 文銭 )

S K48B RM3-10 寛永通費 07 2 53 銅 1697 新寛永。元文江戸深川平野新 田所鋳銭 47

S K48B RM3-20 寛永通費 22 銅 1697 新寛永。元文江戸深川平野新田所鋳銭 47

S K48B RM4-1 寛永通賓 22 07 2 07 銅 新寛永。元文江戸深川平野新 田所鋳銭 47

S K48B Rh/14-2 寛永通費 23 2 78 銅 1697 新寛永。元文江戸深川平野新田所鋳銭 47

S K48B R �13-18 寛永通費 07 銅 1697 新寛永。元文相模藤澤・吉田島所鋳銭 47

222 S K48B RM3-7 寛永通費 22 2 85 銅 1697 新寛永。元文相模藤澤・吉田島所鋳銭

223 S K48B RM3-14 寛永通費 22 07 2 72 新寛永。元文摂津加 島所鋳銭 47

S K48B RM3-19 寛永通賢 22 07 銅 新寛永。元文摂津加島所鋳銭

S K48B RM3-8 寛永通賓 24 3 52 釦 1697 新寛永。元文山城横大路所鋳銭

S K48B Rヽ13-3 寛永通費 07 銅 新寛永。正徳江戸亀戸所鋳銭

S K48B RM3-6 寛永通費 23 07 23 銅 1697 新寛永。正徳江戸亀戸所鋳銭

S K48B RM3-11 寛永通費 23 07 2 47 銅 新寛永。 明和～応水常陸太 田所鋳銭

229 S K48B RM3-4 寛永通費 24 3 27 鋼 新寛永。明和～応水常陸大田所鋳銭

S K48B 埋 土 寛永通費 23 1 91 鋼 1697 新寛永。 明和～応水常陸太 田所鋳銭

573 S K48B RM3-13 寛永通費 07 2 57 新寛永。明和2年江戸亀戸所鋳銭 47

S K48B RMl-1 寛永通質 24 06 銅 新寛永。明和 5年江戸亀戸所鋳銭

S K48B RM3-1 寛永通費 24 3 57 新寛永。硯和 5年江戸亀戸所鋳銭

S K48B RM3-15 寛永通賓 23 2 94 鋼 新寛永。明和 5年江戸亀戸所鋳銭

576 S K48B RM3-16 寛永通賓 23 06 3 36 銅 新寛永。明和 5年江戸亀戸所鋳銭

S K48C 埋土 寛永通費 27 3 08 銅 1697 新寛永。摩耗の影響でそれ以上の分類はできなかった

S K48D RMl 寛永通費 23 07 72 20 銅
。

鉄 1739-
銅銭を主体として最低24枚重なる。錆がひどくはつき
りしないが鉄銭が混入している
銅銭は新寛永が認められる

48

602 S K48E 理 土 寛永通賓 27 07 11 鉄 1739～ 錆がひどくはつきりしないが最低100枚重なる

S K48E R M18 寛永通費 27 07 53 92 鉄 1739´ヽ 錆がひ どくはつき りしないがが最低 10枚重 な る

S K48E RM5 寛永通費 360 14 鉄 1739- 錆がひ どくはつき りしないが最低 66枚 重 な る。 一部背
面に波紋のある鉄銭が含まれ る

S K48E Rヽ115 寛永通費 3 77 鉄 1739- 錆がひ どくはつき りしないが最低 19枚重なる

S K50 埋 土 寛永通費 2 15 07 2 22 銅 新寛永。摩耗の影響でそれ以上の分類はできなかった

250 S K50 1～ 3層 -2 寛永通費 2 61 銅 新寛永。明和～応水常陸大田所鋳銭

S K50 1～ 3層 -1 寛永通費 銅 新寛永。元文山城横大路所鋳銭

S K50 埋 土 寛永通費 22 07 銅 1697 新寛永。元文江戸深川平野新田所鋳銭

526 S K50 と～ 3層 -4 寛永通費 22 銅 1697 新寛永。元文江戸深川平野新田所鋳銭

S K50 1～ 3層 -5 寛永通費 23 2 38 鋼 新寛永。元文江戸深川平野新 田所鋳銭

S K50 と～ 3層 -6 寛永通費 2 25 0 65 鋼 1697 新寛永。元文江戸深川平野新 日所鋳銭

S K50 と～ 3層 -3 寛永通賓 23 2 89 銅 新寛永。元文江戸深川平野新田所鋳銭

S K50 埋 土 寛永通費 2 32 銅 1636 古寛永

258 529 S K50 1～ 3層 -7 寛永通費 27 鋼 寛永通費四文銭 (21波 )。 明和江戸十高坪鋳銭

259 584 S K50 埋土 寛永通費 22 1 52 銅
新寛永。熱により湾曲している。摩耗の影響でそれ必
上の分類はできなかった

V 検出遺構と出土遺物
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5 遺構外出土遺物

第 5表 陶磁器観察表

第 6表 石器観察表

第 7表 土製品観察表

第 8表 木製品観察表

図番 登 番 区域 遺構名 出上位置・層位 器 種 産 地 時  期 釉 調 胎 土
法  量 (cl l)

重 量 図版 写版
日径 器 高 底 径

B区 S K14 埋 土 碗 在地 ? 19世紀 ? E22]

272 B区 S D43 埋 土 碗 在地 18世紀 ? 94 [22]

B区 遺構外 理 土 悟鉢 在地 ? [25]

A区 遺構外 埋 土 碗 工副 19世紀前半

B区 中央 Ⅳ層 検 出面 /1ヽ 皿 在地 ? [19] 37 [391

B区 南 東 I層 碗 在 地 ? 102 6 1 72 92

図番 登番 区域 新遺構名 出上位置・層位 器 種 特徴 長 さ(cm) 幅 (cm) サ早さ(cm) 重量 (g) 石 質 図版 写版

4 B区 S101 埋 土 磨 石 8 85 63 601 99 ひん岩  北上山地 中生代 10

5 B区 S 101 埋 土 磨 石
全面磨
り

10 1 3 35 454 76 凝灰岩  北上 山地  中生代

6 B区 S 101 埋 土 磨石
全面磨
り

H4 652 89
ハンレイ岩 北上山地 中
生代 白亜紀

8区 S103 埋 土 不定形 73 50 07 頁岩  北上 山地 古生代 14

B区 S K 104 南 検出面 不定形 4 25 2 75 頁岩  北上 山地 古生代

B区 遺構外 Ⅱ層 不 定形 42 13 24 57 頁岩  北上 山地 古生代

3区 遺構外 Ⅱ層 不定形 2 1 47 買岩 北上山地 古生代

319 B区 遺構外 ⅣC3iグ リンド I層 不定形 22 買岩  北上 山地 古生代

B区 遺構外 Ⅳ C4cグ リッ ド I層 石鏃
凹謂

鏃
所
基 1 55 1 15 買岩  北上 山地  古生代

B区 遺構外
ツグ

面
ｄ
出

６
検

Ｂ
層

Ⅲ

Ⅳ
石鏃

平謂
鏃

所
基

18 買岩  北上 山地 古生代

B区 遺構外 ⅣC3iグ リッド 層 不定形 5 95 37 13 28 64 買岩  北上 山地 古生代

323 202 B区 遺構外 Ⅳ C3 グリンド 層 不定形 27 買岩  北上 山地 古生代 71

B区 遺椿外 ⅣC3iグ リット 層 不定形 10 買岩  北上 山地 古生代

325 B区 遺構外 ⅣC31グ リット 層 不定形 頁岩  北上 山地 古生代

326 B区 遺構外 ⅣC3iグ リッド 層 不定形 3 25 と 25 14 03 頁岩 北上山地 古生代

B区 遺構外 ⅣC3iグ リッド 層 下定形 3 1 19 15 40 頁岩  北上 山地 古生代

B区 違構外 ⅣC3iグ リッド 層 不定形 1 1 11 頁岩  北上 山地 古生代

329 206 B区 遺構外 ⅣC3iグ リッド 層 不定形 19 12 86 頁岩  北上 山地 古生代

図 番 登番 遺構暑 出■t置・層位 器  種 特 徴 長さ(cm) 幅 (cl l) 厚さ(cm) 重量(g) 色   調 焼成 胎  土 図版 写版

111 B区 S104 カマ ドS2 板状土製品
全 体 に す デ が施 され
て い る。 肩 部 はナ デ
で面取 りを してい る

[456] 2338 4(
5 YR5/4

にぶい赤褐色
良

砂粒・金

雲母含
18

図番 登番 区域名 遺特名 出上位置・層位 器種

計 測 値 (clll)
重 さ

(g)
材 質 備 考 図版 写版

長 さ 幅 厚 さ

B区 S K41 RW3 棺材 0 65 ムギカ

B区 S K41 RW4 槽材 7 56 481 18 05

B区 S K42 埋 土 棺材 2 56 0 20 1 63

B区 S K45 RⅥ/1 棺 材 4 53 0 94 ど8 93 スギ

B区 S K48D RヽVl 棺材 0 39 1 01 スギカ 旧 R07

B区 S K48E RWl 棺 材 7 15 1 58 旧 R01

B区 S K48E 埋上下位 棺材 71
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Ⅵ 自然科学分析

Ⅵ  自然科学分析

1 松山前遺跡における樹種同定
株式会社古環境研究所

(1)は じ め に

木材は、セルロースを骨格 とする本部細胞の集合体であり、解剖学的形質から、概ね属レベルの同

定が可能である。本材は、花粉などの微化石 と比較 して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林

植生の推定が可能であり、遺跡から出上したものについては、木材の利用状況や流通を探る手がか り

となる。

(2)試  料

試料は、奈良時代の竪穴住居跡 (S106A)よ り出上した炭化材 2点である。

(3)方   法

試料を割折 して、炭化材の新鮮な横断面 (木 日と同義)、 放射断面 (柾 目と同義 )、 接線断面 (板 目

と同義)の基本三断面の切片を作製 し、落射顕微鏡によつて50～ 1000倍で観察した。同定は、解剖学

的形質および現生標本との対比によつて行つた。

(4)結   果

結果を表 1に示 し、主要な分類群の顕微鏡写真を図版に示す。以下に同定の根拠 となった特徴を記

す。

ハンノキ属 Alnus カバノキ科 図版 1

横断面 :小型で丸い道管が、放射方向に連なる傾向をみせて散在する散孔材である。

放射断面 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は10～ 30本 ぐらいである。放射

組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は、同性放射組織型で単列である。

以上の形質よリハンノキ属に同定される。なお、本試料は小片であり広範囲の観察が出来なかった

ため、属以下の同定は困難であつた。ハンノキ属は北海道、本州、四国、九州、沖縄に分布する。落

葉の高木または低木である。

ヨナラ属クヌギ節 Quercus sect.Aegilops ブナ科 図版 2

横断面 :年輪のはじめに大型の道管が、 1～数列配列する環孔材である。晩材部では厚壁で丸い小

道管が、単独でおよそ放射方向に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織で

ある。

以上の形質よリコナラ属クヌギ節に同定される。コナラ属クヌギ節にはクヌギ、アベマキなどがあ

り、本州、四国、九州に分布する。落葉の高木で、高さ15m、 径60cmに達する。材は強靭で弾力に富
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1 松山前遺跡における樹種同定

み、器具、農具などに用いられる。

(5)所   見

松山前遺跡で検出された竪穴住居跡 (S106A)よ り出上した 2点の炭化材は、ハンノキ属とコナラ

属クヌギ節であった。ハンノキ属は温帯域に広 く分布 し、ハンノキなどの低湿地に成育するものとヤ

シャブシなど山地に生育するものがある。コナラ属クヌギ節にはクヌギとアベマキがあるが、これら

は温帯域に広く分布 し、山地や乾燥 した台地および丘陵地に生育する。このように松山前遺跡の炭化

材は、いずれも遺跡周辺からもたらすことのできる樹種であつたと考えられる。

参考文献

佐伯浩・原田浩 (1985)針葉樹材の細胞.木材の構造,文永堂出版,p.20-48.

佐伯浩 。原田浩 (1985)広葉樹材の細胞.木材の構造,文永堂出版,p.49100,

島地謙 。伊東隆夫 (1988)日 本の遺跡出土木製品総覧,雄山閣,p.296

山田昌久 (1993)日 本列島における木質遺物出土遺跡文献集成,植生史研究特別第 1号,植生史研究

会,p.242

2 松 山前遺跡 にお ける種実同定

株式会社古環境研究所

(1)は じ め に

植物の種子や果実は比較的強靭なものが多く、堆積物や遺構内に残存 している場合がある。堆積物

などから種実を検出し、その種類や構成を調べることで、過去の植生や栽培植物を明らかにすること

ができる。

(2)試   料

試料は、松山前遺跡で検出された奈良時代の竪穴住居跡のうち、S104の カマ ド、S106A床 面、S107

カマ ドより出上した種実類で、いずれも水洗選別済みのものである。

(3)方   法

試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察 し、形態的特徴および現生標本 との対比によって同定を行っ

た。結果は同定レベルによつて科、属、種の階級で示 した。

(4)結   果

1)分類群

樹木 2、 樹木・草本を含むもの 1、 草本10の計13分類群が同定された。学名、和名および粒数を表

1に示し、主要な分類群を写真に示す。以下に同定の根拠となる形態的特徴を記す。

〔樹木〕

ヤマグワ Morus australis Poir.種 子 クフ科

茶褐色で広倒卵形を呈し、基部に突起がある。表面はやや粗い。

ャブツバキ camenia japonica L.幼 果・種子片 ツバキ科

幼果は黒色で球形を呈す。表面はやや粗い。

種子は黒色で三角状精円形を呈し、一端に点状のへそがある。
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Ⅵ 自然科学分析

〔樹木・草本〕

ウコギ科 Arahaceae 種子

淡褐色ないし茶褐色で、半月状を呈する。断面は扁平、向軸側はほぼ直線状になり、肺軸側には浅

い溝が 2～ 3本走る。表面はざらつく。

〔草本〕

イヌビエ属 Echnochloa 穎 イネ科

茶褐色で精円形を呈す。表面には微細な縦方向の模様がある。

イネ科 Gramineae 穎

穎は灰褐色～茶褐色で精円形を呈す。

カヤンリグサ科 Cyperaseae 果実

黒褐色で倒卵形を呈し、断面は両凸レンズ形である。

アカザ属 ChenOpodium 種子 アカザ科

黒色で光沢がある。円形を呈し、片面の中央から周縁まで浅い溝が走る。

ザクロツウ Mollugo pentaphylla L.種 子 ザクロツク科

黒色でやや光沢がある。円形を呈し、一ヶ所が切れ込み、白い種柄がある。表面には微細な網状斑

紋がある。

ナデシヨ科  Caryophyllaceae 種子

黒色で円形を呈し、側面にへそがある。表面全体に突起がある。

カタバ ミ属 Oxalis 種子 カタバ ミ科

茶褐色で精円形を呈し、上端がとがる。両面には横方向に6～ 8本の隆起が走る。

セ リ科 Umbelliferae 果実

淡褐色～黄褐色で楕円形を呈す。果皮はコルク質で厚 く弾力があり、片面に3本の肥厚 した隆起が

見られる。断面は半円形である。

シノ属 Perilla 果実 シツ科

茶褐色で円形を呈し、下端にヘ ノがある。表面には大きい網 目模様がある。

キク科 Compositae 果実 キク科

茶褐色で楕円形を呈し、両端は切形 となる。表面には縦方向に 8本程度の筋が走る。

2)種実群集の特徴

1)S104カ マ ド

ヤマグワ 2、 ヤブツバキ17、 カヤンジグサ科 5、 アカザ属 1、 すデシヨ科 1、 カタバ ミ属 1、 キク

科 1が同定された。

2)S106A床面

ヤマグワ 1、 イネ科130、 カヤツリグサ科 8、 カタバミ属 1、 セリ科27が 同定された。

3)S107カマ ド

ウコギ科 1、 イヌビエ属 1、 イネ科47、 カヤンリグサ科26、 アカザ属 2、 ザクロツク 1、 ナデシヨ

科 6、 カタバミ属 3、 セリ科82、 シツ属 4が 同定された。

(5)考   察

S104カ マ ド出上の種実は、ヤブツバキとャマグワの樹木とカヤンリグサ科、アカザ属、ナデシヨ科、
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2 松山前遺跡における種実同定

カタバ ミ属、キク科の草本である。ヤブツバキとャマグワは食用ないし有用な種実である。草本類は

人里に普通に生育する雑草である。

S106A床 面ではヤマグワの樹木を除けば、イネ科、カヤツジグサ科、カタバ ミ属、セ ジ科は人里に

普通に生育する雑草である。 しかし、イネ科とセ リ科の多くは食用にならず、その果実または果実序

のついた植物体の利用が想定される。

S107カ マ ドより出上したクコギ科、イヌビエ属、イネ科、カヤツジグサ科、アカザ属、ザクロツク、

ナデシコ科、カタバ ミ属、セ ジ科、シツ属は、いずれも人里に普通に生育する雑草である。イネ科、

カヤツジグサ科、セ ジ科がやや多くいが、これらのほとんどは食用にならず、その果実または果実序

のついた植物体が利用 された可能性がある。

(6)ま  と め

松山前遺跡で検出された奈良時代の竪穴住居跡より出上した種実は、人里に普通に生育する雑草類

がほとんどであった。S104カ マ ドではヤブツバキとヤマグワ、S106A床面ではヤマグフの食用ないし

有用な種実が認められた。S106A床面とS107カ マ ドではイネ科 とセ リ科が多く、後者ではこれに加え

てカヤツジグサ科が多かつた。これらのほとんどは食用にはならない草本であり、その果実または果

実序のついた植物体の利用の可能性が示唆された。

参考文献

笠原安夫 (1985)日 本雑草図説,養賢堂,494p.

笠原安夫 (1988)作物および田畑雑草種類.弥生文化の研究第 2巻生業,雄山閣 出版,p.13卜 139.

南木睦彦 (1993)葉・果実・種子。日本第四紀学会編,第四紀試料分析法,東京大学出版会,p.27併

283.

3 松 山前遺 跡 にお け る種 実・ 樹 種 同定

パ リノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

松山前遺跡は、岩手県陸前高田市小友町に所在 し、広田湾を望む箱根山南側山麓の丘陵上に立地する。

本遺跡の発掘調査の結果、奈良時代の竪穴住居跡や江戸時代の墓墳、住居状遺構、掘立柱建物跡、土

坑等の遺構や、縄文土器や奈良時代の上師器、石器等の遺物が確認 されている。

本報告では、奈良時代の竪穴住居跡内のカマ ドや焼土等から検出された種実遺体の同定を行い、当時

の植物資浜利用を検討する。また、江戸時代の墓墳内から出上 した棺材の一部と考えられる木材の樹

種同定を行い、用材の検証を行 う。

I 種実遺体同定

1試  料

試料は、6棟の竪穴住居跡 (S101-04,06,07)の カマ ドや埋土 (燃焼部焼土)か ら、水洗選別等によつ

て抽出された種実遺体等6試料である。各試料はビニール袋詰めされ、種実遺体や微細な炭化材等が

複数も含まれる。各試料の詳細は、結果 と共に表 1に示す。

2分 析 方 法
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Ⅵ 自然科学分析

試料を4,2,1,0.5111111目 の舗に通 し、粒径別にシャーレに移 した後、双眼実体顕微鏡下で観察 し、同定

可能な種実や2111111角 以上の炭化材などを抽出する。種実の形態的特徴を、現生標本および原色 日本植

物種子写真図鑑 (石川,1994)、 日本植物種子図鑑 (中 山ほか,2000)等 と比較 し、種類を同定 し個数を求

める。21aIIl角 以上の炭化材は、重量を表示 した。分析後の種実遺体は、種類毎にビンに入れ、種実以

外の分析残試料は袋に戻 して保管する。

3結  果

結果を表 1に示す。6試料からは、裸子植物1分類群2個、被子植物25分類群1452個、計1454個の種実が

同定された。この他に、炭化材、土器片などが認められる。種実遺体は、表面に泥が付着 してお り遺

存状態の確認が困難な個体も多いが、栽培植物のイネ、コムギと、イネ科の胚乳が炭化 している。他

の分類群では炭化は認められず、表面に毛が残存するなど極めて遺存状態の良好な個体や、帰化植物

が認められる。以下に各試料の検出状況を示す。

・ふLl:S101カ マ ド

草本2分類群 (イ ネ、カタバ ミ属)13個 、イネの炭化胚乳3個が検出された。

・NO.2 i S102カ マ ド

木本のキイチゴ属 1個 、草本9分類群 (イ ネ、イネ科、カヤツジグサ科、アカザ科、ナデシヨ科、エノ

キグサ、コミカンソフ属、セ ツ科、イヌコウジュ属)217個、イネの炭化胚乳 1個 が検出された。

・NO.3 i S103カ マ ド

木本2分類群 (ス ギ、タラノキ)2個、草本 10分類群 (イ ネ、コムギ、イネ科、タデ属、アカザ科、ナデ

シヨ科、エノキグサ、イヌコウジュ属、キランソウ属、アカネ科)250個 、イネの穎1個 とコム

ギの炭化胚乳1個が検出された。

4:S104カ マ ド

木本2分類群 (タ ラノキ、ムラサキシキブ属)2個 、草本9分類群 (イ ネ科、カヤンジグサ科、タデ属、ア

カザ科、ナデシヨ科、エノキグサ、コミカンソウ属、キランソウ属、アメリカセンダングサ)37個、

帰化植物のアメリカセンダングサが1個検出された。

・No.5:S106カ マ ド

木本5分類群 (ス ギ、ケヤキ、ヤマグワ、キイチゴ属、タラノキ)14個、草本 15分類群 (イ ネ、イネ科、

カヤツジグサ科、ギシギシ属、タデ属、アカザ科、ナデシコ科、キジムシロ属一ヘビイチゴ属―オラ

ンダイテゴ属、カタバミ属、エノキグサ、コミカンノウ属、ヤブジラミ、セ ジ科、ナス科、アカネ科)

824個、イネの穎の破片が166個検出された。

・NO.6:S107埋 土

木本2分類群 (キイチゴ属、タラノキ)2個 、草本6分類群 (イ ネ科、ツユクサ、ナデシコ科、エノ

キグサ、セリ科、アカネ科)92個 、イネ科の炭化胚乳1個が検出された。

以下に、本分析で同定された種実遺林の形態的特徴などを、木本、草本の順に記す。

<木本 >

・スギ (CryptOmeria japonica(L.f.)D。 ) スギ科スギ属

種子が検出された。茶褐色、線状長精円形でやや偏平。長 さ4.511Lll、 幅 2.5111111、 厚 さlIILll程度。頂部は

やや尖る。正中線上にやや湾曲した鈍稜がある。種皮表面はやや平滑で、両縁には質の薄い翼がある。。

・ケヤキ(ZelkOva serrata(Thunb.)MakinO) ニレ科ケヤキ属

果実が検出された。灰褐色、歪んだ心臓形で背面方向に湾曲する。径411ull程度。花柱が嘴状突起状に
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表 1 種実同定結果

分類群              学名            部位  状態

１

１

ド

晩
Ｓ‐０
差

賤
Ｓ‐０２騨

３

３

ド

阻
ＳＩ。
波

Ｍ
Ｓ‐０４�

５

６

ド

叱
ＳＩＯ
技

闇
Ｓ‐０７
址

木
　

　

本

ス ギ CryptOttθ rya」apO,ん ,(Li)D 種子 1 1

ケヤキ Zθ ttob,serra″ (Thunb)Mattn( 果実 5

ヤマグワ 7yorys,vstraた Potret 種 子 3

キイテゴ属 Pvbtrs 核 1 3 1

タラノキ ス瘤 /Jp θ力とo(Miq)Seemann 核 1 1 2 1

ムラサキシキブ属 θβ///carpa 核 1

草

本

イ ネ 0■/z,satryaと
胚 乳 ］灰 3 1

頴 1

コムギ TrrF/c切 ″F10Stryvp L 胚 乳 中灰 1

イネ科 Gramineae
胚 乳 炭 化 1

果実 4

カヤツリグサ科 Cyperaceac 果 契 I

ツユクサ CO翔翔e/rpa commvprs L 種 子 1

ギシギシ属 Rum似 果実 9

タデ属 島 ウ御 η卵 果 実 4

アカザ科 Chenopodiaceae 種 子 3

ナデシコ科 Caryophy‖ aceae 種 子 1 2 1

キジムシロ属ヘビイチゴ属オランダイチゴ属 Я従9pとカイρ―Duttθ勤∽一骸 臣rrp 核 7

カタバ ミ属 Oxa/1s 種 子 2

エノキグサ 狩ερ/yp力β,コ,tra/1s L 種子

コミカンソウ属 Pby//a,筋trs 種 子 1 1 2

ヤブジラミ Tp〃る,,pDttca(Houtt)DC 異 実

セ リ科 UmbeHiferae 果実 i

イヌコウジュ属 れ,οoね 果実

キランソウ属 4,v々, 異 実 1 1

ナス科 Solanaceae 種子 1

アカネ科 Rubiaceae 核 2 : 2

アメリカセンダングサ grt9,s能 ,3。s,L 異 実 1

炭化材 (>2 Hm) 炭化

土 器

3 松山前遺跡における種実・樹種同定

残る。基部に円形の膳があり、褐色の繊維が放射状に発達する。

・ヤマグフ(Morus australis Poiret) クワ科クフ属

種子が検出された。黄褐色、三角状広倒卵体。一側面は狭倒卵形で、他方は稜になりやや薄い。長 さ

211ull、 径 1.511ull程 度。一辺が鋭利で、基部に爪状の突起を持つ。表面には微細な網 目模様がありざらつ

く。

。キイチゴ属 (Rubus) バラ科

核 (内果皮)が検出された。淡黄褐色、半円形～三日月形でやや偏平。長さ211ull、 幅 1.511ull程度。腹面方

向にやや湾曲する。表面には大きな凹みが分布 し網 目模様をなす。

・タラノキ(Aralia elata(Miq。 )Seemann) ゥコギ科タラノキ属

核 (内果皮)が検出された。淡褐色、半円形でやや偏平。長 さ2.2111111、 幅1.311Lll程 度。腹面はほぼ直線状

で、片端に突起が見られる。背面には数本の浅い溝が走る。表面はざらつく。

・ムラサキシキブ属 (Callicarpa) クマツズラ科

核 (内果皮)が検出された。灰黄褐色、倒卵体でやや偏平。長 さ2.511ull、 幅 1.511ull程 度。背面は円みが

あり、腹面中央はやや窪む。腹面方向に湾曲し、側面観は三 日月形。中央部の内果皮が極めて薄く柔

らかいため、破損 して ドーナン状を呈す。縁はやや厚く、弾力がある。

<草本>
・イネ (OryZa sativa L.) イネ科イネ属

胚乳と多量の穎 (果 )の破片が検出された。長楕円形でやや偏平。長さ4～ 511ull、 幅2.511111、 厚 さ1.5111111程

度。胚乳は炭化 してお り黒色を呈す。基部の一端に胚が脱落 した凹部がある。表面はやや平滑で、2
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Ⅵ 自然科学分析

～3本の縦溝がみられる。穎は淡～暗灰褐色、基部に円柱状の特徴的な果実序柄がある。果皮は薄く、

表面には顆粒状突起が規則的に縦列する。

・コムギ(Triticum aestivum L.) イネ科コムギ属

胚乳が検出された。庚化 してお り黒色を呈す。精円体。長 さ3.811ull、 径211Lll程度。腹面の正中線上には

1本のやや太 く深い縦溝がある。背面基部の正中線上には胚の痕跡があり、九 く窪む。表面はやや平

マ十}。

・イネ科 (Gramineac)

胚乳と多量の果実が検出された。胚乳は炭化 しており黒色を呈す。狭卵体でやや偏平。長さ511ull、 径2

111111程 度。腹面の正中線上には1本のやや太 く深い縦溝がある。背面基部の正中線上には胚の痕跡があ

り、丸く窪む。表面はやや平滑。上述のコムギや、オオムギ属オオムギ (HOrdeum valgale L。 )な どの

ムギ類に似るが、同定根拠が認められないため区別 した。果実は形態上差異のある複数の種を一括 し

た。淡～灰褐色、線状精円体～半卵林でやや偏平。長さ2～ 3.5111111、 径 1.511ull程 度。穎は薄く柔 らかく

て弾力がある。表面には微細な網 目模様が縦列 し、毛が密生する個体もみられる。

・カヤツジグサ科 (Cyperaceae)

果実が検出された。形態上差異のある複数の種を一括 した。淡～黒褐色。狭倒卵形状のやや明瞭～明

瞭な三稜形で先端部は尖 り、基都は切形。長さ1.211ull、 径0.8111111程 度。頂部の柱頭部分がわずかに伸び

る。表面には微細な網 目模様がありざらつく。カヤツジグサ属 (Cyperus)と 思われる個体を含む。

・ツユクサ (Colllmelina conlmunis L。 ) ツユクサ科ツユクサ属

種子が検出された。灰褐色、歪な半横長楕円体。径3.2111111程 度。背面は丸みがあり、腹面は平らであ

る。磨は線形で腹面の正中線上にあり、胚は一側面の浅い円形の凹みに存在する。種皮は柔らかく、

背面と側面の表面は、大きなす り鉢状の孔が散在する。他の面は円形の小孔が多数存在する。

・ギシギシ属 (Rumex) タデ科

果実が検出された。灰褐色、広楕円状三稜形。長さ2,511Lll、 径 1.5111111程 度。三稜は鋭 く明瞭で、両端は

急に尖る。果実を取 り巻 く内花被片が発達 してお り、花被は心円形、径411ull程度で網 目模様をなす。

縁には歯牙があり、中肋は瘤状に膨れる。

・タデ属 (Polygonum) タデ科

果実が検出された。形態上差異のある複数の種を一括 した。黒色、丸みのある三稜状卵体で長 さ2.5

111111、 径 1.511ull程度、表面はやや平滑で光沢が強い、ハナタデ (PolygOnum caespitosum Blume subsp.y

okusaianum(Makino)Danser)ま たはイヌタデ (PolygOnum longisetum De Bruyn)と 思われ る個体な ど

がみ られる。

・アカザ科 (Chenopodiaceae)

種子が検出された。黒色、円盤状でやや偏平。径 1.3111111程 度。基部は凹み、勝がある。種皮表面には

脳を取 り囲むように微細な網 目模様が同心円状に配列 し、光沢が強い。

・ナデシコ科 (Caryophyllaceae)

種子が検出された。灰褐色、腎状円形でやや偏平。径 1.2111111程 度。基部は凹み、磨がある。種皮は薄

く柔らかい。種皮表面には、磨を取 り囲むように瘤状突起が同心円状に配列する。

。
キ ジ ム シ ロ

属 一 ヘ ビ イ チ
ゴ

属 一 オ ラ ン ダ イ チ
ゴ

属 (Potentilla一 Duchesnea一 Fragaria) バ
ラ 科

核 (内果皮)が検出された。灰褐色、腎形でやや偏平。径 1～ 1.2111111程 度。内果皮は厚 く硬 く、表面は粗

面。

・カタバ ミ属 (Oxalis) カタバ ミ科



3 松山前遺跡における種実・樹種同定

種子が検出された。黒褐色、卵形で偏平。長さ1.311ull、 幅0。 9111111程 度。先端は尖る。種皮は薄く柔 らか

く、縦方向に裂けやすい。表面には4～ 7列の肋骨状横隆条が並び、わらじ状を呈す。

・エノキグサ (Acalypha australis L.) トウダイグサ科エノキグサ属

種子が検出された。黒褐色、倒卵体で長さ1.8111111、 径 1.311ull程 度。基部はやや尖り、Y宇状の筋がある。

種皮は薄 く硬 く、表面は細かな粒状の窪みが配列 しざらつく。

・コミカンノウ属 (Phyllanthus) トウダイグサ科

種子が検出された。淡灰褐色、半倒広卵体。径 1.lllllll程 度。背面は丸みを帯び、腹面の正中線は稜状。

正中線の一端に脳がある。種皮表面は微細な粒状突起が散在 し、網 目模様を呈す。

・ヤブジラミ(Torilis japonica(Houtt.)DC.) セ リ科ヤブジラミ属

果実が検出された。淡黄褐色、狭卵体でやや偏平。長 さ61xull、 径 2111111程 度。両端はやや尖る。背面に3

個の隆条が配列 し、隆条の間に油管が配列する。表面には0.511ull程 度の釣状の剛毛が密生する。

・セジ科 (Umbelliferae)

果実が検出された。淡褐色、長精円形でやや偏平。長 さ 1.51111、 幅 l lIIll、 厚さ0.511ull程 度。果実表面

には数本の幅広い稜があり、その間に半透明で淡黄褐色の油管が配列する。

・イヌコウジュ属 (Mosla) シツ科

果実が検出された。淡褐色、倒広卵体。径 1.311ull程 度。下端は舌状にわずかに突出する。果皮はやや

厚 く硬 く、表面には大きく不規則な網 目模様がある。

・キランノウ属 (Ajuga) シソ科

果実が検出された。淡褐色、狭精円体。長さ1.511ull、 径 lllull。 基部付近に果実の長さの2/3に達す る大

きな楕円形の着点痕の孔がある。果皮表面は深い凹みによる網 目模様が分布する。

・ナス科 (Solanaceae)

種子が検出された。淡灰褐色、歪な腎臓形で偏平。径 1.711ull程 度。側面のくびれた部分に磨がある。

種皮は薄く柔らかく、表面には星型状の網 目模様が隣を中心に同心円状に発達する。

・アカネ科 (Rubiaceae)

核が検出された。灰黒褐色、偏球形。径 1.5111111程 度。腹面中央に深い精円形の孔がある。表面には微

細な網 目模様が発達 し、粗面。

・アメリカセンダングサ (Bidens frondosa L。 ) キク科センダングサ属

果実が検出された。灰褐色、倒皮針形で偏平。長 さ6111111、 幅2.5111111程 度。頂部の両肩に1個ずつとがあ

り、下向きの逆刺が散生する。との長さは1～ 1.5111111程度。正中線上には細い縦隆条がある。果皮表面

には伏毛が密布する。

4考  察

竪穴住居跡 (S101-03)の カマ ドからは、イネやコムギの炭化胚乳が確認 された。イネやコムギは、

古くから栽培のために持ち込まれた渡来種であり、胚乳が食用とされる。一方、炭化胚乳 とともに検

出された未炭化の種実遺体分類群は、木本6分類群 (針葉樹のスギ、落葉広葉樹のケヤキ、ヤマグワ、

キイチゴ属、タラノキ、ムラサキシキブ属)21個、草本19分類群 (イ ネ、イネ科、カヤツジグサ科、ツ

ユクサ、ギシギシ属、タデ属、アカザ科、ナデシヨ科、キジムシロ属一ヘビイチゴ属一オランダイチ

ゴ属、カタバ ミ属、エノキグサ、コミカンゾウ属、ヤブジラミ、セリ科、イヌヨウジュ属、キランツ

ウ属、ナス科、アカネ科、アメリカセンダングサ)1427個の計1448個から成る。木本類は、伐採地や

崩壊地などに先駆的に侵入する種類を含むことから、遺跡周辺の森林の林縁部などに生育 していたも
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のに由来すると考えられる。草本類は、S103・ 06カ マ ドからはイネの穎の破片が確認され、S106か ら

は多量に検出された。この他の草本類の多くは、人里近くに開けた草地を形成する、いわゆる人里植

物に属する種類であることから付近の明るく開けた場所に生育していたものに由来すると考えられる。

これらの種実遺体は、カマ ド内やカマ ドに伴 う燃焼部焼土から検出された状況から、栽培植物に由来

する炭化種実は当該期に利用された植物質食糧の可能性がある。ただし、未炭化の種実も含まれるこ

とから、これ らを含む遺構周囲の上壌が混在 している、或は、試料採取時に混入 した可能性がある。

炭化種実の検出が少量であることや、炭化 していない種実中に遺存状態が極めて良好なものや北米原

産の帰化植物であるアメリカセンダングサが含まれることからも、同様の可能性が示唆される。

ところで、遺跡から出土する種実のうち、低湿地以外から出上した未炭化の種実は後代に混入 した可

能性があり、炭化物 と同様に扱 うには課題がある (吉崎,1992な ど)と され、遺物包含層の年代観 と当

土層から出上した種実遺体の年代測定結果が異なる事例 (例 えば、木下,2003,高 官,2003な ど)も あ

る。本分析結果では、上述 したように未炭化の種実が多量に検出されたことや、帰化植物の種実が含

まれることから、試料採取を行つた土壌の観察所見や採取時及び採取後の履歴、検出された種実の年

代等の検証を行い、慎重に評価することが望まれる。

Ⅱ 樹種同定

1 試   料

試料は、江戸時代の墓墳 (SK45)か ら出土した棺材 とされる木片 1′点(No.7:SK45RWl)で ある。

2分 析 方 法

剃刀の刃を用いて木 口(横断面)・ 柾 目(放射断面)・ 板 目(接線断面)の 3断面の徒手切片を作製 し、ガ

ム・クロラール (抱水クロラール,ア ラビアゴム粉末,グ リセ リン,蒸留水の混合液)で封入 し、プレパ

ラー トを作製する。作製 したプレパラー トは、生物顕微鏡で木材組織を観察 し、その特徴から種類を

同定する。

3 結 果

木材は、針葉樹のスギに同定された。以下に、解剖学的特徴等を記す。

・スギ(Cryptomeria japonica(L.f.)D.Don)  スギ科スギ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材

部の幅は比較的広い。樹脂細胞はほぼ晩材部に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成 される。分

野壁孔はスギ型で、孔口の長軸方向が水平になるものが多い。 1分野に24個。放射組織は単列、卜15

糸田胞高。

4 考   察

棺材 とされる木片は、針葉樹のスギであつた。スギは木理が通直で割裂性が高く、板材の加工に適 し

てお り、明治時代に編纂 された 「木材ノエ藝的利用」 (農商務省山林局編,1912)に よれば、木棺の樹

種 としてヒノキが高級品で、普通はモミやスギが多いとされている。棺材の分析事例では、近世の江

戸を中心に樹種同定が行われてお り、スギやヒノキ、サフラが多く認められている (橋本・辻本,199

0,能城,1995;鈴木・能城,2004等 )。 本遺跡周辺では、当該期の棺材の調査事例がなく不明であるが、

前述 した事例 と比較すると調和的な傾向と言える。
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ところで、人丁堀三丁 目遺跡 (東京都)の調査事例では、方形木棺 にスギが多 く認められ、円形木棺

ではサ フラが多 く認 め られ といった各形態で異なる木材 (樹種)を利用する傾向が認 められている。

本分析結果では判断す ることはできないが、今後、資料の蓄積を待つて、この点も改めて検討 したい。
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編者註

今回の調査では食性・生業復元のための基礎資料蓄積を目的として、カマドの燃焼部焼上の直上 5 clllと 、焼失住居であつた

S106Aの床面直上約 5 clllの 上壌を全量採取した。採取した土は乾燥後、水を入れたバケツに入れてかき混ぜ、浮いてきた炭

化物・種実を茶こしフルイと1・ 3・ 5 11ulIメ ッシュを使用して採取した。この採取した炭化物・種実の樹種同定を委託した。

結果、コムギ。イネ科の胚乳が検出された遺構もあるが、報告にも記述がある通り、比較的残存状況の不良な遺構のため上位

層からの混入の可能性を否定できない。残存状況の良好なS104カマドから遺跡周辺に生育する雑草類しか確認されていない

ことも、これを追認することになろう。このような資料を分析委託してしまった責任は筆者にあり、ここで分析された方々に

深くお詫び申し上げる次第である。
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ここでは、 1で奈良時代の遺構、 2で近世の遺構、 3でその他の遺構、 4で縄文時代の遺物、 5で

奈良時代の土器、 6で奈良時代の遺物、 7で近世の遺物についてのまとめと若千の検討を行 う。

今回の調査で検出した遺構、出土遺物は以下の通 りである。

<遺構 >奈良時代の竪穴住居跡 (以下住居と省略)8棟、近世の墓墳18基、時期不明の竪穴状遺構 5棟 。

柱穴列 3列・土坑39基 。炭窯 2基・時期不明の溝跡 15条・柱穴状土坑206個 を検出した。

<遺物>縄文土器大コンテナ 1箱 (10.28kg)、 奈良時代の上師器大コンテナ 1箱 (11,85kg)、 陶磁器 9

号袋1/2袋 (134g)、 石器・石製品小コンテナ 1箱 (1,97kg)、 金属製品小コンテナ 1箱 (2.88kg)、 ガラ

ス小袋 1袋分 (27g)出 上した。

1 奈 良 時代 の遺構

(1)竪 穴 住 居 跡

今回の調査ではA区から4棟、B区から4棟の計 8棟検出した。所属時期は奈良時代と思われる。

畑造成時による削平が激 しく得 られた情報は多くない。そのため詳細な検討は行えないが、これまで

に分かったことを簡単にまとめる。

<規模>2m弱 (1棟)、 3～ 4m(5棟 )、 5m以上 (1棟)に分けられ、 3～ 4mの規模が主体である。

<周溝 >規模が4m以上の住居で検出され、カマ ド以外の住居壁際を全周する傾向がある。幅は20～

30cm台である。深 さは削平が多く参考にならないが 7～ 20cm程 である。

なお、 S104ではカマ ド下にも巡つている。燃焼部は板状の花闇閃緑岩で蓋をして暗渠を構築 し、

袖付近は トンネルを掘 り(写真図版 8)、 両脇の周溝に直結 している。周溝の底面レベルは標高67.1～

67.3mで、カマ ド付近が最も標高が高く、斜面下方に向か うにつれて低 くなつていく。比高差は25cIIl

を測る。また、煙道部が上 り勾配で雨水の流入を止める施設がない。以上の状況から、S104の周溝

は排水溝的性格をもつ可能性が考えられる。

<柱穴>2棟 (S101・ 04)で検出された。一番規模の大きい S104で は主柱穴が 4本確認 された。規

模の小さい住居ではS101以外では認められない。

<カ マ ド>斜面上位にカマ ドを設置し、方向は南北方向(4棟 )、 北西一南東方向(3棟)に分けられる。

周辺の地形が北西方向から南東方向に下つているため、その影響が大きいと思われる。燃焼部は残存

状況が不良のカマ ドが多く、様相は判然としない。比較的燃焼部が残存 している 3基をみる。袖は地

山削り出し(S101左袖 )、 暗褐色粘上を用いて作 り出し(S102)、 地山削 り出しと暗褐色粘土作 り出

し(S101右袖 。S104)と バラバラで傾向は認められない。芯材は土器、礫いずれも認められる。 S

104で は例外的に板状土製品が天丼の芯材に用いられている。これは 6の (1)で後述する。支脚は 3

基で認められ、亜角礫 と土器を転用 したものが認められる。 1個置いたものと、 2個置いたものがあ

る。煙道は残存状況が不良で傾向はみいだせないが、長 さlm前後、幅20～30cm程のものが多い。

(2)炉   跡

B区中央から1基検出した。径1.24× 1.00mの 精円形状を呈する。黒褐色土を主体とした単層の自

然堆積を呈する。底面中央付近に径56× 45cmの楕円形状を呈する赤褐色焼上があり、厚さは 6 cIIlを測
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る。埋上に鉄滓・鍛造薄片が含まれず、還元炎焼土・炉壁も確認 されていないことから、鍛冶関連の

炉跡の可能性は低いと思われる。出土遺物から所属時期は奈良時代であると思われる。

2近 世 の 遺 構

B区中央、ⅢC9d。 10c・ 10dグ リッドを中心に18基検出した。この区域は地目が墓地だつた。

元土地所有者の山田氏に伺つたところ、江戸時代から明治初期頃の山田家の墓地で、今回の調査に先

立ち、墓標等で場所を認識できた墓に関しては移転を行つたとい う。また、場所が分からず移転でき

なかった墓もあるとのことだった。残存状況は不良で、得られた情報は多くないが、これまでに分かつ

たことを簡単にまとめる。

<平面形 >隅丸方形 (4基 )、 長方形 (1基 )、 円形 (2基 )、 精円形 (11基)が ある。

<規模 >①O.6～0.8m(8基 )、 ② lm前後 (6基 )、 ③l.2～ 1.4m(4基 )に分けられる。隅丸方形 。長

方形 。円形は②、精円形は①③になる傾向がある。深さは①は10～20cmと 浅く、②が0.5～ 1.Om、 ③

は30～ 50clllを 呈する。

<埋葬姿勢 >①の埋上には多量の灰 と被熱 した骨片が含まれている。火葬ないし再葬の可能性が想定

される。②のうち、平面形が円形のものは峰葬、方形・長方形のものは座葬の可能性がある。③は骨

の残存状況が不良で、はつきりしない。

<副葬品>六道銭のみ副葬された墓壊が大半を占める。 S K37で鋏、 S K40Bで 鋏・毛抜、S K41・

42・ 47・ 48E・ 50で煙管が副葬されてはいるが、銭貨以外の副葬品の種類 。点数は少ない。

<六道銭 >①は古寛永十新寛永+(文銭 )、 ②は古寛永十新寛永十鉄銭十 (21波 。11波)の組み合わせが

多い傾向が認められる。③は遺物が出上 しなかつた墓墳もあり傾向は見いだせなかつた。

<重複関係からみた新旧関係 >②が①の墓墳を切 り、③が②を切る墓墳が多い傾向がある。よつて①

→②→③ とい う新旧関係が想定される。この新旧関係は六道銭の組み合わせから見た新旧関係 と大き

く矛盾 しない。

<墓噴 と礫の位置関係 >墓噴を検出した際に多量の操が出上した。この礫は墓墳付近に集中する傾向

が認められる(第 26図 )。 理由は不明だが、墓墳の位置を示すために埋葬時に置いたものだろうか ?

3 そ の 他 の 遺 構

<竪穴状遺構>A区より1棟、B区より4棟検出した。ここでは一辺 2～ 7m前後の隅丸方形もしく

は楕円形状を呈しているが、カマ ド・炉が検出されず、遺物が全く出上しない遺構を竪穴状遺構とし

て扱つた。遺物は埋土から縄文土器が出土 しているが、流れ込みの遺物で遺構に伴 うものではないと

思われる。所属時期は不明である。

<柱穴列 >B区より3列検出した。出土遺物が少ないため、所属時期は不明である。

<炭窯>B区より2基検出した。出土遺物が少ないため、所属時期は不明である。

<土坑>A区より12基、B区 より27基検出した。平面形は円形・精円形・方形など様々で、規模は0.

54～ 2.06mを測る。出土遺物が少ないため、用途や時期は不明である。

<溝跡>A区から3条、B区から12条検出した。溝の幅や長さは様々で、規貝J′性は認められない。出

土遺物がないため時期不明の溝が大半である。分布は調査区各地に点在 してお り、規則性はない。方

向は西北西一東南東、南南西一北北東、東西方向が主体を占める。これらの溝は等高線に対して平行
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で、出土遺物がないものが大半を占める。それ以外の方向を示す溝は若干あるが、前述の溝 とは様相

が異なる。 S D15は 断面形は他の溝 と同じであるが、平面形が馬蹄形状を示す点が異なる。出土遺物

がないため所属時期は不明である。 S D44は 近世墓群の北側に位置する。断面形 と規模が他の溝より

大きく、土師器片が多く出土している。埋土は遺物が出土しない周辺の溝 と異なる。所属時期は奈良

時代の可能性がある。 S D48・ 50は A区の比較的平坦な部分から斜面に変わる傾斜変換線付近に位置

している。出土遺物は縄文土器・土師器の細片であるため、流れ込みの遺物であると思われ る。よつ

て時期は不明である。おそらくは地境等を示す区画溝であった可能性がある。

なお、 S D23の 底面には径 19～48cmの 円形・精円形を呈するピットが検出されている。検出状況が

塀に類似 しているが、出土遺物が無く、埋上の堆積状況が単層かつ周辺の時期不明の溝跡に類似 して

いることから、本報告では底面にピットのある時期不明の溝跡とした。

4 縄 文 時代 の遺 物

(1)縄 文 土 器

大コンテナ 1箱分、重量にして約10kg出土した。遺構外出上のものが大半を占める。遺構内出上の

ものも直接遺構に伴 うものはなく、周囲から流れ込んだものがほとんどである。遺構外出土のものは

A区南とB区南 。東からの出土が多い。

<貝殻条痕文 >265は貝殻条痕文が施文されている。 <斜縄文 LR>273・ 276・ 287・ 288・ 292は斜縄

文 (LR)で ある。275。 288。 292は 口縁部がやや湾曲 (外反)して立ち上がる。胎土に繊維含。

<斜縄文RL>261～ 266・ 277・ 279。 282・ 283・ 285・ 293～ 295。 299～ 305。 307・ 309・ 314は斜縄文

(RL)が施文 されている。283・ 301・ 300は 口縁部直線的に立ち上がり、261～263は胴部は直線的に

立ち上がる。277は磨消が施されている。胎上に繊維含。<附力日条縄文 >268は 附力日条縄文が施文され

ている。前期 (大木 2a?)<羽 状縄文 (RL+RL。 非結節 )。 菱形文>290・ 291・ 287。 <羽状縄文

(L RttR L。 非結節 )。 菱形文>284・ 286・ 292・ 315。 <羽状縄文 (R LttR L。 結節)。 菱形文 >289。

<ループ状縄文>274・ 298・ 311・ 312・ 313・ 296。 C字と逆C字のいずれも認められる。<S字状連

鎖文 >275。 <単軸絡条体>278・ 310。 撚 り方は残存状況不良のため不明。

羽状縄文は大木 2a式、ループ状・ S宇状連鎖文は大木 2b式、単軸絡条体は大木 3式ではないか

と思われる。斜縄文が施文された縄文土器は繊維が含まれているので、前述の土器 と同時期に位置づ

けられるものと考えた。今回の調査で出上した縄文土器は概ね大木 1～ 2式を中心とした前期前葉に

位置づけられると思われる。ただし、276は胎土に繊維が含まれないこともあり、前期の土器でない

可能性がある。

(2)石   器

<石鏃 >320は所謂凹基鏃、 (321)は所謂平基鏃である。

<不定形石器 >317～ 319。 322～329は不定形石器 として一括 した。

5 奈良時代の遺物

土師器、板状土製品、磨石が出土した。土師器は総量で大コンテナ 1箱分、重量にして約12kg出土

した。器種は郷・甕・球月同甕・甑が認められるが、不が全体で 7点 しか出土せず、量が極めて少ない。
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板状土製品はS104カマ ドから1点、

(1)土   器

土器の分類

lTh

杯A

邦 B

不 C

不D

郭 E

杯 F

甕

甕A

甕 B

篭 C

甕D

甕 E

甕 F

甕G

密H

甕 I

磨石は S101か ら3点出土 した。

丸底で、内外面に段をもち、口縁部が外反 している。内面黒色処理 (以下内黒 と省略)・ ヘラミ

ガキ、外面底部ヘラケズジ、体部ヘラナデ調整が施 されている (44)。

九底で、体部中位で屈曲し、口縁部が外反 している (31)。 調整技法は不Aと 同じ。

丸底で、外面に段を持ち、口縁部が内湾している。内黒・ヘラミガキ、外面ヘラナデ調整 (49)。

丸底で、体部に段はなく直線的に立ち上がり、口縁部が若干内湾 している。内黒・ヘラミガキ、

外面ヘラナデ調整が施 されている (316)。

平底で、体部に段はなく、直線的に立ち上がり口縁部が若干外反する (33)。 調整はイAと 同じ。

平底で、体部に段はなく、内湾 して立ち上がる。法量が大きいもの (48)と 小 さいもの (32)と に

細分できる。前者は不Aと 同じ調整、後者は不 Cと 同じ調整が施 される。

頸部に段もしくはその名残があり、日縁部は外反 し、受け皿状となっている。最大径は口縁部

にある。調整は摩滅が著 しく、不明なものが多い (16・ 17・ 19・ 21,47)。

頸部に段もしくはその名残があり、すぼまっている。口縁部は面取 り(2段ナデ)が施され、外

反 している。内面ヘラナデ、外面はハケメもしくはヘラケズヅ調整 (38・ 39)。

頸部に段はなく、頸部が屈曲し口縁部が直線的に開く。最大径は体部にある。 日縁部は 3 cm前

後。調整は内面ヘラナデ、外面はハケメとヘラミガキ調整が半々である。ハケメの単位は細か

い (9 。 12。  13・ 18。 20・ 22・ 46・ 271)。

頸部に段を持ち、口縁部が若干外反 し、 2段ナデ。外面ヘラケズジ。内面ハケメ調整 (10)。

頸部に段はなく、体部は内湾 して立ち上がり口縁部が外反 している。最大径は日縁部にある。

外面ヘラナデ調整 (40)。

頸部に段かその名残がありすばまっている。 口縁部は外反 し、 2段ナデ (11)と 1段ナデ (35。 4

5)が ある。前者は外面ハケメ、内面ヘラナデ調整、後者は外面ヘラケズジ、内面ヘラナデ調整。

頸部に段があり、日径に対 して器高が低い短月同形のもの。最大径は口縁部。体部は内湾 して立

ち上が り口縁部が外傾する。 3は底部が張 り出す。外面ヘラミガキ調整が主体 (1～ 3)。

頸部に段はなく、口径に対 して器高が低い短胴形のもの。最大径は口縁部。体部は内湾 して立

ち上がり口縁部が外反する。底部は若干張り出す。外面ヘラケズリ、内面ヘラナデ調整 (34)。

胴部が球胴を呈する。所謂球胴奏。 口縁部が外傾 し、受け皿状を呈す。数が少ないので一括 し

た。調整は内面はヘラナデだが、外面はハケメ・ヘラミガキ 。ヘラケズリと様々である。胎土

が他の甕より密で、金雲母が含まれる傾向が認められる(7・ 8。 23・ 24・ 26・ 41)。

単孔式で胴部から口縁部にかけて外傾するもの (36)。 内外面ヘラナデ調整が施 されている。

:残存状況が不良で上記の分類にあてが うことができなかった土師器はその他の甕として一括

した。一括 した土師器密の底部破片を見てみると、底部が張 り出しているものと (14。 27～

29・ 37・ 51・ 52)、 そ うでないもの (42)が認められ、比較的張 り出しているものが多い。

甑 J

その他

各分類の出土状況と共伴関係

土器の分類をもとに遺構毎の出土遺物の共伴関係をみていく。なお、今回の調査で検出された住居
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は土器の出土量が少なく、形状が分かるものは概ね掲載 したので、掲載遺物のみで検討 したことをお

断 りしておく。

ところで、今回の調査で検出された住居数、遺物の出土量は極めて少ないが、重複関係にある住居

(S106A、 B)が ある。最初にこの 2棟の出土遺物の様相を確認する。 S106Bか らは邦 A、 甕 C、

中型密 Fが出土している。これに対 してS106Aか らは郭 BoE、 甕B・ E、 中型密 F・ H、 球胴甕

H、 甑 」が出上している。 S106Aと 06Bか らは同じ器種が出土 してないとい う状況が読み取れる。

また、他の住居出土遺物をみるとこの二つの住居の上器組成 と同じパターンを示すものがほとんどで

あった。よって、本遺跡出土資料は大きく二時期の変遷がたどれると考え、 S106A・ Bの新旧関係

を縦軸に、両住居出土土器の組成を横軸にして、今回出土した土器のグルーピング化を試みる。

共伴関係を見ていくと、大きく2つのグループに分けられる。

①は甕 Cを主体として、甕 A、 中型甕 F、 球胴甕 Iを伴 う。一部でイAを伴 う(S102・ 04・ 06B)。

②甕 B・ E、 甑 」が主体 とするもの。一部で杯B・ Eを伴 う。①で共伴 していた密 F・ Iが伴 う住

居もあるが、邦A・ 麦 Cは含まれない (S106A)。

なお、①と②の前後関係はS106A・ Bの切 り合いから、①→② と考える。

土器の年代的位置づけ

本遺跡が所在する沿岸南部地域は、資料数の問題から、古代の上器についての検討がほとんど行わ

れていない。また、内陸地方 (北上盆地 。大崎平野)と は土器の様相が異なるので、年代観を参考にす

ることもできない。そこで、距離は離れているが、若干土器の様相が近い松島湾岸の中で一番資料の

まとまっている赤井遺跡 (矢本町教育委員会2001)の資料を参考にして検討を行 う。

①は不Aの 口縁部の外反具合と法量・形状からみて、仙台市付近の 7世紀後半代の上器に類似 して

いる。赤井遺跡の I-3期 (7世紀後半～末葉)の不 Bに類似 しているような気もする。共伴 している

鴇Aは赤井遺跡 Ⅱ-1期の篭 A、 甕Hは同じくⅡ-1期の甕Hに類似 し、Ⅱ-1の年代観は 7世紀末

～ 8世紀前葉 とされている。本地域の上器様相がはつきりせず、不Aが後続時期まで使用されていた

可能性もあるため、①の年代は赤井遺跡の I-3～ Ⅱ-1期、 7世紀後葉～ 8世紀前葉としておく。

②は不類が赤井遺跡のⅡ-2～Ⅱ-3期の不E類に比較的類似 している。また、共伴する甕Hは赤

井のⅡ-2期養Eに、甑 Iは赤井のⅡ-3期の讀Cに (そ のものではないが)比較的類似 している。よつ

て、②の年代は赤井遺跡のⅡ-2～ 3期、 8世紀前葉～中葉 としておく。

また、 S N01出土郷は形状から赤井遺跡のⅡ-4期不 Eに類似 していることから、②に後続する8

世紀後半段階に位置づけられる可能性があると思われる。

なお、この年代観は資料数が少ないまま設定している。資料が増加 した段階で再検討する必要があ

ろう。

(2)土 製 品 。石 製 品

<板状土製品>30はカマ ド燃焼部に架構 されていたものである。全体的に被熱による摩耗が著しく、

調整技法は不明だがヘラナデ・指オサエの痕跡が確認できた。断面形状は角の取れた方形状を呈 し、

粘上が巻かれている状態が看取される。板状の粘土を巻いて棒状に加工したものと推察される。角は

ナデで面取 りされている。この板状土製品に類似 した土製品は人戸市酒美平遺跡 S18竪 穴住居跡で

出上している(人戸市教育委員会2001)。 同遺跡出土例は長 さ約28cIIl、 幅約 5 cIIl、 厚 さ約 2 cmと 本遺跡

出土例よリー回 り小さいが、ナデ→ミガキ調整が施 され、カマ ド袖の芯材 として使用している。また、

阿武隈川流域の福島県本宮町高木遺跡 1号住居跡からは 3本の粘土紐を束にして板状に成形 した板状
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土製品が出土している。この上製品は埋土から出上したものの、他の住居の状況から、カマ ド構築材

に使用 した可能性が指摘されている (福 島県教育委員会2002)。 類例は少ないが、本遺跡出土板状土

製品は当初からカマ ド芯材 (構築部材)にするために製作 した可能性が想定される。なお、この板状土

製品は 7～ 8世紀の新潟県においても分布が認められ、カマ ド構築材に用いられた可能性が指摘され

ている (春 日2003)。

<磨石>4～ 6は磨石である。ほぼ全面に磨 りの痕跡が認められる。石質は 4はひん岩、 5は凝灰岩、

6はハンレイ岩 と様々である。

6近 世 の 遺 物

(1)陶 器 ・ 陶 磁 器

陶器・陶磁器類は 9号袋1/2袋分、重量にして約134g出土した。在地産陶器・陶磁器や肥前産陶磁

器等が出土している。この うち、形状・染付が明らかなものを選択 し、合計 3点を掲載した。

<悟鉢 >332は 近世の括鉢の口縁部破片である。産地不明。在地の可能性有。

<碗 >333は肥前産の碗である。時期は19世紀前半である。355は小皿、356は碗である。

(2)金 属 製 品

銭貨以外の金属製品は 9号袋 1袋分、重量にして約486g出 上 した。墓墳から出土したものが大半

を占め、遺構外出土も墓墳の周辺から出上したものがほとんどである。器種は毛抜、鋏、煙管雁首、

煙管吸口、釘が認められる。出土状況から毛抜、鋏、煙管は副葬品として埋葬 され、釘は棺桶に使用

されたものと思われる。毛抜、鋏、煙管に関しては全点掲載 した。釘は形状が明らかなものを中心に

18点写真掲載 した。

<毛抜>1点 (84)出上した。84は長 さ8.2cIIl、 幅7.5cm、 厚さ1.2511LIl、 重さH.99gを測る。

<鋏 >2点 (59・ 83)出土した。59は長 さ14.4clll、 幅2.lcm、 厚さ最大 3 11ull、 重さ65.78gを 測る。83は

長さ15,Ocm、 幅2.4cm、 厚さ 2111111、 重 さ30,57gを 測る。83は刃部に 「盛町」 と刻まれている。「盛町」

は、現在の大船渡市盛町のことか ?

<煙管雁首 >5′煮(92・ 168。 239・ 248・ 330)掲載 した。火皿が①径 2.l cIIl前後 と、② l,1～ 1.2cm前後

の大小 2種類に分けられるが、基本的に油返 しの湾曲が緩やかな点が共通 している。92は火皿が大き

いもの、168・ 239・ 248は火皿が小さいものである。また、168は羅宇との接続部が太くなつている。

248は羅宇が残存 している。所属時期は①は18世紀後半代、②は19世紀前半代ではないかと思われる。

<煙管吸口>5点 (169・ 203・ 204。 240・ 331)出 土した。残存状況が不良なものが多く、判然 としな

い。比較的残存している169・ 240は 口付が玉状に膨らんでいる。203は表面の剥落が著 しい。 169。 20

4・ 240は羅宇が残存 している。所属時期は比較的残存 している169・ 240か ら19世紀前半代と思われる。

<釘 >各墓墳から出土した釘の うち代表的なものを18点選び写真掲載 した。長 さと重量に規則性は見

られなかつたが、断面が一辺0.4～ 0.6clll前後の方形もしくは長方形を呈しているものがほとんどであ

る。65・ 66は L宇状に折れ曲がっている。使用 (打ち込み 。成形)時に曲がった (曲げた)の だろうか ?。

163～ 165は錆や棺材の一部と思われる木質が付着 している。

(3)銭   貨

墓墳から約420枚、重量にして約2.4kg出 上した。全て寛永通費である。出土状況から六道銭として
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副葬されたと思われる。金属の種類としては銅銭と鉄銭がある。銅銭は古寛永、文銭、新寛永、21波、

H波が出土している。鉄銭には差 し状のものが多く認められ、最 も多いもので約100枚を数えるもの

が出土した (241)。 遺構別の出土状況は大きく①古寛永十新寛永十 (文銭)と ②古寛永十新寛永十鉄銭

十(21波・ 11波)の組み合わせに分けられる。

(4)木 製 品

近世墓から棺材の一部 と思われる木製品が重量にして約100g出上 した。その うち残存状態が比較

的良好なものを選び、 7点写真掲載 した (166・ 167・ 179。 202,238・ 246・ 247)。

大半が墓墳中央の底面直上から出上していることから、棺桶の底板であると思われる。また、202

を樹種同定に出したところ、スギとの鑑定結果を得た。他の棺材 と思われる木製品も202と 同じ形状

を呈していることから、スギの可能性が高いと思われる。

7 ま  と め

今回の調査では奈良時代の集落跡、近世の墓墳が検出され、遺構外から縄文時代前期の上器が出土

した。これらを中心に簡単なまとめを行 う。

(1)縄文時代前期の上器

遺構外から出上したもので、大半がB区東 。南端から出土している。 B区調査区外の斜面上位に概

期の集落がある可能性が想定されよう。

(2)奈良時代の集落跡

<7世紀後半～ 8世紀前半>A区から1棟、B区から2棟確認 した (S102・ 04・ 06B)。 規模は 3～

4m前後と5m前後を測る。斜面上にカマ ドを設置する傾向がある。 S107は甕Aの形状から、この

時期と判断した。この時期に確認 した4棟の住居は調査区内で点在 してお り、分布に規則性はない。

なお、 7世紀後半～ 8世紀前葉 と幅を持たせているが、S106Bは若千古く(7世紀後葉より)、 SI
02・ 04・ 07は若干新 しい (7世紀末～ 8世紀前葉より)方に位置づけられそ うな感 じがする。

<8世紀前葉～中葉>A区から1棟確認 した (S106A)。 規模は一辺4.lm前後を測る。斜面上にカ

マ ドを設置 しているが残 りが悪く、詳細は不明である。なお、 S101は甕Gの形状から、この時期と

判断した。よつてこの時期の住居は 2棟となるが数が少なく、傾向は見いだせなかった。

<8世紀後半>住居は無く、炉跡 1基のみ検出した。

(3)近世の墓墳

<平面形と副葬品の関係 >Ⅶ-2で分類 した、①②③を準拠 して記述する。①からは六道銭と鋏・毛

抜、②からは大道銭 と煙管、③からは寛永通費が出土する傾向がある。また、①の六道銭は熱を受け

たものが多く、③の六道銭は鉄銭が比較的多く認められる。

<重複関係の整理 >a)S K49→ S K29、 b)S K39→ S K38→ S K45、 c)S K39→ S K40B→ S

K40A、 d)S K41・ 42→ S K50、 e)S K42→ S K48D o E→ S K48C→ S K48B→ S K48Aと い

う重複関係である。 a・ bocが ①のみ、 dが②のみ、 eが② o③同士の重複関係 にある。

<遺物からみた年代>①が18世紀代、②が18世紀後半～19世紀前半、③が19世紀代と思われる。

<墓残の変遷>18世紀代に入ると、墓域の北側から埋葬し始める。形状は0.6～0.8mの精円形状が主

体である。18世紀後半以降になると南西方向にずれた地点 (墓域の中央付近)に埋葬するようになる。

形状は一辺 lm前後の隅丸方形・円形が主体である。19世紀以降も同じ場所に埋葬され続けるが、部



Ⅶ まとめ

分的な重複のみである。墓標の影響であろうが、以前に埋葬された地点を避けて埋葬 しているのは確

かである。 19世紀後半 (明治期)以降になると新たに埋葬されなくなる。なお、移転 した墓石の年号は

元文 5年 (1740)、 宝暦10年 (1760)、 宝暦14年 (1764)、 安永 3年 (1774)、 文化 8年 (1811)、 文化11年

(1814)、 慶応元年 (1865)、 明治11年 (1878)等があり、墓装・遺物の年代観 と大きく矛盾 しない (移転

した墓石の元位置は不明。墓石は地権者山田氏のご教示による。この場を借 りて御礼申し上げます。)。

まとめ

①土師器は仙台湾、板状土製品は人戸・阿武隈ナ|1流域に類例があり、寛永通費には江戸・常陸・摂津

で鋳造されたものが含まれている。これらは海に面した本遺跡に陸上だけでなく海上交通からもたら

されたといえよう。

② S 104か ら出土した板状土製品の類例は、現時点では人戸・阿武隈サII流域に認められている。出土

例が少なく、現時点での位置付けは困難であるが、その分布には①で述べた海上交通との関連がある

ことが予想 される。今後、集成 。検討を行 うことで本遺跡の位置付け …性格に迫れる可能性がある。

別稿で検討 したい。

③西側約800mに位置する岩井沢Ⅱ遺跡から蕨手刀が出上している。今回の調査では一辺が 7mを超

える大型住居や、蕨手刀などの有力者が所持するような稀少な遺物は出上していない。奈良時代の本

遺跡は蕨手刀をもつ有力者を支えるムラの一つであったのではないだろうか ?

いずれにせよ、今まで沿岸南部で調査例がほとんど無かった、奈良時代の集落を検出・調査できた

ことが、本調査の最大の成果である。また、沿岸南部における近世墓墳の資料を得 られたことも成果

と言える。奈良時代の集落は、住居の数が少なく、詳細な分析を行 うことは出来なかった。資料の提

示に留まった観は否めないが、周辺の資料が増加 した段階に比較検討が行われることに期待 したい。

今回の調査では大船渡地方振興局土木部、陸前高田市教育委員会、野外調査・室内整理に従事され

た作業員・期限付職員の方々に多大なるご協力を賜 りました。ここに厚く御礼申し上げます。
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遺構変遷図 (奈 良時代 )
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写真図版 1 航空写真



調査区全景 (N→ )

B区調査前風景 (NW→ ) A区調査前風景 (N→ )

調査区遠景 (SE→ )E→ )                   A区 調査前風景 (NW→ )

写真図版 2 調査区全景 E遠景、調査前風景
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写真図版 3 S101竪穴住居跡 (1)
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カマ ドA一 A′ 断面 (E→ )

カマ ド完掘 (S→ ) カマ ドB― B′ 断面 (S→ )

一次完掘 (S→ ) 遺物出土状況 (E→ )

遺物出土状況 (S→ ) 遺物出土状況 (S→ )

写真図版 4 S101堅穴住居跡 (2)
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完掘 (S→ )

一次完掘 (S→ )

カマ ド完掘 (S→ ) 遺物出土状況 (S→ )
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写真図版 5 S102竪穴住居跡 (1)



S102 遺物出土状況 (S→ )遺物出土状況 (S→ )

カマド検出状況 (SE→ )                S

写真図版 6 S102(2)・ 03竪穴住居跡
-139-―
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辞1露選舞

写真図版 フ S104竪穴住居跡 (1)



カマド遺物出土状況① (S→ ) カマド遺物出土状況② (S→ )

カマド遺物出土状況③ (S→ )

袖たちわり断面 (SE→ )

写真図版 3 S104竪 穴住居跡 (2)

カマ ド完掘 (S→ )
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A― A′ 断面 (NW→ )
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B― B′ 断面 (SE→ )
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写真図版 9 S106A竪 穴住居跡 (1)



カマ ド断面 (SW→ )

カマ ド完掘 (SE→ ) 炭化材検出状況 (SE→ )

炭化材検出状況 (北東壁中央付近 ) 炭化材検出状況 (北 コーナー付近 )

炭化材検出状況 (北東壁中央付近) 炭化材検出状況 (北 コーナー付近)

106A堅穴住居跡 (2)写真図版10 S



|一 、ィ
′
       | 、

炭化材検出状況 (北東壁中央付近)

基
~― ‐~卜

簑ヽ螺_

作業風景

炭化材検出状況 (S→ )

S106B掘 り方完掘 (SE→ )

106A竪穴住居跡 (3)

炭化材検出状況 (S→ ) 炭化材検出状況 (S→ )

遺物出土状況 遺物出土状況
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完掘 (SE→ )

写真図版12 S106B堅穴住居跡
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S107 完掘 (S→ )

S107 カマ ド完掘 (S→ ) S110 完掘 (SE→ )

写真図版13 S107・ 10堅穴住居跡



S N01 完掘 (S→ ) S N01 断面 (S→ )

墓墳検出状況 (全体) 墓壌検出状況 (S K37付近 )

墓境検出状況 (S K43付近 ) 墓嬢検出状況 (S K40付近 )

墓境検出状況 (S K42付近)                墓境検出状況 (S K45付近)

写真図版14 S N01炉跡・墓境 (1)
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完掘状況 (S→ ) 完掘状況 (S K40付近 )

完掘状況 (S K48付近 ) 完掘状況 (S K41・ 45付近 )

S K29(左 )・ S K49(右 )完 掘 S K29 完掘 (N→ )

S K49 完掘 (S→ ) S K29 遺物出土状況 (S→ )
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写真図版15 墓境 (2)



S K37 完掘 (S→ ) S K38 完掘 (S→ )

S K39 完掘 (S→ ) S K40 完掘 (S→ )

S K41 骨検出状況① (SE→ )S K41 完掘 (SE→ )

S K41 骨検出状況② (SE→ ) S K41 骨検出状況③ (SE→ )

写真図版16 墓境 (3)



S K42 完掘 (S→ )

S K42 骨検出状況① (SE→ ) S K42 骨検出状況② (SE→ )

S K42 骨検出状況③ (SE→ ) S K42 骨検出状況④ (SE→ )

作業風景 (SE→ ) S K43 骨検出状況① (SE→ )
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写真図版17 墓境 (4)



S K43 骨検出状況

S K45 完掘 (S→ )

S K45 骨検出状況① (S→ ) S K45 骨検出状況② (S→ )

S K45 骨検出状況③ (S→ ) S K45 棺桶底部検出状況 (S→ )

写真図版18 墓墳 (5)
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S K47 完掘 (S→ ) S K47 骨検出状況 (S→ )

S K48A～ E(S→ ) S K48A'B 完掘 (W→ )

S K48C 断面 (S→ )S K48C 完掘 (S→ )

S K48D 完掘 (SE→ ) S K48D 断面 (SE一>)
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写真図版19 墓帳 (6)



S K48D 骨検出状況 (S→ ) S K48D 骨検出状況 (S→ )

S K48E 完掘 (SE→ ) S K48E 断面 (SE→ )

骨検出状況① (SE→ ) S K48E 骨検出状況② (SE→ )

S K48E 骨検出状況③ (SE→ )

写真図版20 墓境 (7)



完掘 (SE→ )

A― A′ 断面 (SE→ ) B― B′ 断面 (SW→ )

遺物出土状況 (SE→ ) 遺物出土状況 (SE→ )
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写真図版21 S K 101竪穴状遺構
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写真図版22 S K 103A竪穴状遺構



完掘 (S→ )

B一 B′ 断面 (W→ )
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写真図版23 s K 103B堅穴状遺構



S K 104

SK lll 完掘 (SW→ )

写真図版24 S K 104・ 11竪穴状遺構
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S K 104 完掘 (NW→ ) 作業風景

S W01 完掘 (SE→ ) S W01 断面 (S→ )

S W02 完掘 (S→ ) S W02 断面 (W→ )

S W02 炭検出状況 (S→ ) 作業風景
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写真図版25 炭窯



S K01 完掘 (W→ ) S K01 断面 (S→ )

S K02 断面 (S→ )
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S K05 断面 (W→ )

響一終け

l it工■

íoⅢ

エ

S K05 完掘 (S→ )

写真図版26 土坑 (1)
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S K07 完掘 (N→ ) S K10 完掘 (E→ )

S K09 完掘 (W→ ) S K09 断面 (W→ )

S K12 断面 (S→ )

S K14 断面 (E→ )
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写真図版27 土坑 (2)



S K15 完掘 (N→ )

S K17 完掘 (E→ ) S K17 断面 (W→ )

S K20 完掘 (N→ ) S K20 断面 (S→ )

S K24 完掘 (S→ )

写真図版28 土坑 (3)

S K24 断面 (S―>)

―-161-―



S K26 完掘 (S→ ) S K26 断面 (W→ )

S K27 完掘 (S→ ) S K27 断面 (S→ )

S K28 完掘 (S→ ) S K28 断面 (S→ )

S K31 完掘 (E→ ) S K31 断面 (S→ )
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写真図版29 土坑 (4)



S K32 断面 (S→ )

S K33 完掘 (W→ )

S K36A・ B 完掘 (S→ ) S K36B 完掘 (S→ )

S K36A 断面 (S→ )

写真図版30 土坑 (5)
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S K53 断面 (S→ )

S K56 完掘 (S→ )

S K61 断面 (S→ )
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S K61 完掘 (S→ )

写真図版31 上坑 (6)
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S K63 断面 (W→ )
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S K69 完掘 (N→ )
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S K81

写真図版32 上坑 (7)
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S K83 完掘 (E→ ) S K84 完掘 (S→ )

S K85 完掘 (SE→ ) S K86 完掘 (S→ )

S D07 完掘 (E→ )
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写真図版33 土坑 (8)・ 溝跡 (1)

S D08 完掘 (E→ )



S D13 完掘 (E→ ) S D13 断面 (E→ )
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S D18(左 )・ 19(右 )完 掘 (E→ )

S D18(左 )・ 19(右 )断 面 (E→ )

S D19 断面 (E→ )

写真図版34 溝跡 (2)
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S D23 完掘 (E→ ) S D36 完掘 (S→ )
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S D42 」― J′ 断面 (E→ )

S D42 完掘 (E→ ) S D42 K― K′ 断面 (E→ )
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写真図版35 溝跡 (3)



S D43 完掘 (W→ ) S D44 完掘 (W→ )

S D44 0-O′ 断面

■すギ転洋

S D44 P― P′ 断面 (W→ )

写真図版36 溝跡 (4)

S D44 断面 (W→ )
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S D44 Q― Q′ 断面 (W→ )

S D45 断面 (W→ ) 完掘 (SW→ )

S D45
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完掘

写真図版37 溝跡 (5)・ 柱穴列



S D50(左 )・ 48南 (右 )完掘 (S→ )

S D48北 断面① (W→ )

S D48南 断面① (S→ ) S D48北 断面② (SW→ )

写真図版38 溝跡 (6)
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S D50 P― P′ 断面 (S→ )

S D48南 断面② (S→ )

―-172-
写真図版39 溝跡 (7)



現地説明会① 現地説明会②

現地説明会③ A区西端 検出状況

作業風景① 作業風景②

i ti∵ 持■=学

作業風景③ 調査参加者

写真図版40 現地説明会・作業風景
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写真図版41 S101～ 03堅穴住居跡出土遺物



写真図版42 S104堅穴住居跡出土遺物
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写真図版43 S106A・ B・ 07堅穴住居跡・S N01炉跡出土遺物
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写真図版44 S K29・ 37～ 40墓境出土遺物
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写真図版45 S K41墓境 (1)出 土遺物
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写真図版46 S K41(1)・ 42・ 45(1)墓境出土遺物
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写真図版47 S K43・ 45(2)・ 47H43A・ 48B墓境出土遺物
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S K48c・ 48D・ 48E E50墓 嬢、竪穴状遺構、土坑出土遺物
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写真図版49 遺構外出土遺物 (1)
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写真図版50 遺構外出土遺物 (2)
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ふ り が な

所 収 遺 跡 名

な

地
町
在

ふ

所

コ  ー  ド 耳ヒ  糸車 東 経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺 跡 番 号

松山前遺跡 岩手県陸前

高田市小友

町著荷128-

2～西ノ坊

12-11よ か

03210 N F68--2270 39】霊

00う)

2秒

141度

41分

23秒

2004.04.13

2004.09.03

6,640コ言 大船渡広田陸前

高田線緊急地方

道路整備事業に

伴 う緊急発掘調

査

所収遺跡名 種  別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

松山前遺跡 集落 縄文時代

(前期 )

奈良時代

近 世

不 明

竪穴住居跡 8棟

墓墳18基

竪穴状遺構 5棟

柱穴列 3列

炭窯 2基

土坑39基

溝跡15状

柱穴状土坑206個

縄文土器 (大木 2～ 3式)

石器 (石鏃・不定形 )

土師器・石製品 (磨石 )

土製品 (板状土製品)

金属製品

(鋏・毛抜・煙筒・釘 )

銭貨 (寛永通費)

棺桶

陶磁器

ガラス

岩手県沿岸南都

では調査例の少

ない奈良時代の

竪穴住居跡 8棟

を検出

板状土製品の出

土 (S104カマ

ド芯材に使用)
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